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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　遠い星での目覚め






　永合ながい博ひろ史しは、気付くと真っ暗な場所にいた。

　何も見えない。

　すごく狭せまい。

　箱の中にでも閉じ込められているみたいだ。

　何な故ぜこんなところにいるんだろう。

　気を失う前、何やっていたっけ。

　博ひろ史しは必死で記き憶おくを辿たどった。

　……確か、ＡＩコンテストに提出するための作品を何とか締しめ切きりギリギリ完成させて、それを送ってる間にコンビニでコーヒーでも買ってこようとアパートを出たら、徹てつ夜や明けの目が太陽に眩くらんで、階段の手すりを摑つかみ損そこねて、そのまま頭から落っこちて……。

　そこまで思い出したところでギョッとする。

　……まさか、頭を打って仮死状態になって、本当に死んだと思われて、お棺かんに入れられてこれから焼かれるところとか？

　ヤバい！

　これはヤバい！

　まだちゃんと生きてるって外の人に伝えなきゃ！

　博ひろ史しは動転しながら大声で叫さけんだ。

「誰だれかー！　開けてくださーい！　僕は生きてます！　出してくださーい！」

　ガンガンと必死で壁かべを叩たたくが、固い壁かべはびくともしない。叩たたいた手が痛いだけだ。

　でも泣き言を言ってる場合じゃない。もし本当にお棺かんに入れられてるとしたら、このままだと焼き殺されてしまう。

「誰だれかぁーっ！　開けてくださーい！」

　博ひろ史しが必死で声を張り上げていると、壁かべの外で声がした。

「お姉ちゃん、中で何か動いてるよ」

「ホントだ。ひょっとして成功したかもしれないね」

　女性の声。最初の声はまだ子供。もう一人はお淑しとやかなお姉さんといった印象。

　今の様子だと、こっちの声も聞こえてるらしい。

「すいませーん！　そこにいる方！　お願いです！　開けてください！」

　博ひろ史しはもう一度大声で叫さけんで、ガンガンと壁かべを叩たたく。

　すると突とつ然ぜん、壁かべの一部が左右に割れた。

　外の光が入ってくる。

　眩まぶしい。

　照明の明かりだ。天てん井じように丸い照明がついている。雰ふん囲い気き的には葬そう儀ぎ場ではなさそうだ。

　そして、こっちを覗のぞき込こんでいる者が二人いた。

　声から予想した通り、片方は小学生くらいの幼い女の子で、もう片方はお淑しとやかそうな十代後半くらいに見える。どちらも頭に光る飾かざりのような物を付けていた。

　二人とも、すごく整った見た目をしてる。整いすぎていて、どこか現実感がない。まるで作り物みたいだ。でも仕草や表情はとても生き生きとしている。

　妹らしい幼いほうの子が博ひろ史しを見て無む邪じや気きな声を上げた。

「出来てる！　成功だよお姉ちゃん！」

　お姉ちゃんと呼ばれたほうも、嬉うれしそうに笑う。

「そうだね！　私とソイちゃん、二人で作った初めての赤ちゃんだね！　二人の愛の結けつ晶しようだね！」

「誤解を招く言い方しないで」

　急に冷静になってツッコむ妹。

　姉のほうは妹に突つき放はなされた事は気にせず、博ひろ史しに向かって手を差さし伸のべてくる。

「さ、出ておいで。私たちがママよ」

　その手に引っ張られるようにして博ひろ史しは外に出た。

　だけど、どういう事だろう。

　成功？

　二人で作った赤ちゃん？

　博ひろ史しは高校生くらいに間ま違ちがわれる事はあるが、これでも一応大学生だ。どう見たって赤ちゃんって歳としじゃない。

　様子が分かるまでは観察に徹てつしようと、無言のまま慎しん重ちように部屋を見回す博ひろ史し。

　見慣れない大きな装置があちこちにあって、実験室か何かのようだ。

　窓の外は暗い。夜なのか。月が出ていて、その隣となりに街灯が……。

　そこで博ひろ史しは眉まゆを寄せた。何か変だ。街灯じゃない。あれも月だ。月が二つある。

　……どういう事だ？

　黙だまって観察する博ひろ史しを、目の前の二人が興味深そうにじろじろと眺ながめてきた。

「お姉ちゃん。この赤あかん坊ぼう、思ったよりも大きいね。生身の人間って最初は三キロ前後で、そこから何年もかけて大きくなってくって聞いてたんだけど」

「そうだね。大きすぎるね。この装置は本来人間の合成は出来ないようプロテクトがかかってるのを無理矢理改造したから、何かエラーが生じたのかもしれないね」

「確かに。煙けむりも出てるし、壊こわれたっぽいね」

「どうする？　嫌いやなら作り直す？　その前に装置直さないといけないけど」

「作り直すって、この子はどうするの？」

「材料としてリサイクルすればいいんじゃないかな？」

「そんな！　可哀かわい想そうだよ！　エラーで出来た不細工な失敗作だとしても、私たちの可か愛わいい赤ちゃんだよ！」

　そう言って博ひろ史しを抱だきしめる妹。

　姉はそんな妹を見て愛おしげに微ほほ笑えむ。

「うふふ、ソイちゃんはいつも優やさしいね。でも安心して。同じ材料から出来た子なら、新しく作り直した子もこの子と同じ子って事でしょ？」

「発想が完全にサイコパスだよ！」

　ソイちゃんと呼ばれた妹がツッコんだ。こちらは姉よりも常識人らしい。

　それはともかく、事情は良く分からないが何か喋しやべった方が良さそうだ。黙だまったままでいると、ミンチにされかねない。

　そう思った博ひろ史しは焦あせりつつ、おずおずと二人の会話に割って入った。

「あの、すみません。ちょっと待ってもらっていいですか……？」

　その途と端たん、二人は驚おどろいて博ひろ史しを見つめた。

　幼いソイが、姉の腕うでを引っ張る。

「喋しやべった……！　お姉ちゃん、この子喋しやべったよ！」

「生まれた直後にいきなり喋しやべるなんて！　もしかして私たちは、ただの人間を作るつもりで、神か仏を生み出してしまったのかも……！」

　姉はそう言うと、博ひろ史しに向かってあやすように話しかける。

「坊ぼうや。上と下を指さしながら『天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん』って言ってごらん？」

「いやあの、僕、永合ながい博ひろ史しと言いまして、もう今年で二十一歳さいでして……」

　博ひろ史しがしどろもどろでそう言った瞬しゆん間かん、二人はもう一度びっくりして顔を見合わせた。

　妹のソイが素すっ頓とん狂きような声を出す。

「二十一歳さい？　お姉ちゃん、もしかしてこの子、赤あかん坊ぼうじゃない？」

「そうだねソイちゃん。その歳としで女性の前で素すっ裸ぱだかの下半身丸出しって事は、赤ちゃんじゃなくて変質者って事になるね」

　うんうんとうなずきながら答える姉。

　その言葉を聞いて博ひろ史しが自分の体を見下ろすと、確かに素すっ裸ぱだかだ。

「えっ？　あっ？　ホントだ！　素すっ裸ぱだか？　何で……？」

　思わず下半身を隠かくす。

「……あの、何か着るもの貸してもらえませんか？」

　情けない声でそうお願いすると、姉のほうが困ったように頰ほほに手を当てた。

「着るものと言っても、今ここには私たちが着てるものしかないんですよね。今私が穿はいてるパンツでもいいですか？」

「え？　いや、それはさすがにちょっと……」

「そうですか。やっぱり、どうせもらうなら幼女のパンツのほうがいいですよね。その気持ちは私もよく分かります」

「いや、そういう意味じゃないんですけど……」

　否定する博ひろ史しを無視して、姉は妹のソイのほうを向く。

「ソイちゃん、ちょっとパンツ脱ぬいであげてくれる？」

　間かん髪はつ入れずに拒きよ否ひするソイ。

「嫌いやだよバカなのお姉ちゃん。こんなとこでパンツ脱ぬげとかセクハラにもほどがあるよ」

「そんな！　私はソイちゃんのためを思って……」

「露ろ出しゆつ狂きようの目の前でパンツ脱ぬいで渡わたすのがどうして私のためなの？」

「だって目の前で脱ぬいだらオプション料金上乗せ出来るでしょ？　ソイちゃんは儲もうかるし、目の前で脱ぬげば間ま違ちがいなくソイちゃんのパンツだって保証される上にぬくもりも感じられてこの人も満足だし、私は恥はじらうソイちゃんの顔が見れて大興奮だし、みんな幸せになれるんだよ？　私はこの星の全ての人を幸せにするために生まれてきたんだよ」

　興奮して顔を紅潮させながら迫せまる姉。

「ハァハァしながら言うのやめて！」

　ソイは大声でツッコむと、テーブルクロスを引っぺがして博ひろ史しに投げた。

「とりあえず、これでも巻いといてください」

「あ、ありがとうございます。助かります」

　ホッとしながらテーブルクロスを折って腰こしに巻く博ひろ史し。これで少し落ち着いた。

　改めて、聞こうとしていた事を聞き直す。

「ところであの、ここってどこなんですか？　月が二つもあるって事は、ひょっとして地球じゃなかったり……なんて可能性もあったりするんでしょうか……？」

　そう言いながら、恐おそる恐おそる窓の外の月を指さす。

　ひょっとして地球じゃないんじゃ、なんて、頭のおかしい人と思われたりしないかな……。大だい丈じよう夫ぶかな……。

　そんな不安を抱いだきつつ相手の様子を窺うかがうと、ソイがまたびっくりして声を上げた。

「お姉ちゃん！　何でこの赤ちゃん……じゃなくて変質者、生まれたばかりで地球の事まで知ってるの？　生身の人って知識のプリインストールは出来ないはずだよね？」

「そうだねソイちゃん。さっきも二十一歳さいだとか言ってたし、何か想定していた以上のエラーが起きた可能性があるね」

　姉が困った顔で装置を触さわる。

　装置は黒い煙けむりを吹ふき出だしていて、うんともすんとも動かない。

　やがて姉は改めて博ひろ史しに視線を戻もどすと、博ひろ史しの問いに答えた。

「……ここは地球じゃなくて、惑わく星せいシニャマトです。地球はこの星に最初に移り住んできた大昔の人間たちの、遠い故郷の名前なんですけど……」

　いきなりとんでもない事を告げられた。

「遠い故郷……？　ちょ、ちょっと待ってください！　大昔に地球を旅立って別の星に移住してきたって、一体いつ頃ごろの話なんですか？　僕の知ってる限り、まだ人が居住可能な惑わく星せいも見つかってなかったと思うし、そもそも人を乗せて太陽系の外まで出られる宇宙船だってないはず……！」

　その博ひろ史しの言葉に、今度は幼いソイが戸と惑まどった。

「人が住める星が見つかってないって、お姉ちゃんそれいつ頃ごろの話？」

「ん～、少なくとも二千年以上は前だね」

「二千年以上前って、思い切り古代じゃない！　大昔過ぎる！」

「一応文字とかは使われてたようだし、文明もそれなりに栄えてたみたいだよ。月に行ったり宇宙ステーションを作ったりする程度の事は出来てたみたい」

　その二人のやりとりを聞きながら、博ひろ史しは状じよう況きようを理解すべく必死で頭を回転させた。

　やっぱりここは地球じゃないのか。

　しかも、自分が生きていた時代は古代扱あつかい？

　つまりここは遥はるか未来の世界という事なのか？

　階段の手すりから落ちたと思ったら、遥はるか未来の遠い星で目が覚めた？

　どうなってるんだ一体？

　博ひろ史しが戸と惑まどっていると、幼いソイが信じられないといった顔で言った。

「それじゃあこの露ろ出しゆつ狂きようさん、地球生まれの地球育ちって事なの？」

「そうです。階段から落ちて気を失ったと思ったら、そこの装置の中にいて……」

　博ひろ史しはそう言って、目が覚めた時に入っていた装置を指さす。

　ソイは煙けむりを吐はいている装置を叩たたいたり中を覗のぞき込こんだりしながら、更さらに動転した。

「いやいやいや、おかしいよ！　だってこれ、物を合成するための装置だよ？　一体どんなエラーが生じたら、転送装置に変わっちゃうの？」

　姉が得意気な表情で割って入った。

「それが分かってたら、人体錬れん成せいなんて邪じや悪あくで手間のかかる事考えないで、最初から地球人をアブダクションしようって計画にしてるよソイちゃん」

「自分の都合で人ひと攫さらいとか充じゆう分ぶん邪じや悪あくな行こう為いだって気付いてお姉ちゃん！」

　即そく座ざにツッコむソイ。

　姉はソイの言葉はさらっと聞き流して博ひろ史しを見た。

「でもまあ古代人だろうと何だろうと、生きた生身の人間が手に入ったのは事実だし、結果オーライだね。装置で合成した人間より天然物のほうがいいだろうし」

　博ひろ史しは青ざめた。

　どうして生きた人間を欲ほしがってるんだろうか。まさか生いけ贄にえにするとか？　いや、でも、遥はるか未来の遠い惑わく星せいなんてＳＦじみた状じよう況きようで、そんな野や蛮ばんな……。

「あの、何で生身の人間が必要なんですか……？」

　恐おそる恐おそる尋たずねると、ソイが振ふり向むいた。

「ああ、それはですね。実は百年ほど前から、この星を支えてるマザーコンピューターがエラー起こして止まっちゃってるんですよ。あ、マザーコンピューターって言っても昔の人には分からないですね。簡単に言えば、この星全体の調和を保ってくれている女め神がみさまというか女王様というか、そういう感じの存在がいてですね」

「あ、一応マザーコンピューターがエラー起こして止まった、くらいは分かります。大だい丈じよう夫ぶです。僕のいた頃ころの地球でもコンピューターとか普ふ通つうにありましたし……」

「そうですか。じゃあ話は早いです。それでそのマザーコンピューターが動かなくなったせいで、星全体が滅めつ亡ぼうに向かっていて……。外を見たら分かると思いますけど、夜なのにウチ以外は明かりもないし、街灯も消えてて真っ暗でしょう？　このままじゃ暮らせなくなってしまいます。それで、そのエラーから回復させるのに、生身の人間が必要なんです」

「どうしてマザーコンピューターをエラーから回復させるのに生身の人間が？」

　改めて博ひろ史しがそう尋たずねると、今度は姉が補足説明。

「実はマザーコンピューター……長いから私はマザコンって略してますけど、そのマザコンにはこの星の人口を安定させる役目もあるんです。環かん境きようや経済状態をコントロールして、自然と出生率が適正値になるよう誘ゆう導どうするんですけど。ところが人がいなくなった場合が想定されてなかったもんですから、人口ゼロから適正な数まで増やすっていう無理な問題にぶつかってどん詰づまりになっちゃったんですね」

「ああ、なるほど。ゼロからじゃどうやったって増やせませんもんね」

「そういう事です。なのでとりあえず生身の人間を用意して、『人口ゼロじゃないよ』って分からせてあげれば、後はクローンでも何でも人口を増やす手段は考えられますから、エラーのループからは脱だつ出しゆつできるだろうって事で」

「そういう事ですか。なるほど……」

　博ひろ史しは納なつ得とくしてうなずいてから、すぐまた別の疑問が湧わいた。

「でも人口ゼロって、お二人がいるじゃないですか……？」

　二人は姉し妹まいで女の子同士だからそのままじゃ人口は増やせないけど、クローンでも何でもいいなら別に問題ないはずだ。

　だが二人は同時に首を横に振ふった。

「ああ、私たちはダメです」

「私たちは人じゃなくてロボットですから。ほら」

　そのまま更さらにグルグルと首を回し続けると、いきなりスポンと音を立てて抜ぬける。

「うわぁ！」

　博ひろ史しは驚おどろいて思わず尻しり餅もちをついた。

　二人は抜ぬけた頭を手に持って、接続部分を見せる。

「た、確かにロボットですね……」

　抜ぬけた穴からは、首を固定するためのジョイント部品らしき物と金属端たん子しが覗のぞいていた。どう見ても生身の人じゃない。

　それを見た途と端たん、博ひろ史しの胸の内にものすごい興奮と感動が湧わき上あがってきた。

「……すごい！　すごいですよ！　首を外して見せられるまで、まったくロボットだなんて思わなかった！　仕草といい、表情といい、会話の受け答えといい、全く自然でしたし！　一体どんな技術が……！」

　思わず大声を出す博ひろ史し。

　本物の未来の技術だ。

　博ひろ史しの住んでいた時代の地球にだって、会話をするロボットくらいあるが、ここまで自然な会話は出来ない。首を外して見せられるまで、全く人間と区別が付かなかった。

　いや、それよりもっとすごいのは、この二人は自発的に判断して行動する事が当たり前に出来てるという点だ。マザーコンピューターが止まったという状じよう況きように対して、止まった原因の究明、解決策の検討、そしてその実行まで、自分たちだけで自律的にこなしている。それも、マザーコンピューターの維い持じを命じられたからじゃなく、このままだと暮らしていけなくなるからという判断をして。
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　そう。「このままじゃ暮らしていけない」という判断から動いているのだ。

　それはつまり、このロボットたちには「これまでのように暮らしていきたい」っていう欲求があるという事。いわば生存本能のような。

　そして、「これまでのように暮らすためにはどうするか」という課題を解決するために、マザーコンピューターの復旧という新たな課題を自分で設定し、生身の人間の合成という更さらにサブの課題を設定して、その課題を解決しようとした結果、謎なぞのエラーが生じて博ひろ史しが転送されてきた。でもそんなイレギュラーな事態でも、博ひろ史しが生身の人間だと分かったら、これはこれで支障はないと適切に判断した。

　本当に、生きている人間みたいな判断能力。

　博ひろ史しの時代の地球では、ここまで高度な判断を自律的にこなせるＡＩは、まだ存在していない。

　そして博ひろ史しが応おう募ぼしたコンテストは、まさにそういう自律的なＡＩを作るというのがテーマだった。いつかこの二人のような存在を作るための研究を、博ひろ史しはしていたのだ。

「すごい……！　本当にすごいですよ、お二人とも！」

　博ひろ史しはもう一度、万ばん感かんの思いで賛辞を送った。

　すると、首を戻もどした妹のソイが何な故ぜかドン引きの様子。

「お姉ちゃん……。この人、私たちが首外したら急に興奮し出したんだけど……」

「露ろ出しゆつ狂きようでロリコンなだけじゃなくて、切断フェチだったりするのかもしれないね」

　同じく首を戻もどしながら、あくまでにこやかに応じる姉。

　勘かん違ちがいされないよう、博ひろ史しは慌あわてて弁解する。

「あ、すみません。そうじゃないんです。実は僕、大学でＡＩの設計とかやってまして、実はここに転送される前も、ずっと徹てつ夜やでコンテスト提出用のＡＩの設計をしてて……。なのでお二人のすごく自然な会話や振ふる舞まいに感動してしまって……」

　頭を搔かきながらそう言うと、姉が納なつ得とくしたように微ほほ笑えんだ。

「露ろ出しゆつ狂きようさんは古代人ですからね。きっと魔ま法ほうみたいに見えるんでしょうね」

「露ろ出しゆつ狂きようさんはやめてください……。裸はだかだったのは着る物がなくなってただけですし、一応ちゃんと名前もあるんで……」

「そう言えばさっき、永合ながい博ひろ史しって名乗ってましたね。あ、ちなみに私はソイです」

　そう言って自己紹しよう介かいをするソイ。

「ソイの姉のリザです」

　姉のほうも名乗った。

「ソイさんとリザさん。やっぱりお二人は姉し妹まいだったんですね」

　博ひろ史しはそう言ってから、ふと首を傾かしげた。

「……っていうか、ロボットなのに姉し妹まいとかあるんですか？　同じ型のシリーズとか？」

　ソイがフルフルと首を振ふる。

「ああいえ、違ちがいます。姉し妹まいは姉し妹まいです。私とお姉ちゃん、親が一いつ緒しよなんですよ」

「私たちは四人姉し妹まいで、例の引ひき籠こもりマザコンもその内の一人なんです。名前はマイちゃん。私はそのスペアで、ソイちゃんは私のお守もり役やくです。もう一人、一番上の姉がいて、めんどくさい管理職をやってます」

　そう補足するリザ。

　それを聞いた博ひろ史しはまた驚おどろいた。

「親が一いつ緒しよ？　親のロボットが、子供のロボットを生むって事ですか？　どうやって？」

　リザが頰ほほを赤らめながらソイに囁ささやく。

「どうしようソイちゃん。この人、初対面の女性にセックスの話させようとしてるよ」

　ソイは軽けい蔑べつした目で博ひろ史しを見る。

「露ろ出しゆつ狂きようじゃなくてもやっぱり変態じゃないですか。っていうかお姉ちゃんまで嬉うれしそうにそわそわしないで」

　博ひろ史しはリザの言葉に耳聡く食いついた。

「ちょ、ちょっと待って！　リザさん、今なんて言いました？　セックス？　ロボット同士がセックスして子供作るんですか!?　ロボット同士のセックスって、どうやるんですか!?　実は僕も設計したＡＩに生せい殖しよく本能を組くみ込こんでて、二つのＡＩが互たがいの学習結果をランダムに半分ずつ子に受うけ継つがせる事で過学習を予防しつつですね……」

　興奮気味に語り出す博ひろ史し。

　過学習の防止策を、生せい殖しよくと世代交代というシステムの中に組くみ込こんだのが、博ひろ史しの設計思想の肝きもだった。そうしてＡＩを仮想空間の中で繁はん殖しよくさせ、自然淘とう汰たによって「進化」させる事で、生き物に近付けようという試みだ。

　そして、今の話に拠よれば、この星のロボットたちも「セックス」、つまり二体による「有性生せい殖しよく」をしている。

　もしかしたら二人のＡＩも、似たような設計思想で作られてるのか？

　そして、そのアプローチを極限まで突つき詰つめたら、将来的にはこんなにも自然に振ふる舞まえるようになるって事なのか？

　そう思うと興奮が止まらない博ひろ史し。

　ところが、そんな博ひろ史しを見てソイが完全にドン引きした。

「うわぁ、真っ正面からぶっこんできたよこの人！　いたいけな幼女の前でなんて会話するの？　最低か！」

　ハッと我に返る博ひろ史し。

「あ、す、すみません。つい……」

　ロボットとはいえ相手は女性。それも初対面の女性である。しかも一人は幼い少女だ。そんな相手に対して、「どんなふうにセックスするんですか」と興奮しながら迫せまる全ぜん裸らの男。これはもう、言いい逃のがれのしようがないほどの変態。正しよう真しん正しよう銘めいのド変態だ。通報されても文句は言えないレベルである。

　赤面するソイを見ながら博ひろ史しが反省していると、リザがうんうんとうなずいた。

「分かりますよその気持ち。誰だれだって、可か愛わいい女の子が赤面する様子を見るのは興奮しますもんね。私もソイちゃんのそういう顔が見たくて、ついそういう会話をしてはいつも怒おこられてるんです。私たち、気が合いそうですね。何だか初対面とは思えません」

　溢あふれんばかりの共感と共に、ニッコリと微ほほ笑えむリザ。

　ソイが顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「そんな事よりいい加減話を戻もどそうよお姉ちゃん！」

「何の話してたっけ？　ソイちゃんがこの人の前でパンツ脱ぬぐって話？」

「戻もどりすぎだよ！　この変態をマザーコンピューターの前に連れてくって話だよ！」

「ああ、そんな話してたね」

　リザはパンと手を打ち合わせて、博ひろ史しのほうを見た。

「そんなわけでどうでしょう？　変態さんも私たちと一いつ緒しよに、引ひき籠こもりのマザコンとなってしまったマイちゃんを助けに行ってくれませんか？　大昔の地球からいきなりこの星に転送されて、右も左も分からない以上、私たちを頼たよる以外の選せん択たく肢しはないと思いますし、変態さんもここは快く承知してくれますよね？」

　完全に呼こ称しようが「変態さん」で定着してしまった。だが自じ業ごう自じ得とくなので文句は言えない。

　博ひろ史しは少し考えてから聞き返す。

「……あの、それって、どれくらい時間かかります？」

　リザは顎あごに指を当てた。

「そうですね。外はインフラもあちこち壊こわれて程ほどよく世紀末な状態になってますから、上う手まくいっても丸一日、場合によっては数日かかるかもしれません。実際に行ってみないと分かりませんけど、そこそこ危険な旅になるかもしれませんね」

「丸一日って、この星の自転周期だと一日は何時間くらいですか？」

　重ねて尋たずねると、今度はソイが答えた。

「自転周期は二十八時間くらいですけど、生身の人がいた頃ころに体内時計の周期に合わせて暮らしていた名残なごりで、今も私たちは二十四時間周期で生活してます」

「なので今でも単純に『一日』と言った場合は二十四時間の事です。これは地球の一日と一いつ緒しよだと聞いてます」

　そう付け加えるリザ。

　博ひろ史しは少し困った顔になる。

「マザーコンピューターに生身の人間の存在を知らせる事が出来ればいいだけなら、現地まで行かなくても、この場所から通信で情報を送って済ませるわけには……」

「残念ながら通信ネットワークがダウンしてまして……。まだマザコンと繫つながってる地域も探せばあるでしょうけど、それを探すよりは直接出向くほうが早くて確実かと」

「そうですか……」

　う～んと腕うで組ぐみをする博ひろ史し。

　リザが首を傾かしげる。

「直接出向く事に、何か不都合でも？」

「不都合というよりも、なるべく早く元の時代の地球へ戻もどりたいんですよね……」

「何かお急ぎになる理由が？」

　博ひろ史しは、少し逡しゆん巡じゆんしてから言った。

「実は恋こい人びとが病気で……。毎日見み舞まいに行ってたんですけど、このところＡＩコンテストの追おい込こみで忙いそがしくて顔を出せてなくて……。実は、ＡＩコンテストに応おう募ぼしたのも、賞金を治ち療りよう費に充あてられたらと思ったからなんですけど……」

　博ひろ史しが何日も徹てつ夜やして必死に頑がん張ばった一番の理由。それが、恋こい人びとの治ち療りよう費だった。世間知らずで研究バカの博ひろ史しが大金を稼かせげるかも知れないチャンス。それがＡＩコンテストだったのだ。

　彼女は今も病院のベッドの上だ。

　ここ数日、見み舞まいに行けずにいた。だから今日、作品を提出し終えたら、すぐ会いに行くと約束していたのだ。それをすっぽかして、丸一日以上、場合によっては数日も音信不通になるわけにはいかない。

　それを聞いたリザはしみじみと同情しながらうなずく。

「なるほど。つまりやっと見つけた繁はん殖しよく相手が病気でこのままじゃ繁はん殖しよく活動が出来ないから、大金を投じて繁はん殖しよく可能な状態にしたい、というわけですね。私もロボットではありますが性欲は標準装備してますから、そのお気持ちはとてもよく分かります」

「誰だれも性欲の話なんかしてないよお姉ちゃん。愛の話だよ。その人、お姉ちゃんには一生縁えんのない世界の話をしてるんだよ」

　ソイがツッコんだ。

　博ひろ史しはリザの言葉を聞きながら、「ロボットでも性欲がプログラムされてるんですか!?」と食いつきたくなるのを必死で自制する。

　リザが話を戻もどした。

「まあでも、変態さんを呼び寄せたのは偶ぐう然ぜんなんで、私たちには送り返す手段がないんですよね。それに、もし仮に今から一いつ瞬しゆんで地球に送り返せたとしても、到とう着ちやくするのは変態さんの時代より二千年後の地球です。それが二千年と一日後になったところで、恋こい人びとさんからすれば誤差の範はん囲いじゃないですか」

「そういやそうですね……」

　という事はもう恋こい人びとには会えないのか。ガックリと肩かたを落とす博ひろ史し。

　ソイが慌あわてて口を挟はさんだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。多分何とかなりますよ。普ふ通つう、合成装置が転送装置になるなんて事は有り得ませんから、きっとこれは異星人の遺物的な超ちようテクノロジーの何かが干かん渉しようして、それで次元の穴みたいなのが出来て、過去の地球と現在のこの星が繫つながったんですよ。その仕組みさえ分かれば、こちらへ転送したのと同じ日に送り返す事だってきっと出来るはず」

「そうだねソイちゃん。原因はともかく、変態さんの時代の地球と現在のこの星が繫つながったのは事実なんだし、事実である以上マザコンの能力なら解明できるだろうね。問題は、そのマザコンがエラー起こしてて使えないって事だけど」

　リザはそう苦く笑しようすると、再び博ひろ史しを見る。

　つまり、博ひろ史しが帰る手段を見つけるためにも、マザーコンピューターに起きてもらう必要があるのだ。そして、起こすためには現地に出向くしかない。それなら、二人に同行する以外に選せん択たくの余地はない。マザーコンピューターを復活させたからといって戻もどれる確証はないが、とにかく復活させない事にはその先もない。

　博ひろ史しは腹を括くくった。

「……分かりました。じゃあ、お供させてもらいます」

　そう言って立ち上がると、腰こしに巻いたテーブルクロスをギュッと締しめ直す。

「良かった。それじゃ、早さつ速そく出かけましょう」

　リザが先導して、三人は外に出た。

　玄げん関かんを出ると、明かりのない闇やみ夜よに沈しずむ壊こわれかけた廃はい墟きよの町のシルエットが遠くに黒々と見えた。

　空には、二つの月が冷たく輝かがやいていた。











第二章　出発






　博ひろ史しが玄げん関かん先で待っていると、背後でクラクションの音がした。

　振ふり向むくと、自動車に乗ったリザとソイ。

「お待たせしました、変態さん」

　姉のリザが運転席から顔を出す。

「出発しますよ」

　妹のソイは助手席だ。

　車輪は四つ。

　エンジン音がしない。完全な電気自動車なのだろうか。

　ボディのデザインは、見た事がない未来的でスタイリッシュな物だけれども、車としての基本的な作りは自分が知っている時代の地球と大差ないようだ。四つのタイヤの上に座席がある。

　そんな事を考えながら眺ながめていると、車は博ひろ史しのすぐ脇わきで停とまった。

　そしてソイが驚おどろいた顔で博ひろ史しを見つめる。

「あの、どうかしましたか……？」

　博ひろ史しがきょとんとして尋たずねるのを無視して、ソイはリザのほうを向いた。

「お姉ちゃんおかしいよ！　この人全然驚おどろいてないよ！　初めて車を見た古代人は、鉄のイノシシだぁ～、って腰こしを抜ぬかすはずなのに！」

「そうだねソイちゃん。もっと暴れイノシシっぽさが出るように、スピード出して真正面から突つっ込こんでみようか」

「え？　でももしそれでブレーキが間に合わずに轢ひいちゃったら、大破しちゃうんじゃないの？　大だい丈じよう夫ぶなの？　ちゃんと直せるの？」

「そんなに心配してソイちゃんは優やさしい子だね。でも生身の人は外傷を受けても時間が経たてば自動的に治るっていうから、きっと大だい丈じよう夫ぶじゃないかな？」

「自動的に直るの!?　部品とかなくても大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　目を輝かがやかせるソイ。

「部品も体内で合成しちゃうから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「すごい！　お姉ちゃん、私見てみたい！」

「よーし。それじゃちょっと轢ひいてみるね」

　優やさしい笑え顔がおでそう言いながら車をバックさせ始めるリザ。

「いやいや、無理です！　車に轢ひかれたら死にますって！」

　博ひろ史しは慌あわてて後部ドアに摑つかまると、急いで車に乗のり込こんだ。

　座席に座すわってやれやれと冷ひや汗あせを拭ぬぐう。

「……っていうか、僕の時代の地球にも自動車はありますから、驚おどろいたりはしませんよ。むしろ車の形が僕の知ってる時代とそれほど変わらない事に驚おどろきました」

「完成に至ったデザインはそれ以上変化する必要がありませんからね。表面上の変化はあっても、根幹部分はこれからもずっと変わらないんでしょう」

　うなずきながらハンドルを操作するリザ。

　それを見てふと博ひろ史しは首を傾かしげる。

「ところであの、ロボットが運転する場合でもやっぱりハンドルで操作するんですか？」

「そうですよ？」

「変態さんのいた地球では違ちがうんですか？」

　ソイとリザが不思議そうに問い返してくる。

「あ、えっと、この星の自動車ならコンピューター制せい御ぎよされてそうですし、ロボットなら車の制せい御ぎよ装置と直結して操縦できたりするんじゃないかと思って……」

　博ひろ史しがそう言った途と端たん、ソイがドン引きした。

「うわぁ……。車と直結とか、いきなり何言い出すのこの人……」

「え？　あの、僕、何か変な事言いました……？」

　戸と惑まどう博ひろ史しを他よ所そに、リザが興奮で顔を赤らめながらソイに言う。

「ソイちゃん。変態さんの時代の地球では、車は性愛の対象なんだよ。ドラゴンと車がセックスするドラゴンカーセックスっていうのが風流とされた時代なの」

「そうなんだ。そんな狂くるった時代に生まれなくて良かったと心から思うよ」

「古代の雅みやびな恋こい心ごころは、ソイちゃんにはまだ難しいかもしれないね」

　お姉さんらしく優やさしく微ほほ笑えむリザ。

　さすがにドラゴンカーセックスは自分の時代でもドン引きされるマイナージャンルだと思う博ひろ史し。

　だがそんな事より、博ひろ史しの興味を激しく引く話があった。それは、車と直結するといった時の二人の反応だ。

「あの、もしかして、直結でのデータのやりとりって、この星のロボットには性的な事だったりするんですか？」

「相変わらず性の話題になるとグイグイくるねこの人」

　白い目で博ひろ史しを見るソイ。視線が痛い。

　リザは顔だけ赤く恥はじらわせながらノリノリで答える。

「そうですね。お互たがいの全てをさらけ出して一つになるわけですから、やっぱり誰だれとでもってわけにはいきませんよね。信しん頼らいできる相手とじゃないと。コントロールを奪うばわれるかもしれませんし、どんな病気を持ってるかも分かりませんし」

「ああ、そうか。確かに、相手に自分のデータ全部見られちゃう可能性だってあるし、乗っ取られたりウィルス感かん染せんの危険もありますしね……」

　うなずく博ひろ史し。直接繫つながって一体化するって事は、セキュリティホールを敢あえて開ける行こう為いにもなりうるわけで、誰だれとでもってわけにはいかないのは当然だ。ある意味、人間の男女が裸はだかをさらす以上に不安だったり恥はずかしいのかもしれない。それに、子供を作る時にも互たがいのデータを出し合うのだろうから、データを見せ合う行こう為い自体が性的なものと認にん識しきされている可能性もある。

　博ひろ史しがあれこれ推測していると、ソイがあからさまに話題を変えた。

「それよりも、変態さんは私たちに協力する代価とか報ほう酬しゆうっていらないんですか？」

「え？　報ほう酬しゆうですか？」

「いきなりこんなところに転送された上、私たちの手伝いをさせられるだけじゃ、丸損じゃないですか。こっちとしても引け目感じちゃいますし」

「そうだねソイちゃん。礼はいらないって言いつつ恩の押おし売うりをして、相手の引け目に付つけ込こんで言う事を聞かせるっていうのは、ヤクザのやり口の一つだもんね」

　リザはそううなずいてから、自信たっぷりに続けた。

「でもそういうのは他人に恩義を感じちゃう人にしか通じないから、お姉ちゃんがついてれば大だい丈じよう夫ぶだよ。私、他人に何かしてもらっても当然としか思わないタイプだから」

「そんな誇ほこらしげに『私はクズ野や郎ろうです』って白状する人初めて見たよ」

　ソイはリザにツッコんでから、博ひろ史しを見る。

「で、どうです？　私たちに出来るお礼って何かありますか？」

「私だったらソイちゃんの脱ぬぎたてパンツ……」

「パンツ以外で」

　リザに最後まで言わせずぴしゃりと遮さえぎるソイ。

　……手伝う報ほう酬しゆうかぁ。

　言われるまでそんな事全然考えなかった博ひろ史しは、少し困った顔で顎あごに手を当てる。そもそも博ひろ史しにとっては、こんな高度に発達した精せい巧こうなロボットを間近で観察できるというだけでも、すごく貴重な経験だ。これ以上の見返りなんてちょっと思いつかない。

「僕としちゃ、お二人の事を色々と知る事が出来たらそれが一番の報ほう酬しゆうなんですけど」

　素す直なおにそう言うと、リザが問い返した。

「私たちの何が知りたいですか？」

「そりゃもう何でも！　知れる事は全部知りたいです！」

　思わず勢いきおい込こんで答える博ひろ史し。

　すると何な故ぜかリザが顔を赤らめた。そしてそわそわした様子でソイに言う。

「ソイちゃん聞いた？　この人、こんな情熱的な態度で『君の全てが知りたい』だって」

「地球に恋こい人びとがいると言った舌の根も乾かわかない内に別の女を口説き出すとか、とんだゲス野や郎ろうだね」

「そうだね。でも古代人にとっては『死んだと思ったら知らない世界に飛ばされてた』と『異世界でハーレム作り』は二つで一つなの。これも古代の雅みやびな恋こい事情なんだよ」

「古代の文化なら何でも雅みやびっていう風潮はどうかと思うよお姉ちゃん」

　ソイはそう言うと冷たい目で博ひろ史しを見た。

「とりあえず、お姉ちゃんに手を出したら原形留とどめなくなるまで解体しますからね」

「あ、はい……」

　そんな感じで妙みような誤解をされたりしながら、車は明かりのない夜道をひた走る。

　窓の外は完全に廃はい墟きよだ。道路脇わきに設置された街灯がヘッドライトに照らされて闇やみの中に浮うかび上あがるが、点灯しているものは一つもない。

　道路の状態は最悪で、車体はしょっちゅうガタゴト跳はねる。

　たまに建物が建っているのが見えても、どれも空き家で窓が割れたり壁かべが剝はがれ落おちている。誰だれかが暮らしている気配は全くない。

　ふと、前方に「道路工事中」という電光の看板が見えた。その脇わきを、小さな明かりを点つけた無人のロードローラーが行ったり来たりしている。

「あれは……？」

　博ひろ史しが尋たずねるとソイが答えた。

「道路保全用ロボットです。交通量の少ない夜に、道路の補修をするんです」

「マザコンが引ひき籠こもってしまっても、バッテリーがある限り自分の仕事を続けるんですよ。健けな気げですよね」

　リザも、しみじみとした口調でそう付け加えた。

　博ひろ史しはなるほどとうなずいてから、改めて首を傾かしげた。

「でも補修を続けてる割に、路面の状じよう況きようあんまり良くないですよね？」

　ソイが溜ため息いきを漏もらす。

「マザーコンピューターが働いてくれないので、補修用の材料が足りなくて……」

　リザも補足。

「砂じや利りやアスファルトをどこにどれだけ回すかって判断が出来なくなってるんですよ」

「そうか。星全体の需じゆ要ようと供給をマザーコンピューターが管理してたんですね。だから、そこが止まると流通が機能しなくなったと」

　うなずく博ひろ史し。

　ソイが難しい顔をしながら応じた。

「完全な一元管理じゃないんですけどね。自由な経済活動もしてるんですけど」

　リザも補足する。

「ただ、ここは決して豊かな星じゃないので、完全に自由な経済活動に任せておくとすぐ資源が枯こ渇かつしたり人の住めない環かん境きようになったりしちゃうので、生活に必ひつ須すの重要インフラ関連は星全体で調整する、という法律が、まだ人のいた頃ころに出来まして。何を必ひつ須すインフラとするかは、その時々で変動がありましたけど、上下水道、電気、ガス、通信網もう、輸送網もうあたりはどの時代でも必ず含ふくまれてました」

「で、それを管理する仕事もマザーコンピューターの役目だったわけですけど、マザーコンピューターが動かなくなっちゃったので」

「通信網もうが生きていれば、各地で連れん絡らくを取り合って何とか出来たんでしょうけど、割と初期の段階でいきなりダメになりましたからね」

　代わる代わる説明する二人。

「なるほど。それで生活に必ひつ須すのインフラが全部ヤバい状じよう況きようってわけですか。部分部分は今も何とか生きて動いてるけど、全体を統とう括かつできなくなったせいで、緩ゆるやかに崩ほう壊かいに向かいつつある、ってわけですね……」

　博ひろ史しは何とも言えない気持ちで後ろを振ふり返かえった。

「あのロードローラーは、物資が届かない中これからも一人で作業を続けていくんですね……」

　砂じや利りもアスファルトも届かないのに必死に道路を整備しようとしているロードローラーの姿が、やけに物悲しかった。




　やがて、大きなビルの建ち並ぶ区画が見えてきた。

　昔は結構な都会だったのだろう。百メートルを優に超こえた高いビルが、二つの月に照らされていくつも浮うかび上あがる。

　ただ、ここも明かりが点ついている気配はなく、完全に廃はい墟きよの町だ。

　車が乗り入れると、そこかしこに倒たおれている人が、ヘッドライトに照らされて見えた。

　累るい々るいと折り重なる死体に見えて、博ひろ史しは思わず息を吞のむ。

「あの人たちは……」

　ソイが物もの憂うげに答えた。

「バッテリー切れです。多分、自宅で充じゆう電でんが出来なくなって、どこか充じゆう電でんできる場所を探している間に残量がゼロになったんでしょうね」

「壊こわれたわけじゃないので、新しいバッテリーと取とり替かえれば一応生き返ります。といってもこんなところに野ざらしだといずれ壊こわれてしまうでしょうけど」

　リザがそう付け加える。

　そう言われて初めて、博ひろ史しは倒たおれているのも人型のロボットだと気が付いた。

　でも、分かったところでやっぱり不気味だし、胸が締しめ付つけられる思いがする。

　外装が破れてフレームが剝むき出だしになったロボットなど、見るからに痛々しい。

　生身の人間である博ひろ史しですらそうなのだから、二人にとっては尚なお更さらだろう。
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　ようやく、この星の置かれた状じよう況きようが博ひろ史しにも分かってきた。

「確かにこれは、一刻も早くマザーコンピューターを正常に戻もどさないといけませんね」

　博ひろ史しがそう言うと、ソイが真面目な顔でうなずいた。

「はい。この星を甦よみがえらせるためにも、必ず」

「私たちはこの星の全ての人を幸せにするために生まれてきたんですからね」

　リザもニッコリと微ほほ笑えんだ。

　そして車は、廃はい墟きよの町と倒たおれた無数のロボットを後に残して、再び人ひと気けのない郊こう外がいの道へと入っていった。











インターミッション１






　博ひろ史しがＡＩ開発をするにあたってぶつかったいくつもの壁かべの内、最も手て強ごわかったのが、利他的行動、つまり他人にとって利益になるような行動をどう取らせるかだった。利他的行動が取れないと、他者との協力関係が結べず、社会性も生まれない。だが、博ひろ史しの作ったＡＩでは、何度やっても利他的行動が発現しなかった。他者との協力関係が築けたら自分が生き延びる確率も上がるように環かん境きようを設定しても、そもそも利他的行動を取らないのだから、それで自分も有利になるという事がいつまでも学習できない。

　生き物はいつから利他的行動を取るようになったんだろう。生き物にとって一番最初の利他的行動って何だったんだろう。悩なやんでいた博ひろ史しはある日、恋こい人びとの五い十す鈴ずあゆみと一いつ緒しよに公園の池でカモの群れを眺ながめながらそう呟つぶやいた。

　あゆみはキョトンとしたように博ひろ史しの顔を見上げると、言った。

　──それはやっぱり、生せい殖しよくなんじゃない？

　何な故ぜ生せい殖しよく？　と首を傾かしげる博ひろ史しに、あゆみは当たり前のように答えた。

　──だって、自分の子孫を残すって事は、相手の子孫を残すって事でしょ？

　その言葉に、博ひろ史しはハッとした。

　確かに、雄おすと雌めすに分かれて有性生せい殖しよくを行う場合、自分の子孫を残す事は、相手の子孫を残す事とイコールだ。そこでは、自分の子孫を残すという利己的行動と、相手の子孫を残すという利他的行動とが、矛む盾じゆんなく一体化している。有性生せい殖しよくという繁はん殖しよく形態が始まった瞬しゆん間かんから、利他的行動は存在していたのだ。うんと原始的な時代から、生き物はずっと「相手のため」の行動を取ってきたのだ。

　この気付きは、博ひろ史しの中で「生せい殖しよく」の見方を根本から変えた。

　博ひろ史しは、「生せい殖しよく本能」の優先度を、「生存本能」より更さらに上へ引き上げる事に決めた。

　こうして、博ひろ史しのＡＩはその原型が固まった。

　素す晴ばらしい発見を与あたえてくれた恋こい人びとのあゆみを、博ひろ史しは思わず抱だきしめ、あゆみは突とつ然ぜんの博ひろ史しの抱ほう擁ように驚おどろいて一いつ瞬しゆん顔を赤くした後、そっと博ひろ史しを抱だき返した。

　まだ少し肌はだ寒ざむい、春の初めの頃ころだった。











第三章　特別区画






　廃はい墟きよとなった町を後にして郊こう外がいの道を走る内に、建物はすっかり姿を消した。といっても人里離はなれた山やま奥おくへ入ったというわけではなく、建物が悉ことごとく崩くずれて瓦が礫れきになっているのだ。まともに建っている建物が一つもない。これまで以上に道路もガタガタだ。

「ひどい荒あれようですね」

　博ひろ史しがそう言うと、ソイが答えた。

「ちょうどこの辺りから、位置測定システムが完全にダウンしたエリアですからね。メンテナンスも滞とどこおってるんです」

　リザが言葉を足す。

「単純な輸送ロボットや道路メンテナンス用ロボットは、位置測定システムがないと動けないんですよ。おかげで物資の供給も真っ先に止まってしまって」

「なるほど、そういう事ですか」

「私たちもここからは地図を見て進みます」

　ソイがそう言いながら、紙に印刷された地図を出す。

　それを見て不思議がる博ひろ史し。

「わざわざプリントアウトするんですね。ロボットなら電脳内に記録しておけるのかと思いましたけど」

　それを聞いたソイは肩かたを竦すくめた。

「だって自分のストレージに入れた状態だと、地図の上を指さしながら『この場所からこういって……』ってやれないじゃないですか。モニター使うのも電力の無む駄だですし」

「なるほど。お二人くらいまで進化したロボットだと、アナログな印刷物をそれぞれ自分で認にん識しきしたほうが手軽だったりするわけですか」

　博ひろ史しが興味深そうにうなずくと、リザが笑いながら口を挟はさんだ。

「お互たがい直結すればもっと早いんですけどね」

「いやいや姉し妹まいで直結とかありえないし」

「大だい丈じよう夫ぶ。地図情報を共有するためのポートを一つ開くだけにして、自分からリクエスト送ったデータしか受け付けないようにしておけば、赤ちゃんが出来ちゃうような事にはならないよ。だからちょっとだけ！　ちょっとだけ直結しよ？　先っちょだけ！　先っちょだけだから！　地図共有するだけだから！」

「それ絶対に変なコトするやつじゃない」

　横目でツッコむソイ。

　リザはバレたかと苦く笑しようする。

「そうだね。昔、こう言って安心させて、リクエストされたデータに生せい殖しよく用データをくっつけて送りつけるっていうセクハラが流は行やったんだよ」

「うわぁキモい！　何それ最低！」

　ソイがドン引きした。

　それを見て思わず尋たずねる博ひろ史し。

「それって気持ち悪い事なんですか？」

　ソイは信じられないといった目で博ひろ史しを見た。

「気持ち悪いに決まってるじゃないですか！　自分がやられた時の事想像してみてくださいよ！　それとも性におおらかな古代人にとってはご褒ほう美びなんですか!?」

「まあまあソイちゃん、古代の生身の人間は直結してデータ送りつけられるなんて経験したことないから、分からないのは仕方ないよ」

　リザが優やさしく仲ちゆう裁さいに入ると、博ひろ史しに説明してくれる。

「分かりやすく生身の人の場合に置おき換かえると、生せい殖しよく用データというのは減数分ぶん裂れつした生せい殖しよく細さい胞ぼう、要するに精子だと思ってください。それが、手紙に塗ぬりつけられてたような感じです。自分の体内のストレージに入ってくるので、プレゼントされた食べ物に塗ぬりつけられていたのをうっかり食べてしまった、というほうが近いでしょうか」

「うわ、そう言われると確かにドン引きですね……」

「ちなみに、赤ちゃん出来ないから直結しようって言うのも、生身の人間の場合だと『ちゃんとゴム付けるから一発やらせて』みたいな意味になるので、他人に言う時は気を付けて下さいね」

「なるほど……。それはソイさんも拒きよ否ひするわけですね……」

　博ひろ史しはうなずきつつ、そんな事を妹に言っていたのかと呆あきれる。

　だがすぐに、新たな疑問が浮うかんだ。

「直接のデータのやりとりが嫌いやがられるって事だと、複数のロボットでデータリンクして同時に行動させるなんて事も出来ないんですか？　そういうのが可能になるのもロボットならではのメリットだと思うんですけど」

　ソイが肩かたを竦すくめた。

「さっきの道路保全用ロボットみたいなのならともかく、私たちはまずやりませんね」

「リアルタイムで情報共有が必要な場合は、共用のサーバーにデータを上げるって形を取ります。軍人さんやお巡まわりさんなんかはみんなそうしてますよ」

　リザがそう付け加える。

　それを受けてソイが言った。

「民間用にもデータ共有のための携けい帯たいサーバーはあるんですけどね。でもそれだと半径五メートルくらいまでしか使えないですし、その距きよ離りなら紙で充じゆう分ぶんなので」

「この先どこで充じゆう電でんできるか分からないから、無む駄だな電力消費は避さけたいもんね」

　リザがそう言って、車に積つみ込こんだ大量のバッテリーをミラー越ごしに見る。

　その時、ソイが注意を促うながした。

「お姉ちゃん、前方にイノシシがいるから気を付けて」

　その言葉に、博ひろ史しも前方を見る。

　だがヘッドライトに照らされている範はん囲いには何も見えない。どこにいるんだろう。

　そう思って闇やみに目を凝こらしていると、しばらくしてずんぐりした生き物がヘッドライトに照らされて浮うかび上あがった。

　地球にいるのと全く同じイノシシだ。

　この星にもいるのかと、驚おどろく博ひろ史し。

　そういえば、出発する時にソイが「この人、車を見ても鉄のイノシシだって驚おどろかない」みたいな事を言っていたのを思い出す。

「この星にもイノシシがいるんですね。わざわざ地球から連れてきたんでしょうか？」

　博ひろ史しが尋たずねると、ソイが否定した。

「いいえ。あれは合成装置で作って野に放したものの子孫です」

「合成装置で作って野に放す？」

　予想外の答えに博ひろ史しが驚おどろいた声を出すと、リザが説明を補足した。

「地球に近い自然環かん境きようを作るために、色んな生物を放してるんですよ。いえ、放してたというべきですか。今はマザコンのマイちゃんが仕事しないんで、どこに何をどれくらい放せばいいかとか、逆にどのくらい駆く除じよすればいいのかっていう判断が出来なくなってしまって、勝手に繁はん殖しよくするのに任せきりですから」

「あの、それってつまり、生きた動物も作れちゃうって事ですか!?」

「データと材料さえあれば何だって出来ますよ」

　当たり前のように答えるソイ。

　リザもうなずく。

「生きた動物を作るのが可能になったからこそ、惑わく星せい移住も出来るようになったわけですしね。移住先でも動物性タンパクは必要ですし、かといって宇宙船に家か畜ちくを積つみ込こむのはスペースといい飼育の問題といい難しい事ばかりですから。植物は種を持もち込こめばすみますけど、動物はそうはいかないので」

「初めから食用肉の状態で合成してもいいんですけど、生きた状態で合成すれば後は勝手に繁はん殖しよくしてくれるんで、その方が長い目で見るとコストがかからないんです」

　二人の説明を聞きながら、博ひろ史しは思わず言葉を失った。

　ロボット工学だけじゃなく、バイオ関連の技術も想像できないほど進んでいるらしい。そういえば元々二人は博ひろ史しを召しよう還かんするつもりじゃなく、人間を一から合成しようとしていたわけだし、生きた動物を作れる事は今いま更さら驚おどろく話じゃないのかもしれないが。この時代では、そういうのは生命倫りん理り的にどうこう言われたりしないのだろうか。

　呆あつ気けに取とられる博ひろ史しに、リザが説明を続ける。

「それで、最初は合成する動物は家か畜ちくだけだったんですけど、そのうち植物の受粉に虫が必要、虫が増えすぎて困るので虫を食べる鳥や小動物が必要、小動物の数をコントロールするのに肉食動物が必要、って感じでどんどん増えていって……」

　ソイが口を挟はさんだ。

「けど正直イノシシは要いらなかったと思う。あれ正面から衝しよう突とつしたら自動車もぶっ壊こわれるし、地面掘ほり返かえしたりのたうったりするからたった一匹ぴきでも農村一つ潰かい滅めつさせるレベルの被ひ害がいが出るし。わざわざそんなものを野に放った昔の人はどうかしてるよ」

　うなずくリザ。

「そうだねソイちゃん。でもイノシシは葛くずの根を掘ほり返かえして食べてくれる数少ない生き物だから。イノシシがいないと葛くずの繁はん殖しよくが留まるところを知らないからね」

「そもそも葛くずが要いらなかったと思う。何なのあの緑の悪あく魔ま。無限に増えるじゃない」

「今から思えばそうだねソイちゃん。でも葛くずは根こん粒りゆう菌きんのお陰かげで瘦やせた土地でも育つし、窒ちつ素そ酸化物や煤ばい煙えんを葉っぱで吸収して窒ちつ素そやリンを利用する事まで出来ちゃうから大気の清せい浄じよう化にも役立つしで、緑化のためにはとても優ゆう秀しゆうな植物だったからね。しかも根っこからデンプンも取れるから、非常食にもなるし」

　それを聞きながら、博ひろ史しはしみじみとうなずいた。

「なるほど。星の開かい拓たくってのも難しいものなんですね……」

　博ひろ史しにとっては専門外の分野ではあるが、ＡＩに「本能」を設定して「環かん境きよう」による淘とう汰たと「生せい殖しよく」によって進化させる事で、生きた人間に近い感性を生み出そうというコンセプトで研究していた事もあって、環かん境きようとそこに暮らす生き物との相そう互ご作用の複雑さは感覚的に分かる。ちょっと設定を変えただけで、簡単に大絶ぜつ滅めつが起きて大変だった。

　コンピューターの中で弄いじくり回しているだけなら何度でもやり直せるが、現実の星の環かん境きようが相手ではリセットは出来ないから、難しさも比べ物にならなかっただろう。

　博ひろ史しが開かい拓たく初期の苦労に思いを馳はせながら窓の外を眺ながめていると、不意に前方に巨きよ大だいな壁かべが見えてきた。城じよう塞さいのような壁かべ。高さはちょっとしたビルほどもある。それが、見み渡わたす限り端はしから端はしまで続いている。

「何ですか、あれは？」

　博ひろ史しは思わず目を見張る。

　ソイが答えた。

「あの区画は発電所や浄じよう水すい場といった重要設備が固まってる場所なので、壁かべで囲んで守ってあるんです。あそこからマザーコンピューターのある居住区まで、専用道路が通ってるんですよ」

「あの区画の中に入るのにもいちいち個人認にん証しようが必要なんです。しかも前科があると入れないんですよ」

　リザがそう付け加えると、ソイが心配そうに尋たずねた。

「そういや、お姉ちゃん入れるの？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私、前科なんてないから」

「ホントに？　いつも結構際きわどい事してる気がするけど。今回だって、装置のプロテクト外して生身の人間を合成しようとしたりしてたし、それに地球から人を転送しちゃったなんて誘ゆう拐かい罪になるんじゃないの？」

　リザはそれを聞くと、安心させるように優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべる。

「ソイちゃんはまだ子供だから知らないかもしれないけど、前科っていうのは捕つかまって裁判受けて有罪になった時に初めて付くものだから、悪い事しても無事逃にげおおせたり、お金や権力で揉もみ消けしたら前科者にはならないんだよ。一つ賢かしこくなったね」

　うふふ、と笑うリザ。

　冷たい目でジトーッと見返すソイ。

「いつも思うけど、お姉ちゃんって妹の教育上よろしくない事しか教えないよね」

「学校では教わらないけど人生で必要な事を教えるのは、姉としての務めだからね」

「有罪判決さえ回かい避ひすれば前科者ではない、なんて知識が不要な人生を送れるよう導くのが正しい姉の務めだと思う」

　そんな二人の会話に、博ひろ史しはまたしても興味を引かれて質問した。

「学校って、ロボットでも学校に行くんですか？」

　ソイはキョトンとした顔で、当たり前のようにうなずく。

「もちろん行きますよ？」

「学校で勉強しなくても、生まれる時に知識をインプットしたりって事は……？」

　博ひろ史しが重ねて尋たずねると、リザがそういう事かと苦く笑しようした。

「普ふ通つうに両親から生まれたロボットの場合、学習データも両親から半分ずつしか受うけ継つがないんですよ。それもランダムに。そうすると、必要な知識が揃そろわない場合がよくあるので、それを補う必要があるんです」

　ソイもうなずく。

「受うけ継ついだ運動データに偏かたよりがあって、走れるけど歩けない、なんて事もありますし。そもそもボディが別なんで運動データの補正はどのみち必要なんですけど」

「あとは、データを受うけ継ついだ親とは別の個体である以上、社会の中の立ち位置も違ちがいますから、人間関係の築き方とかは一から学習し直す必要があったりとか」

　二人の説明を聞いて納なつ得とくする博ひろ史し。

「なるほど。人間関係の築き方は個人個人でみんな違ちがいますからね。学校はそれを学びつつ、必要な知識も学ぶっていう、一石二鳥の場所なんですね」

　そんな会話をしている内にも車は進み、入り口がどんどんと近づいてきた。

　門の前に警備員が一人立っているのが見える。リザやソイと同じ、人型ロボットだ。何も知らないと、人間と間ま違ちがえてしまいそうな見た目をしている。だがリザやソイとは違ちがって、こちらの警備員はムキムキのマッチョマンという感じの体つきだ。

　警備員がこちらに気付いた。警棒を振ふって、速度を落とすよう合図してくる。

　博ひろ史しは無意識に声を潜ひそめながら言った。

「ここのロボットはちゃんと活動してるんですね」

「壁かべの向こうでは何らかの発電装置が生きてるんでしょうね。重要設備が集まった区画ですから、予備電源の類も多く揃そろえてあったはずですし」

　リザがそう言いながら車の速度を落とす。

「ソイちゃん、身分確かく認にんコードの提示、用意しといてね」

「うん。分かってる」

　そう言うと、ソイの頭部のクリスタルが青く光り出した。リザのクリスタルも同じように光る。どうやらそれを使ってコードを提示できるようになっているらしい。

　博ひろ史しが興味深く観察していると、ソイがハッとしたように振ふり向むいた。

「お姉ちゃん、この人身分コード持ってないんじゃない？　しかも腰こしにテーブルクロス巻いただけで後はすっぽんぽんとか、明らかに不ふ審しん者だよ！　どうしよう？」

　リザは落おち着つき払はらって言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。私に任せておけば平気だよ」

「何か考えがあるの？」

「私はマザコンの予備。つまり、この星を統すべる女王の第一継けい承しよう権けん者しや。この星の誰だれもが崇あがめ奉たてまつり尊敬と服従を捧ささげる存在だよ？　そんな私と一いつ緒しよにいれば、どんな人でもノーチェックで通過できるのが大人の社会ってものだよ」

「そんな上う手まくいくかなぁ」

「安心して見てなさい。あの警備員が平へい伏ふくして私の靴くつの裏を舐なめる様子を」

　そうこうする内に、車は警備員の前で止まった。

　リザがウィンドウを下げると、警備員が一礼する。

「身分確かく認にんのご協力をお願いします」

「はい。リザと妹のソイ、後部座席にいるのはペットです」

「リザさんとソイさんですね」

　警備員はそう言いながら二人のクリスタルに目を合わせる。合わせるたびに、一いつ瞬しゆんピッと音がして、警備員の目が光った。

「本部のサーバーに照会しますので、少しお待ちください」

　警備員はそう言って直立すると、耳のカバーを指で触さわる。どうやらただのカバーやヘッドホンではなく、通信機らしい。通信インフラは潰かい滅めつしているという話だったが、電力のある場所ではローカルなネットワークくらいなら使えるようだ。

　警備員はすぐに耳から指を外した。

「確かく認にんできました」

「それじゃ、入りますね」

　そう言ってアクセルを踏ふもうとするリザ。

　だが警備員がその前に立ちはだかった。

「お待ちください。見かけ次し第だいあなたの身み柄がらを確保するよう、通達が出ています。車を降りてご同行願います」

　それを聞いた途と端たん、リザはさっきまでの余よ裕ゆうはどこへやら、すっかり動転した。

「え？　ちょちょちょちょっと待って！　一体私が何をしたっていうの？　過去の犯罪は全て揉もみ消けしてあるはずの、清く正しく清せい廉れん潔白な経歴の私が一体どうして!?」

「お姉ちゃんやっぱりダメじゃない！」

　ソイも慌あわてた顔でリザを見る。

　警備員が淡たん々たんと続けた。

「カリン様からの命令が出ています。あなたを安全に確保して、連れてくるようにと」

「カリンちゃんが!?」

　ピタリと動きを止めるリザ。

　どうやら、カリンというのは知り合いの名前らしい。

　警備員が窓から腕うでを突つっ込こんできた。

「さあ、早く車から降りてください」

　そう言ってリザの腕うでを摑つかむ。

　博ひろ史しは焦あせった。

　これはマズい。このままだとリザはマザーコンピューターの元までいけなくなる。そうなったら自分も地球に戻もどれないし、この星だって滅めつ亡ぼうから逃にげられない。

「ちょっと待ってください！　話を聞いてください！」

　反射的に割って入ろうとする博ひろ史し。

　その時、突とつ然ぜんソイが動いた。

「汚きたない手でお姉ちゃんに触さわらないでください！」

　そう言うと、助手席からリザの体越ごしに警備員を殴なぐり飛とばす。

　ドゴッとものすごい音がして、警備員の巨きよ体たいが遥はるか後方に転がった。

「ありがとうソイちゃん！　助かったわ！」

　リザはそう言うと、すぐに車をターンさせて来た道を逆ぎやく戻もどりし始めた。

　ソイが振ふり返かえりながら叫さけぶ。

「お姉ちゃん！　追ってきてる！　手加減しすぎた！」

　博ひろ史しも後ろを見てみると、殴なぐり飛とばされた警備員はすぐさま起きあがって何事もなかったかのように追ってくる。

　足は揃そろえたまま動かさず、まるで地面の上を滑すべるようだ。靴くつ底ぞこにタイヤとモーターが仕し込こんであるんだろうか。

　ソイが顔をしかめた。

「お姉ちゃんマズい！　あの警備員の足、モーターヒールだよ！　引ひき離はなせない！」

「仕方ないね。だったらここで戦うしかないかな？」

　リザは車を止めると、ドアを開けて勇ましく外に出る。

　慌あわてて引き留めるソイ。

「ちょっと待ってお姉ちゃん！　相手は警備員だよ！　人を取とり押おさえたりするための専用の学習データ入ってるんだよ！　お姉ちゃんじゃ勝ち目ないってば！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　私のボディは特別製だから！」

　リザはそう言い置いて、警備員のほうへ走っていく。

「んもう。しょうがないなぁ……」

　ソイは溜ため息いきを吐つくと、車を降りたリザの代わりに運転席に座すわった。

　博ひろ史しが恐おそる恐おそるソイに尋たずねる。

「リザさん、特別製とか言ってましたけど強いんですか？」

　ソイは呆あきれ顔がおで肩かたを竦すくめた。

「特別は特別ですけど、この星で一番生身の人間に近いボディなんですよ。パワーも各種センサーの性能も。お姉ちゃんはマザーコンピューターのメインＡＩの予備なので、その座を継ついだら人間にとって快適な環かん境きようを維い持じしなきゃいけませんから、そのためのデータ取り用ボディです」

「それってつまり、強くはないと……？」

「ないです。味覚センサーと皮ひ膚ふ感覚センサーは素す晴ばらしいですけど、基本的に全てが並のロボットに劣おとります。あと、お姉ちゃんは単体ではこの星最高の演算性能を誇ほこってますけど、そのリソースのほとんどは、毒物への反応とか痛覚とか、生身の人間の脆ぜい弱じやく性を再現するのに費ついやされてます」

　ソイがそう説明していると、車の外で銃じゆう声せいのような音が聞こえた。

　パン、パン、パン、パン！

　そして、リザの悲鳴。

「痛い！　何なの！　私みたいな美少女を痛めつけて喜ぶ変態なの!?　人を痛めつけても『御ご褒ほう美びです』って言ってもらえるのは美少女だけの特権って知らないの!?」

　這ほう々ほうの体ていで車に戻もどってくるリザ。

　ソイが声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶお姉ちゃん？」

「全然大だい丈じよう夫ぶじゃない。すごく痛い。何なのアイツ。ホント最低。もし私がヤクザだったら、コンクリートで両足固めて、生きたままマリアナ海かい溝こうに沈しずめてやるところだわ」

　リザは泣きそうな声でそう言うと助手席の背にぐったり凭もたれた。

　ソイが急いで車を発進させながら不思議そうに聞き返す。

「何なのマリアナ海かい溝こうって」

「マリアナ海かい溝こうっていうのは、地球にあった一番深い海底の谷だよ。マリアナは『マリアの』って意味で、マリアっていうのはキリスト教っていう宗教の聖母だか聖処女だかって人の名前なんだよ。コンクリで固めてマリアナ海かい溝こうに沈しずめてやる、っていうのは、ヤクザの定番の脅おどし文句なの」

「聖母の谷に沈しずめるってことは、宗教的な行こう為いなの？」

「そうだね。古代人のやる事だし、もしかしたら聖母の割れ目の奥おく深ふかくに沈しずめて、もう一度産み直してもらおうって意識があったのかもしれないね。マリア信しん仰こうは土着の地母神信しん仰こうを採り入れたものとも言われてるから、産み直してもらうためには適任だし。そう考えるとマリアナ海かい溝こうはまさに玄げん牝ぴんの門だね」

「よく分からないけど、つまり生まれ変わりの儀ぎ式しきなのかな？」

「そうだね。お寺とかによくある『胎たい内ないくぐり』とも近いかもしれないね。でも、本当に生まれ変わろうと思ったら、まずは今こん生じようの生を終えないといけないって事だね。胎たい内ない回帰願望は死への欲望と繫つながってるんだね」

　嚙かみ合あっているのかどうなのか良く分からない会話を交かわす二人。

　喋しやべりながらソイはリザを観察して、安心したようにホッと息を漏もらした。

「それはともかくお姉ちゃん、外装は破れてないね。ゴム弾だんだったみたい。よかった」

　そしてバックミラー越ごしに真顔で博ひろ史しを見る。

「この程度でもこんなに痛がるなんて、お姉ちゃんのセンサーの精度すごいでしょう？　普ふ通つうのロボットだったら痛いとすら感じませんよ」

　褒ほめているのか皮肉なのか、イマイチ判断が付かない表情。

「はぁ……」

　博ひろ史しは何と答えるべきか判断に困って頰ほほを搔かく。

　ソイはそのままバックミラー越ごしに後ろを見ると、チッと舌打ちをした。

「相変わらず速い……！　振ふり切きれない……！」

　警備員は、地面を滑すべるようにしてぴったりと追いすがっている。

「あの警備ロボ、そんなに高性能なモーターが足に入ってるんですか？」

　博ひろ史しは驚おどろきながら後ろを振ふり返かえる。警備員は巨きよ体たいとはいえ一応人間サイズなのに、車と同じ速度が出せるなんて信じられない。

　リザがぐったりしたまま説明した。

「路面の悪さが向こうに有利に働いてますね。向こうは道路のでこぼこを膝ひざで上う手まく吸収して体の上下動をギリギリまで抑おさえてますけど、こっちのサスペンションはそこまで高性能じゃないんで、どうしても車体が跳はねてロスが生じてるんです」

　そう言っている間にも、警備員はジリジリと追い上げてくる。

　博ひろ史しはじっとりと額に汗あせを浮うかべながら、迫せまってくる警備員を見つめた。

「だんだんと距きよ離りが詰つまってきましたよ……！」

「マズいですね……！　こっちはもう最高速度ですよ……！」

　運転するソイにも焦あせりの色が浮うかぶ。

　警備員はもう車まで数メートルの距きよ離りだ。

　その時、突とつ然ぜんヘッドライトに大きなイノシシが照らし出された。

「危ない！」

　咄とつ嗟さにハンドルを切るソイ。人では有り得ない反応速度で、間かん一いつ髪ぱつイノシシを避さける。

　そしてイノシシは、すぐ後ろにいた警備員に正面から衝しよう突とつした。

　ドゴンと大きな音を響ひびかせて吹ふっ飛とぶ警備員。

　さっきソイに殴なぐり飛とばされた時よりも遥はるかに激しい勢いだ。

　イノシシはすぐさま起きあがると、プギーッと声を上げて夜の闇やみに消え去ったが、警備員はどこか破損したらしく起きあがれない。

　それを見たリザが叫さけんだ。

「ソイちゃん、停とめて！」

　急停車する車。

　リザは車を降りると、倒たおれた警備員に駆かけ寄よる。

「お姉ちゃん!?」

　慌あわてて後を追うソイ。博ひろ史しも一いつ緒しよに追いかける。

　警備員の声が聞こえた。

「……確保……するんだ……。傷つけ……ないように……。命令……なんだ……。ボクは……務めを……果たすんだ……。町を……守る……ために……。みんなを……守るために……」

　ところどころノイズ混じりの、譫うわ言ごとのような呟つぶやき。

　当たり所が相当悪かったらしい。

　あんな速度でぶつかったんだから、ダメージは大きいだろう。

　まともにイノシシと衝しよう突とつしたら、車だって壊こわれる。こんな精密なロボットなら、無事で済むわけはない。

　リザがしゃがみ込こんで、警備員に覆おおい被かぶさるようにその体を抱だいた。

「よく頑がん張ばった！　君はよく頑がん張ばったよ！　胸を張っていい！　君が最さい期ごまで職務に忠実だった事は、ここにいるみんなが証人だよ！　だからもう、無理はしないで。安心してゆっくり眠ねむって……」

　ついさっきまで自分を追い回していた警備員を優やさしく抱だくリザの姿は、まるで慈じ愛あいに満ちた聖母のように見えた。

　博ひろ史しとソイは、言葉もなくただ黙だまってその姿を見つめる。

　やがて、警備員はリザの腕うでの中で完全に停止した。

　リザは警備員の体を離はなすと、立ち上がって静かに振ふり返かえる。

「お姉ちゃん……」

「リザさん……」

　声をかけようとして口ごもるソイと博ひろ史し。

　リザはそんな二人を見てニッコリと微ほほ笑えんだ。

　そして、手に持った何かを見せると、打って変わって明るい声になった。

「それじゃ、取る物も取ったし行きますか」

　ソイが目を丸くして、リザの持っている物を指さす。

「お姉ちゃん、それって警備員さんのバッテリー……？」

　微ほほ笑えんだまま首を傾かしげるリザ。

「ん？　そうだよ？」

「じゃあ今のってもしかして、バッテリーを取り外そうとしてただけ？」

「え？　他に何があるの？」

　キョトンとするリザ。

　ソイは大声でツッコんだ。

「他に何がって……。うわぁドン引きだよ！　死に行く断だん末まつ魔まの人からバッテリー盗ぬすむとか！　サイテーか！　最さい期ごを看み取とるように優やさしい言葉をかけてたのは何だったの？」

「何ってそのまんまだよ？　死ぬ前に最後の力を振ふり絞しぼって何かされたら嫌いやだから、なるべく早く逝いって欲ほしいなぁって」

「思った以上に鬼き畜ちく過ぎて返す言葉もないよ……」

「それにねソイちゃん、道で死に行く人に会ったらまずは財さい布ふとバッテリーを漁あされっていうのが、死んじゃった一番上のお姉ちゃんの口くち癖ぐせだったんだよ」

「そんな口くち癖ぐせ聞いた事無いよ！　っていうかカリンお姉ちゃんまだ死んでないし！」

　大声でツッコむソイ。

　それを聞いた博ひろ史しはハッとした。

　カリンお姉ちゃん？

　警備員がリザを捕つかまえようとした時、確か「カリン様からの命令」と言っていた。そのカリン様っていうのが、二人の姉？　姉がリザを捕つかまえようとしている？

「あの、カリンさんっていうのは一体……」

　博ひろ史しが思わず口を挟はさむと、リザとソイは同時に振ふり向むいた。

　リザが自分の胸に手を当てる。

「私たちは四人姉し妹まいだって言いましたよね。マザコンのマイちゃんと、その双ふた子ごでマイちゃんの予備である私、そして末の妹のソイちゃん……」

　ソイが言葉を引ひき継ついだ。

「カリンお姉ちゃんは、私たち四姉し妹まいの長女なんです」

「そして、今マザコンのメインＡＩをしているマイちゃんを廃はい棄きして、私を新たなメインＡＩに据すえようとしているのが、カリンちゃんです。私たちはそれを止めるために、マイちゃんを起こしに行くところなんです。大切な双ふた子ごを廃はい棄きさせないために。大切な姉に、妹を廃はい棄きする業ごうを背負わせないために」

　リザはそう言って、じっと博ひろ史しの目を見つめた。

　その瞳ひとみには、いつになく強い決意が宿っているように見えた。











インターミッション２






　博ひろ史しが地球でＡＩ開発をしていた時代には、頭部に専用のヘッドギアを被かぶせるだけで脳内の情報を読み取れる技術が確立されていた。

　博ひろ史しはコンテストに応おう募ぼするＡＩの最終仕上げとして、自分の脳内データをＡＩに学習させる事を考えていたが、一つ問題があった。

　生きた脳に負担を掛かけないように読み取ろうとすると、すごく時間が掛かかるのだ。しかも、読み取ってる間はその場から動けず、何も出来なくなってしまう。

　困っていたら、恋こい人びとの五い十す鈴ずあゆみが「私が代わろうか？」と申し出てくれた。どうせ病院で一日中寝ねてるだけだから、時間はいくらでもある、と。その頃ころ、病気はかなり進行していて、あゆみはほとんどの時間を病院で過ごしていた。

　セミの声がうるさい、蒸むし暑あつい夏の日。

　博ひろ史しがその申し出に大喜びすると、あゆみは病室のベッドで嬉うれしそうに笑った。

　──これ付けて寝ねてるだけで博ひろくんをそんなに喜ばせる事が出来るなんて、お得感すごいね。

　そして、言ってから不意に顎あごに手を当てて考かんがえ込こんだ。

　──恋こいって要するに発情の一種で、繁はん殖しよくのために発達した情動のはずなのに、こんなふうに相手を喜ばせただけで報ほう酬しゆうが得られたって感じるのは何な故ぜなんだろうね？

　そう言われて博ひろ史しも首を傾かしげた。

　もちろん、相手を喜ばせる事自体を報ほう酬しゆうと感じていれば、何度も相手を喜ばせようとするようになるだろうし、そうすれば次し第だいに相手の好意が積み重なって、結果的には繁はん殖しよくに繫つながるかもしれない。だが、あくまでそれは結果論だ。この感情の目的はあくまで「好きな人が喜ぶのを見たい」であって、それが達成した時点で満足が得られてしまっている。繁はん殖しよくから切きり離はなされ、独立した状態でも成立してしまっている。

　博ひろ史しが考かんがえ込こんでいると、あゆみはまぁいいか、というように笑った。

　──でも、それを言ったら性欲だって一いつ緒しよだしね。

　それを聞いてキョトンとする博ひろ史しに、あゆみはシンプルな具体例を示した。すなわち、性欲が繁はん殖しよくから独立しても成立するのでなければ、避ひ妊にん具なんてものが世の中に存在するわけがない、と。

　博ひろ史しはハッとした。

　言われてみればその通りだった。

　繁はん殖しよく行こう為いに直結するはずの性欲さえも、繁はん殖しよくから独立している。それでも、結果的に繁はん殖しよくに繫つながるなら淘とう汰たされずに残る。

　そして、本来繁はん殖しよくのために発達した情動が、繁はん殖しよくから切きり離はなされた形でも成立するのなら、そこから更さらに、繁はん殖しよくとは全く無関係な情動へ発展する事も可能なはずだ。その新たな情動が結果として繁はん殖しよくか自己の生存のどちらかに有利に働くなら、その情動も淘とう汰たされずに残っていくだろう。

　恋こいする気持ちは繁はん殖しよくから独立していても、男女を結びつける感情だからまだ繁はん殖しよくのために働いている。じゃあ、そこから更さらに一歩進めて、完全に繁はん殖しよくから切きり離はなしたらどうなる？　相手を喜ばせたいという感情が、老ろう若にやく男なん女によ全てに向かうようになったら？

　そういう感情を互たがいに持つなら、互たがいに助け合う社会が生まれるはずだ。それも情じよう緒ちよ的に結びついた、より生き物っぽい集団が。この感情は繁はん殖しよくには直接結びつかないが、互たがいに助け合う集団が出来れば、自己の生存にも有利になるし、繁はん殖しよく相手も探しやすい。それなら、淘とう汰たされずに受うけ継つがれていく可能性は高い。

　そう気付いた博ひろ史しは思わず跳とび上あがった。

　今の今まで、恋こいも発情も性欲も、生せい殖しよくと直接的に繫つながっていなければいけないと思おもい込こんでいた。だが、それ自体で完結した別物に変わってしまっても良いのだ。

　あくまで生せい殖しよくから派生し、そこにルーツを持ちつつ、それでいながら独立した別の情動に進化した時、そこにはきっと自然な心の動きが生まれるはずだ。

　博ひろ史しは、あゆみの脳内データをＡＩに学習させる前に、もう一度設計を根本から見直す事にした。

　繰くり返かえし何度も礼を言って慌あわただしく病室を出て行く博ひろ史しを、あゆみはもう少し喋しやべっていたかったのにという顔で見送り、次に会いに来た時は何かイジワルをしてやろうなどと考えながら脳内読み取り用ヘッドギアを手に取ると、思い直したようにやれやれと溜ため息いきを一つ吐つき、結局幸せそうな表情に戻もどって頭に装着した。

　窓から見える空はどこまでも青く、そこに浮うかぶ雲はどこまでも真っ白だった。











第四章　居住区ドームとバンブラー






　警備員から逃のがれた一行は、新たな追っ手を警けい戒かいして特別区画から遠ざかっていた。

「それでお姉ちゃん、これからどうするの？　もう一回戻もどって専用道路に乗る？　生きてる警備員、あの人だけとは限らないけど」

　助手席に戻もどったソイが尋たずねた。

　リザはハンドルを握にぎったまま考かんがえ込こむ。

「そうだねソイちゃん。電力供給が出来てるなら、警備員たちは大半が動けるはずだし、戻もどると危険だね……」

　そしてピンと人差し指を立てた。

「よし。ここはプランＢでいこう」

「プランＢって？」

「頑がん張ばって強行突とつ破ぱする」

「それプランでも何でもないよ！　ただの自殺行こう為いだよ！　っていうか計画変へん更こうすら出来てないよ！」

「そうだね。でもマザコンのマイちゃんがいるシノゴロエリアへ行く途と中ちゆうには、大きな渓けい谷こくがあるから、橋を渡わたらないといけないでしょ？　そして、今でも壊こわれず無事に渡わたれそうな橋っていうと、やっぱり専用道路の橋になるから」

「それは分かってるけど……」

　黙だまり込こむソイ。

　その時、博ひろ史しが地図を見ながら尋たずねた。

「あの、飛行機はダメですかね……」

「飛行機？」

　ソイが聞き返す。

　博ひろ史しは地図を指さしながら、しどろもどろに答えた。

「ここに飛行場のマークがあったんで……。でも、無理ですか。搭とう乗じよう手て続つづきの際に捕つかまっちゃうかも知れないし、そもそも飛行機が運航してるかどうかも怪あやしいですし」

　だが、ソイは少し考えてから言った。

「……有りかも知れません。運航してなくても、乗り捨てられた小型機でも拝借できれば何とでもなりますし。むしろ飛行場全体が無人になってるほうが安全かも」

　それを受けて、リザがアクセルを踏ふみ込こむ。

「そうだね。それじゃ、まずはフタナリ・ドーソンに寄るね。そこで一いつ旦たん休きゆう憩けいして準備を整えたら、空港へ行こう。空港はフタナリ・ドーソンのすぐ隣となりだから」

「ナリタ・フドーソンだよお姉ちゃん」

　ソイが訂てい正せいする。

　それを聞いてハッとする博ひろ史し。

「成なり田た不動尊！　お不動さんですか」

　その声に驚おどろいたように振ふり返かえるソイ。

「知ってるんですか？」

「地球でも、成なり田た不動って言ったら交通安全のお守りで有名なお寺ですよ。まさかこんな未来の遠い星にもあるとは思いませんでした。まあ考えたら日本じゃ今でも飛行機やロケットのお祓はらいしてもらったり打ち上げ成功祈き願がんしたりしますし、そういうのって未来でも意外と変わらないんですかね」

　宇宙開かい拓たくともなれば危険も多いし小さな失敗がすぐ死に繫つながる。神かみ頼だのみしたい気持ちはむしろ強くなるのかもしれない。そう考えれば、こんな遠い未来の星にそういうものがあっても、驚おどろく事ではないのだろうか。お不動さんなんかが勧かん請じようされてるって事は、この星への移住者は日本人が中心だったのかもしれない。道理ですんなり言葉が通じたわけだ。

　博ひろ史しがそう納なつ得とくしていると、ソイが意外そうな顔で振ふり返かえった。

「ナリタ・フドーソンってそんなに古い歴史があるんですか。まさか地球時代まで遡さかのぼるほど由ゆい緒しよがあるとは思いませんでした」

「そうだねソイちゃん。お姉ちゃんも、この星で最初に生まれたフタナリがDawsonドーソンさんっていう人で、それが神格化されたんだと思ってた。古い信しん仰こうでは両性具有は神聖視されたっていうからね」

「だからドーソンじゃなくてフドーソンだよお姉ちゃん」

　ソイが呆あきれた顔でリザを見る。

　そんな会話をしているうちに、前方にゲートのような物が見えてきた。巨きよ大だいだ。高さが三階建ての建物くらいある。

「あのゲートは？」

　博ひろ史しが尋たずねると、リザが答えた。

「この居住区から外部に出るためのゲートです。さっきまで移動していたのは、全部同じ居住区内なんです。あのゲートから出て、フタナリ・ドーソンへ向かいます」

　ゲートの脇わきには警備員らしい人型ロボットが二体立っている。だが、さっきの特別区画と違ちがって警備員たちは微び動どうだにしない。

　ソイが言った。

「今度は私が行くよ。お姉ちゃんはちょっと隠かくれてて」

「うん、分かった。ソイちゃんお願いね」

　リザはそう言って、外から見えないように体を屈かがめる。

　ソイは車を降りて警備員たちに近づくと、すぐ振ふり向むいて大声で言った。

「バッテリー切れ起こしてるね。大だい丈じよう夫ぶそう。もう体起こしてもいいよお姉ちゃん」

「ふう、やれやれ」

　体を起こすリザ。

「ちょっと待っててお姉ちゃん。ゲート開けるから」

　ソイはそう言うと、壁かべのパネルを操作した。すると、重々しい音と共に、巨きよ大だいで分厚いゲートが左右に開く。

　リザがゆっくりと車をゲート内に入れると、目の前にもう一つのゲートが現れた。二重構造だ。ソイが背後のゲートを閉じ、目の前のゲートを開く。

　車はゆっくりと二つ目のゲートをくぐり抜ぬけた。

「厳重ですね」

　博ひろ史しがそう言うと、助手席に戻もどったソイが答えた。

「ここから先は居住区外の未開発地帯ですからね。大気の組成が違ちがうんですよ。一いつ瞬しゆん車のドアを開けるくらいなら大だい丈じよう夫ぶですけど、窓の開けっ放しは絶対しないでください。それから一応これ、渡わたしときますね。ゲートにあった予備です」

　そう言いながら、ガスマスクのようなものを渡わたしてくる。よく見ると小さなボンベが付いていた。簡易型の酸素ボンベのようだ。

　リザが説明を付け加える。

「居住区域は巨きよ大だいな透とう明めいのドームに覆おおわれていて、酸さん素そ濃のう度ども気温も調節されてるんです。でも未開発地帯はドームの外なので」

　そして、自分もボンベをすぐ着けられるよう準備する。

「リザさんも着ける必要あるんですか？」

　博ひろ史しが不思議そうに尋たずねると、ソイが困った顔で溜ため息いきを吐ついた。

「お姉ちゃんの体は特別製なので」

「酸素が足りなかったり有毒ガスがある環かん境きようにいると、脳内でアラーム出っぱなしになるんですよ。あんまりひどいとそれにリソース奪うばわれて、他の事が出来なくなるんです」

　苦く笑しようするリザ。

　ソイが呆あきれ顔がおで言う。

「さっきも言いましたけど、お姉ちゃん、単体の人型ロボットとしてはこの星最高の演算性能なのに、そのほとんどを自分を縛しばる事に費ついやしてるんで……」

「可か愛わいい子に罵ののしられるのと縛しばられるのとは、この世の二大娯ご楽らくだからね」

「なるほど。そういうところも人に近付けてあるんですね」

　博ひろ史しは納なつ得とくしながら、自分もマスクがすぐ使えるように準備する。

　ふと車中から後ろを振ふり返かえると、さっきくぐったゲートの上に透とう明めいな壁かべがそびえ立っているのが分かった。言われないと気付かないくらい透とう明めい度が高い。

　一体どれくらいのサイズのドームなんだろう。

　市町村が丸ごと収まるくらい……いや、それどころじゃない。遠ざかれば遠ざかるほど、その異様な大きさが見えてくる。

　富ふ士じ山さんと同じか、もっと大きいかも知れない。市町村どころか県が一つ丸ごと収まっても不思議じゃないスケール感だ。

　そんな物が支柱も何も無しで建っているなんて、自分の生きてる地球とは技術力がまるで違ちがう。やはりここは未来の世界なんだと、改めて実感する博ひろ史し。

　リザがアクセルを踏ふみ込こみ、車は速度を上げて未開発地帯を走はしり抜ぬける。

　野生動物や雑草なんかが溢あふれていたドーム内の廃はい墟きよと比べると、ドームの外は恐おそろしく殺風景だ。植物も動物もまったく見えなくて、石と砂だけ。夜だからはっきりとは分からないが、生きているものは何もないように見える。

　と思ったら、不意に窓の外でブーンという音がした。

　よく見ると、小さな虫のような物が飛んでいる。

「リザさん、ソイさん！　虫です！　虫が飛んでますよ！」

　博ひろ史しが思わず大きな声を出すと、ソイがうっかりしていたという顔をした。

「いけない。バンブラー除よけ入れるの忘れてた」

　そう言って、車のダッシュボードに付いたスイッチを押おす。

　すると、車に併へい走そうするように飛んでいた虫はスッと離はなれていった。

　博ひろ史しはちょっと名残なごり惜おしいような気持ちでそれを見送ると尋たずねた。

「あの虫、未開発地帯にいるって事は、元々この星にいた生物なんですか？」

　リアル地球外生命体。そう思うと興奮する博ひろ史し。

　だがソイはあっさりと否定した。

「いえ、あれはバンブラーっていう小型ロボットです。ハチをモデルに開発されたロボットですけど、昆こん虫ちゆうじゃありません」

　リザが付け加える。

「群れで行動するタイプのロボットで、あまり複雑な事は出来ませんけど色んな単純作業をやってくれるんですよ」

　ソイが後ろを振ふり返かえって、さっき出てきたドームを指さした。

「たとえば居住区のドームを綺き麗れいにしてくれてるのもバンブラーたちです。飛び回って汚よごれの多い場所を見つけては、砂すな埃ぼこりを落としたり傷を修復したりするんです。未開発地帯は見ての通りほとんど砂さ漠ばくですから、風で砂が飛ばされて、放っておくと三日もしない内に砂すな埃ぼこりや傷で真っ白になっちゃうんですよ」

「ドーム内の保守点検用に使われてるタイプもありますよ。高解像度カメラを付けたら盗とう撮さつし放題なんで、もし私がマザコンになる事があったら是ぜ非ひ有効活用しようと思ってるんです。バンブラーの集めたデータは全部マザコンから見れますからね」

「それが、私が絶対にお姉ちゃんをマザーコンピューターの次期メインＡＩにさせまいと思ってる理由の一つです」

　ソイがリザを冷たい目で見る。

　リザは涼すずしい顔で話を続けた。

「他にも、まとまった鉱脈がない稀き少しような鉱物資源を一ひと粒つぶ一ひと粒つぶ集めたりもしてくれます。たくさん拾える場所へと移動していく内に鉱脈を見つけてくれる事もあるんですよ」

「後はリサイクル用バンブラーですね。壊こわれた機械を細かく削けずり取とりながら成分ごとに分ぶん別べつして回収するんです。たとえばメッキと地金なんかもちゃんと分ぶん離りして回収してくれるんですよ」

「そんなわけで、未開発地帯全体では、数百億ものバンブラーが活動してるんです」

　交こう互ごに話す二人の説明を聞きながら、博ひろ史しはしきりに感心した。聞けば聞くほど応用が利きくロボットだ。地球外生命体じゃなかったのは残念だが、これはこれですごい。

　そこでふと気になって尋たずねる。

「ところで、バンブラーはマザーコンピューターが止まってる影えい響きようって受けないんですか？　さっきも普ふ通つうに飛んでましたし、ドームも綺き麗れいでしたし……」

　ソイが答えた。

「電力供給に関して言えば、全く問題ありません。バンブラーたちはベースユニットのソーラーパネルで給電するので。しかもバンブラーは、自分たちのベースユニットを自分たちで保守管理できますから」

　リザが付け加える。

「郊こう外がいのド田舎いなかで暮らしていた私たちが、独立した電源設備を持っていたお陰かげで今も動いていられるのと同じですね」

「その上、自分たちのメンテナンスもバンブラー同士で行いますからね。補修のための材料も自分たちで集めますし」

「仕事から戻もどったバンブラーを、ベースにいるバンブラーが整備して、同時にどこへ飛んだかとか目的の物があったかとか情報を交こう換かんするんですよ。そして新たなバンブラーが仕事に飛び立ち、戻もどったバンブラーは充じゆう電でんして、ベースユニットのメンテをしながら別のバンブラーが戻もどってくるのを待つんです」

「はぁ。本当にハチって感じですね。そこまで自律してるなら、マザーコンピューターが止まっても影えい響きようないわけですか」

　博ひろ史しが感心すると、ソイが困った顔をした。

「ところがそれがそうでもなくて……」

　リザが説明する。

「バンブラーがどういう目的で行動するかっていうのはベースユニットからの指令で決まるんですけど、そのベースユニットはマザコンがコントロールしてるんですよ。例えば、砂さ金きんを拾い集めるよう命令されたバンブラーたちがいたとして、その辺り一帯の砂さ金きんを拾い尽つくした場合、放っておくとバンブラーたちは別の場所へ拠きよ点てんを移して更さらに金を集めようとします。それを中止して、集めた砂さ金きんを居住区へ運ばせたり、あるいは別の資源を集めさせたりといった具合に命令を変へん更こうするのはマザコンの役目なんです。ところが今はマザコンのマイちゃんがそれどころじゃないものですから、バンブラーたちはいつまでも同じ資源を探し続けていて……」

　ソイが不安げに窓の外を見た。

「未開発地帯を走る車や重機が襲おそわれたりしてるんですよ。たとえば鉄を集めるよう命令されたバンブラーにとって、鉄の塊かたまりである重機は格好のターゲットになりますから」

「そうか。じゃあそれも、星全体の輸送網もうの混乱と停てい滞たいに拍はく車しやをかけてるんですね」

　博ひろ史しがそう言うと、リザがうなずく。

「そういう事です。マザーコンピューターがエラー起こす前でも、うっかりバンブラーの群れに近づいたら襲おそわれる可能性はあったんで、一応バンブラー除よけの電波発信機はどの乗り物にも標準装備されてるんですけどね。でもマザーコンピューターがちゃんと仕事してた頃ころは、バンブラーが輸送路の近くへ行かないようにしてたんで、普ふ通つうの人は使う必要ほとんど無くて。だから今もうっかり入れ忘れてたり、故障してるのに気付いてなかったりっていう事がしょっちゅうあって」

「入れてるとバッテリーも余計に消費しちゃうしね」

　ソイがそう言いながら、辺りを見回してバンブラー除よけ電波のスイッチを切る。

　リザが、世界の仰ぎよう天てん話みたいなノリで付け加えた。

「ちなみに、バンブラーの群れに襲おそわれたトレーラーが、わずか三十分で跡あと形かたもなく消え去った事もあるそうですよ。運転してたロボットもトレーラーと一いつ緒しよに消えたそうです」

「それは怖こわいですね……。居住区は襲おそわれないんですか？」

　博ひろ史しが心配すると、ソイが複雑な表情で答えた。

「居住区のドーム周辺はずっと電波を流して、ドーム保守専用バンブラー以外は近づかないようにしてるんで、電波が流せる限りは大だい丈じよう夫ぶですけど……」

　その隣となりで危機意識ゼロな顔のリザ。

「ドーム自体かなり分厚い上、ドーム保全用のバンブラーもいるわけですから、そうそう穴が空いたりしませんよ。削けずられた分だけ補修しますからね。補修用の材料も自前で調達しますし、材料さえあればベースユニットで大たい抵ていの化合物は作れますから」

　そして、脳天気な調子のまま前方に目をやる。

「あ、目的地見えてきましたよ」

　目の前には巨きよ大だいな透とう明めいドーム。成なり田た不動尊のある居住区だろう。

　こちらも巨きよ大だいだ。

　姿が見えた時はもうすぐ着くかと思ったのに、そこからが遠い。巨きよ大だいだから遠くからでも見えるというだけなのだ。

　近づくほどに、ドームの巨きよ大だいさがはっきりしてきた。最初のドームと比べると少し小さいかもしれないが、それでも市や町の一つや二つは楽に収容できるサイズはある。

　ドームが見えてから更さらに一時間以上走って、ようやく車はゲートの前に到とう着ちやくした。

　ソイがドームを見上げて怪け訝げんそうな顔をする。

「汚よごれてるね。保全用バンブラー、働いてないのかな」

　リザが安心させるように微ほほ笑えんだ。

「大だい丈じよう夫ぶソイちゃん。この程度、汚よごれてる内に入らないよ。お姉ちゃんの一週間替かえてないパンツよりずっと綺き麗れいだよ」

「お姉ちゃんはロボットの癖くせにどういう理由でパンツ汚よごれるの？」

「そりゃあ股こ間かんの潤じゆん滑かつ液がジュンってなった時とか。ってやだもーソイちゃん、何言わせるの？」

「お姉ちゃん、オイル漏もれは甘あまく見みちゃダメだよ。潤じゆん滑かつ液無くなったら可動部はあっという間に摩ま耗もうするからね。歳とし取って膝ひざを悪くする人が多いけど、あれって大たい抵ていは潤じゆん滑かつオイルの必要性を甘あまく見みた結果だからね？」

　ソイはそう言うと、車を降りた。

「それじゃ、お姉ちゃんはまた少し隠かくれてて」

　ソイが車を降りて巨きよ大だいなゲートの前に行き、リザは身を屈かがめる。

「警備員はいないみたい……。それはそれで助かるけど……」

　キョロキョロと辺りを見回してそう呟つぶやくと、改めてドームを見上げるソイ。間近で見ると、汚よごれが一層目立つ。まるで、空き家になって何年も放置された家の窓ガラスのようだ。

　パネルを操作したが、ゲートは開かない。

「ゲート開閉の電力まで落ちてるのかな……。じゃあ仕方ない」

　ソイは薄うす汚よごれたゲートを見上げて溜ため息いきを漏もらした。そして車の方を振ふり返かえる。

「お姉ちゃん、運転お願い！」

　顔を上げるリザ。

「警備員は大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　いないみたい！　それどころかゲート開閉の電力まで落ちてる！　今から無理矢理こじ開けるから、開いたら車を中に入れて！」

「分かったソイちゃん。それじゃお願い」

　そう言ってハンドルを握にぎるリザ。

　ソイは仁に王おう立だちで、三階建ての建物くらいの高さがあるゲートを睨にらむ。

　博ひろ史しが不思議そうに尋たずねた。

「何するつもりなんでしょう……？」

　リザが振ふり返かえると、余よ裕ゆうたっぷりに微ほほ笑えむ。

「まあ見ててください。ソイちゃんの体は特別製ですから」

　そう言った次の瞬しゆん間かん、ソイがもの凄すごい勢いで、両手の指先をゲートの間に差さし込こんだ。

　ゴォンと、ゲート全体が大きく重い金属音を響ひびかせる。

「ふんぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ……[image: !!!!]」

　踏ふん張ばって全力を込こめるソイ。

　ゲートがガタガタと揺ゆれ、ゴンゴンという雷かみなりのような響ひびきが辺りにこだまする。

　やがて、ガキンゴキンと金属が破断する音がした。

　続けてゴゴゴゴッと大質量の物が擦すれる音。

　ゲートが、ゆっくりと左右に開き始めた。

　博ひろ史しはあんぐりと口を開ける。

「すごい……！　あんな小さな体で……！」

「お姉ちゃんいいよ！」

　ソイが声をかけた。

　ゲートはすでに、充じゆう分ぶん車が通れる幅はばまで押おし広ひろげられている。

　リザはすかさずアクセルを踏ふんで、開いたゲートの中へと車を入れた。

　ソイはゲートを閉めると、中にあるもう一つのゲートを開いた。

「そぉぉおおおおおおおおおおおおおおいやぁあああああああああああああ……[image: !!!!]」

　先さき程ほど同様、指先をゲートの間に無理矢理ねじ込こみ、全力を込こめて左右に広げる。またもやガゴンと金属の破断音が響ひびき、重々しい地じ響ひびきと共にゲートが開いていく。

　リザが車を進め、ドーム内に入ったところで停車した。

　ソイは内側のゲートも閉じると、フラフラした足取りで助手席に戻もどってくる。

「疲つかれた。お姉ちゃんに膝ひざ枕まくらしてもらいながら充じゆう電でんしないともう動けない……」

　そう言って、ぐにゃりとリザにもたれかかる。

「よしよし。ありがとうソイちゃん。しばらく休んでて」

　リザはソイを優やさしく撫なでると、ケーブルを一本取り出して後部座席の博ひろ史しに渡わたした。

「これ、後ろに積んである予備バッテリーに差してもらえますか？」

「あ、はい。これですね」

　博ひろ史しがプラグを差さし込こむと、リザはコードのもう一方の端はしをソイに咥くわえさせた。電源ジャックは口の中にあるらしい。なるほど、口を閉じれば埃ほこりも入りにくいし錆さびにくいし、いい場所かもしれない、などと感心する博ひろ史し。

　ソイの頭部のクリスタルがオーロラのように緩ゆるやかに色を変え始めた。そして赤色に光り出す。どうやら充じゆう電でん中の表示らしい。

　リザはソイに、母親のような優やさしい声で尋たずねる。

「電気、美お味いしい？」

「うん……。お日様の味がする……」

　すっかり甘あまえた口調になって答えるソイ。

　リザはコードが差されたバッテリーを見て笑った。

「太陽光発電だからね。核かく融ゆう合ごうの方が良かった？」

「ううん。これでいい……」

　ソイはそう言ってもぞもぞと動くと、リザの膝ひざに頭を乗せる。

　その姿だけ見ると、本当に人間の子供と変わらない。これがロボットだなんて、言われてもなお信じられないほどだ。

　だが、さっきゲートをこじ開けたパワーを見ると、やはり人間ではない事も間ま違ちがいない。

　博ひろ史しは何とも不思議な気持ちで、小こ柄がらなソイを眺ながめた。

「ソイさん、すごい力ですね。特別製だって言ってましたけど」

　そう言うと、リザが嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「ソイちゃんは、マザコンの予備である私の護衛役として生まれた子なんで、何もかもが強いんです。力もスピードも耐たい久きゆう性もこの星最強で、本気を出したらあんなゲート、パンチ一発で壊こわせちゃうんですよ。でも壊こわしたらここの人たちが困るから、なるべく壊こわさないようにああやって。力は強くても、とっても優やさしい子なんです」

[image: ]

「なるほど。って事は弱点は持久力だけですか」

　力を使い果たした様子でリザに甘あまえるソイを見ながら言う博ひろ史し。

　リザはクスクス笑うと、ソイの頭を優やさしく撫なでる。

「持久力だってこの星一番ですよ。ホントは全然バッテリー減ってないのに、甘あまえる口実にしてるんです、この子」

「そそそ、そんな事ないよ!?　すっごくエネルギー消しよう耗もうしたんだから！　ホントだから！」

　ソイは珍めずらしく真っ赤になって慌あわてた。

「いいんだよソイちゃん。お姉ちゃんもソイちゃんに甘あまえられるの嬉うれしいんだから」

　ニッコリと微ほほ笑えむリザ。

　ソイは幸せそうな顔でぎゅっとリザにしがみつく。

「……お姉ちゃんに甘あまえるのは妹の特権だもん」

　仲なか睦むつまじい二人を見ていると、博ひろ史しもつい釣つられて微ほほ笑えんだ。

「ソイさんは時々辛しん辣らつなツッコミ入れますけど、やっぱりお二人は仲良し姉し妹まいなんだなぁって感じがしますね」

　リザは優やさしいお姉さんの表情のままうなずく。

「ええ。ソイちゃんは私のボディガード役として、どんな事があっても私の事を好きでいるよう、生まれた直後に書かき込こまれてますからね。だからどれだけセクハラしても、嫌きらわれる心配ないんですよ」

「え？　ちょっと待ってお姉ちゃん！　何それ初耳なんだけど!?」

　ドン引きした顔で起きあがるソイ。

　その弾はずみに、頭がリザのアゴにゴンとぶつかる。

「あう！」

　思わず仰のけ反ぞるリザ。痛そうにアゴを押おさえる。

　その時、不意にブブブブブ……ともの凄すごい音が聞こえた。

　何事かと三人が窓の外を見ると、黒い煙けむりのような物がうねりながら空を飛んで向かってくる。

　いや、煙けむりじゃない。

　さっき未み開かい発はつ地帯で見た小さなロボットが、群れをなしている。

「バンブラーだ！」

　ソイが叫さけんだ。

　バンブラーの大群は、瞬またたく間まに車を覆おおい尽つくした。

　もの凄すごい数だ。

　外が全く見えない。

　キュイイ……ンという甲かん高だかい音があらゆる方向から聞こえ出した。歯医者で虫歯を削けずられる時のような音。車体を削けずり始めたのだ。これはマズい。

　リザが大おお慌あわてでバンブラー除よけ電波のスイッチを入れた。

　その途と端たん、車体を削けずる不快な高音が止まった。

　そして、車に群がっていたバンブラーたちは一いつ斉せいに飛び立つ。

「ふう。間かん一いつ髪ぱつ……」

　やれやれと安あん堵どするリザ。

　だが今度は、車のすぐ後ろのゲートを新たな標的に定めた。

　せっかくソイが壊こわさないように開けたゲートに、動く黒こく煙えんのように取り付いては、少し削けずって飛び去る。そしてすぐまた戻もどってくる。

　空にはバンブラーの群れが黒い帯を描えがき、ゲートはあちこち削けずり取とられてでこぼこになっていく。

　ソイが青ざめた顔で呟つぶやいた。

「ここ、バンブラー除よけが止まっちゃってるんだ。それであんなふうに中まで……」

「それじゃ、ここは私たちがこの町のために一ひと肌はだ脱ぬぎますか」

　リザはそう言うと、意い気き揚よう々ようと何か武器みたいな物を取り出す。

「お姉ちゃん何する気？」

「こんな事もあろうかと持ってきたこの火か炎えん放射器で、バンブラーたちを焼やき尽つくすんだよ。車のバンブラー除よけが効いてるから向こうはこっちに寄って来これないし」

　車を少しバックさせてゲートに近付けるリザ。

　そして車を降りると、電波の有効範はん囲いから出ないよう背中をぴったり車に付けて移動。狙ねらいを定めると、バンブラーの群れに向かって火か炎えん放射器をぶっ放した。

　轟ごう々ごうと音を立てて、爆ばく炎えんが噴ふき出だす。

　炎ほのおを浴びたバンブラーは、たちどころに燃え上がって地上に落ちた。一いつ瞬しゆんにして数百体が消し炭と化す。

　炎ほのおを免まぬがれたバンブラーたちは、危険を察知して安全な場所へと飛び去った。

　リザは地面に落ちたバンブラーの残ざん骸がいを靴くつ底ぞこで踏ふみにじりながら、一仕事した後の爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべた。

「ふう。絶対反はん撃げきされない安全地帯から弱者を一方的に蹂じゆう躙りんするのって、やっぱり最高の娯ご楽らくだね。ソイちゃんもそう思わない？」

「人として最低な発言をしながら同意を求めるのはやめて。っていうか、この状じよう況きようじゃ駆く除じよするのは仕方ないとはいえ、少しくらい心が痛んだりはしないの？　バンブラーだって、私たちと同じロボットだよ？　元々私たちのために働いてくれてたんだよ？　今だって、私たちのために働こうとしてるだけなんだよ？」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送るソイ。

　リザはその視線をゾクゾクと堪たん能のうしながら、いつもの優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべた。

「ソイちゃんは優やさしいね。でも大だい丈じよう夫ぶ。バンブラーは分類的には所しよ詮せんただの機械だし、いくら虐ぎやく殺さつしたところで器物破損にしかならないよ。お姉ちゃん、こう見えても殺人は出来るだけしない主義だし」

「出来るだけってことはする時はするんだね……」

「だって、もしソイちゃんを傷つけようとする奴やつがいたら、冷静でいられる自信はないからね。可か愛わいい妹を守るためなら、綺き麗れいなこの手を血で汚けがす覚かく悟ごはいつでもあるんだよ」

「お姉ちゃん……」

　ソイはじっとリザを見つめた。そして呆あきれた顔で言う。

「……そういう台詞せりふは私よりも強くなってからにしようね」

「それもそうだね」

　てへっと誤ご魔ま化かすように笑うリザ。

　そして火か炎えん放射器を片付けるとハンドルを握にぎった。

「それじゃ、ゲートも守れた事だし、改めて飛行場まで向かうとしますか。本当はフタナリ・ドーソンさんにお参りしていきたかったけど、バンブラーがあんなに群れをなしてるようじゃ、車から離はなれるのは危険だし」

「ナリタ・フドーソンだからねお姉ちゃん」

　ソイのツッコミを受けつつ、車は走り出した。




　車中から眺ながめた町の様子は悲ひ惨さんと言うしかなかった。

　建物も乗り物も、ロボットたちですら、バンブラーに襲しゆう撃げきされてボロボロ。

　壁かべが大きく削けずり取とられて剝むき出だしになったビルの鉄骨は、さながら巨きよ大だいな生き物の背骨か肋ろつ骨こつのよう。その中でバッテリー切れになり、動けないままバンブラーに食われたロボットたちは、骨の牢ろう獄ごくに囚とらわれた亡もう者じやさながらである。

　ある者は顔面を半分失い、またある者は腹の中身を全て削けずられ、まともな姿を留とどめた者は一体もない。

　まさに地じ獄ごく絵図だ。

　その死せる地じ獄ごくの中、動く物はただ、月夜を飛とび交かう黒いバンブラーの群れだけ。

　悪夢のような廃はい墟きよの中を走はしり抜ぬけ、一時間ほどで車は空港に着いた。











第五章　滅びの町






　リザ、ソイ、博ひろ史しの三人が乗った車は、ぽっかりと口を開けた空港ターミナルビルの正面入り口の前に止まった。

　高さ五百メートルを超こえる超ちよう巨きよ大だいビル。

　そのビルも、今は停電と長い間の放置、そしてバンブラーの群れによる被ひ害がいで、完全な廃はい墟きよと化している。二つの月を背に黒々と聳そびえる鉄骨剝むき出だしの巨きよ大だいな廃はいビルは見るからに不気味で、さながら魔ま王おうが住む悪あく魔まの城だ。

　ソイが助手席から降りた。

「一応念のため、警備ロボットがいないか確かめてきます。お姉ちゃんと変態さんはここで待っててください」

　そう言って一人でビルの中に入る。

　やがて、荷物運うん搬ぱん用のカートを持って戻もどってきた。

「大だい丈じよう夫ぶそうです。このカートに予備バッテリーを載せてください。飛行機に積つみ替かえます。あと、ドームが破れて外部の大気が入はいり込こんでるはずなんで、念のため車から出たらマスク着けてくださいね」

　博ひろ史しがマスクを着けながら尋たずねる。

「このバッテリー、全部持っていくんですか？」

　うなずくソイ。

「はい。個人用の小型機なら車と同じ規格ですから」

「え？　飛行機も完全電力なんですか？」

　驚おどろいて尋たずねる博ひろ史し。

　今度はリザがマスクをしながら答えた。

「小型機は大体そうですよ」

「そうなんですか。さすがにこの時代のバッテリーは容量も桁けた違ちがいなんでしょうね……」

　博ひろ史しの知っている地球の飛行機でも、ソーラーバッテリーだけで飛ぶ実験機みたいな物はすでに存在していたが、実用目的の機体で完全な電力飛行機というのは聞いた事がない。さすがは未来の世界だ。

　そんな事を思いながら、自動車用の予備バッテリーをカートに積んでいく博ひろ史し。このバッテリーも、電動アシスト自転車のバッテリー程度の大きさと重さしかない。これ一つで、人が三人乗った車を軽々と走らせるのだからとんでもない話だ。博ひろ史しが知っている地球の技術レベルじゃ、電気自動車を走らせるためのバッテリーはそれだけで数百キロもの重さになってしまう。

　バッテリーをカートに積み終えると、リザが大きな懐かい中ちゆう電灯を取り出した。そしてターミナルビルの中を照らす。リザの目は人と同等の能力に抑おさえられているので、暗いところではライトがないと見えないのだ。

　一方のソイは暗くても平気な様子で、バッテリーを積んだカートを押おしながら暗いビル内をどんどん進む。

　リザのライトに、シャッターが照らし出された。

「あ。格納庫です」

　リザが足を止め、シャッターを上から下へ照らしていく。途と中ちゆうでバンブラーにやられたらしい穴が空いていた。そこから中を覗のぞいてみると、小型飛行機が一台。だが、両りよう翼よくをバンブラーに削けずられ尽つくしてとても飛べる状態じゃない。

「ダメみたいですね……」

　博ひろ史しがそう言うと、リザも残念そうにうなずく。

　その隣となりにも格納庫のシャッター。だが、これも穴が空いている。

　期待せずに覗のぞき込こむと、やはり中の機体も穴だらけ。

　そのまた隣となりにも穴の空いたシャッター。当然、中に格納された飛行機はボロボロだ。

　そんな事を繰くり返かえしながら進んでいると、先へ行ったソイの呼ぶ声がした。

「お姉ちゃんこっちこっち！　無事な機体があったよ！」

　物音一つしない廃はいビルの中を、ソイの高い声が反はん響きようしながら抜ぬけていく。

　リザが追いついてソイの指さすほうをライトで照らすと、格納庫の中に飛行機が一台見えた。精々で四、五人乗りといった感じの小型機。奇き跡せき的に全くの無傷だ。

　リザがソイに抱だきついて頭を撫なでる。

「すごいよソイちゃん！　新品同然じゃない！　大当たりだよ！」

「ね！　これなら飛べそうでしょ？」

　抱だきしめられながら、得意気な笑えみを浮うかべるソイ。

　博ひろ史しが飛行機の奥おくに目をやると、ドームの出入り口と同じようなゲートがあった。

　ここで飛行機に乗のり込こんでから、ゲートを開いて滑かつ走そう路に出るようになっているようだ。滑かつ走そう路は当然ドームの外だろうから、ここに出入り用の二重ゲートがあるのだろう。

　ソイがバッテリーを交こう換かんし、リザが操縦席に座すわった。

　スイッチを触さわると、ライトが点つく。

「行ける行ける！　ちゃんと飛べそうだよソイちゃん！」

「それじゃ私ゲート開けてくるから、変態さんと一いつ緒しよに待ってて」

　ソイはそう言って博ひろ史しを機内に押おし込こむと、ゲートを開きに行った。

　リザはハッチを閉めると、パネルを操作して機内の大気組成を調整する。送風口から風が吹ふき出だし、やがてピピッと合図の音が鳴った。

「もうマスク外していいですよ」

　リザが博ひろ史しにそう言って、自分もマスクを外す。

　博ひろ史しもマスクを外すと、ぷはっと大きく息をした。

　その間にソイは両手をゲートの合わせ目にザクッと差さし込こみ、力を込こめる。

「んぎぎぎぎぎ……！」

　わずか数十秒で一つ目のゲートが開いた。相変わらずすごいパワーだ。

　ソイはすぐさま外のゲートを開きにかかる。

　ところが、ソイの指が差さし込こまれたその途と端たん。

　僅わずかに開いた隙すき間まからバンブラーが入はいり込こんできた。

　扉とびらの外に群れがいたのだ。

　最初は一体、二体程度だったものが、あっという間に数百体以上の群れとなり、あちこちに群がっていく。

「ソイちゃん急いで！　バンブラーが入って来てる！」

　リザが珍めずらしく焦あせった様子で大声を出した。

　その間にも、入はいり込こんだバンブラーの群れはゲート内にどんどん広がっていく。そして、ソイの体にまで群がり始めた。

　リザが必死に操作パネルのボタンを何度も押おしながら、パニックになって叫さけぶ。

「あわわわわ！　この飛行機、バンブラー除よけ壊こわれてるよ！　他は全然問題ないのにどういう事なの！　事故に見せかけて殺すようマフィアに工作されてるの!?」

　次の瞬しゆん間かん、リザはほとんど反射的に火か炎えん放射器を抱かかえると、操縦席を離はなれてソイの元へ飛び出そうとした。

　それを、ソイが大声で制止する。

「お姉ちゃんは動かないで！　私が扉とびら開けたらすぐ発進できるよう待機してて！」

　群がるバンブラーを必死で叩たたき落おとしながら、尚なおも扉とびらを開き続けるソイ。

　リザは操縦席で立たち竦すくむ。

　その時、博ひろ史しの目に、壁かべ際ぎわに設置された丸い物が見えた。全方向性のアンテナのようだ。それを見た博ひろ史しは、即そく座ざにピンと来た。

「リザさん！　あれってもしかしてバンブラー除よけの電波発信装置じゃ!?」

　外のゲートを開いたらバンブラーが入ってくる可能性はあるんだから、内と外のゲートの間にバンブラー除よけが備えてあるのは自然だ。

　博ひろ史しの質問に、リザも気付いてうなずいた。

「そうです！　でも停電してるから使えません！」

「このバッテリー繫つないでみましょう！　動くかもしれません！」

　博ひろ史しはそう言って予備バッテリーを抱かかえると、工具箱を持った。

「リザさんはいつでも飛行機が発進できるようここにいてください！　僕が行きます！」

　マスクを着け、飛行機から飛び出すと、バンブラー除よけアンテナに駆かけ寄よる。

　ソイが博ひろ史しに気付いて叫さけんだ。

「何で出てきてるんですか！」

「バンブラー除よけにバッテリーを繫つなごうと思いまして！　僕は生身だから鉱物資源的には狙ねらう価値も低いでしょうし！」

　そう言いながら、ライトで照らしてバンブラー除よけの外装ケースを調べる博ひろ史し。直接外部バッテリーを繫つなげられるようには出来てないみたいだ。

　ソイが大声を出す。

「ダメです！　バンブラーの中には水分や塩分や炭酸カルシウムを収集するタイプもいます！　もしそのタイプがいたら生身の人も襲おそわれて死にますよ！」

　博ひろ史しは工具箱を広げながら言った。

「もし死んだら、僕の脳内データをロボットに移す事って出来ますかね？」

「はぁ!?　いきなり何の話してるんです!?」

「いや、僕のいた地球でも、脳からデータを読み取って記録する技術は出来てたんで、この星だったらそれくらい余よ裕ゆうかなって思いまして！　せっかくここで見聞きした事を持って帰れなくなったら残念ですから、万が一の場合はそういう手もあるのかなと！」

　博ひろ史しはネジを外してケースを開きながら答えた。

　ケースの中を調べている博ひろ史しの耳に、バンブラーの羽音に混じってソイの声が響ひびく。

「装置さえあればそれくらい簡単に出来ますけど、生身の人がいなくなったらマザーコンピューターのエラーも回復できませんし、そしたら地球へ送り返す方法を調べる事も出来なくなりますよ！　変態の上にバカなんですか！」

「そう言われたらそうですね！　だったら何としても生きて戻もどらないと！」

　言われてみたら確かにその通りだ。万が一にも死ぬわけにはいかない。それに、仮に自分の記き憶おくを移した装置やロボットが地球に戻もどったところで、恋こい人びとは喜びはしないだろう。やはり、生身のまま戻もどらなければいけない。

　バンブラーはどんどん入ってくる。もうゲートの内側はバンブラーだらけで、向こう側の壁かべもよく見えないほどだ。飛行機にも群がり始めている。時間がない。

　急いで電源コードを辿たどっていくと、途と中ちゆうに何か付いてる。表示を見ると、どうやらＡＣ─ＤＣアダプター。この時代のこの星でも博ひろ史しのいた時代の地球と同様、送電する時は変圧しやすい交流で送り、直流で使いたい時はアダプターをかますらしい。

　そう確かく認にんした時、バンブラーが一体、博ひろ史しのほうへ飛んで来た。そして体に止まると針のような物を刺さす。

　一いつ瞬しゆん、息を吞のむ博ひろ史し。痛い。蜂はちに刺さされたみたいだ。ソイの言ってた水分収集タイプのバンブラーだろうか。

　博ひろ史しはバンブラーを振ふり払はらうと、アダプターから伸のびる電線をニッパーで切って被ひ覆ふくを剝はいだ。そして、バッテリーに繫つなぐ接続コードも同じようにして被ひ覆ふくを剝はぐ。

　そこへ、新たなバンブラーが飛んできた。今度は一気に十体近く。さっき振ふり払はらった奴やつが仲間を連れてきたのだろうか。

　もう一度振ふり払はらいながら作業を続ける博ひろ史し。ところが振ふり払はらっても振ふり払はらっても、その度にバンブラーの数は増えていく。やっぱり、追おい払はらわれた奴やつが仲間に情報を伝えて、仲間と共に戻もどってきているのだ。

　博ひろ史しはバンブラーを振ふり払はらう手を止めた。一体が十体を連れてきて、その十体を振ふり払はらったら今度は百体連れて来た。これを振ふり払はらったら次は一千体に増える。だったら、群がったままにして作業を終わらせた方がマシだ。

　痛みと焦あせりで何度も指先が滑すべる。それでも何とか電線を繫つなぎ合あわせると、左右の線が触ふれ合あわないようにそれぞれを絶ぜつ縁えんテープで巻いた。

　これで完かん了りようだ。

　その時、リザの悲鳴が響ひびいた。

「ソイちゃん！」

　ハッとして博ひろ史しが顔を上げると、いつの間にかソイの小さな体は完全にバンブラーに覆おおい尽つくされていた。いくらパワーが強くても、無数の小さいバンブラーに群がられたらさすがに対応し切れないのだ。

「電源入れます！」

　博ひろ史しは大急ぎでバッテリーを繫つなぐと、バンブラー除よけの電源スイッチを押おした。

　電源ランプが点灯し、バンブラーたちが一いつ瞬しゆん動きを止める。

　そして、ソイが開けた外側のゲートから一いつ斉せいに飛び去った。

　成功だ！

　博ひろ史しの体に群がっていたバンブラーも、ソイに群がっていたバンブラーも、飛行機に群がっていたバンブラーも、全てがいなくなった。

「上う手まくいきました！」

　思わず博ひろ史しはガッツポーズをした。

　ソイもようやくゲートを完全に押おし開ひらくと振ふり返かえる。

「助かりました変態さん！」

「良かった……！」

　飛行機の中でリザもホッと安あん堵どする。

　ところが次の瞬しゆん間かん、バンブラー除よけの電源ランプが点てん滅めつしたかと思うと消えた。

　繫つないだバッテリーの電流か電圧が大きすぎてショートしたのか。それとも長い間通電していなかったせいでコンデンサか何かがダメになってしまったのだろうか。

　どちらにしろマズい。

　バンブラーの群れが戻もどってくる。

　リザが飛行機のハッチを開けた。

「早く戻もどって！」

　そうリザが叫さけぶ間にも、バンブラーの群れが再び隔かく壁へきから入はいり込こんでくる。

　月の夜空を背景に、真っ黒い雲のように押おし寄よせてくるバンブラーの群れ。博ひろ史しはゾッと鳥とり肌はだが立った。思わず息を吞のんで立たち竦すくむ。

「何してるんですか変態さん！」

　動けなくなった博ひろ史しにソイがすごいスピードで駆かけ寄よると、工具箱ごと担かつぎ上あげた。

　そしてそのまま飛行機のハッチに向かってジャンプ。

　一気に機内に転ころがり込こむと、素す早ばやく起きあがってハッチを閉める。

「お姉ちゃん！」

「任せて！」

　リザが飛行機を発進させる。

　前方にはバンブラーの群れ。滑かつ走そう路はその奥おくだ。

　リザは迷わずバンブラーの群れの中に飛行機を突つっ込こませると、滑かつ走そう路に出た。

　バンブラーたちは飛行機全体にびっしりと取り付いた。窓も完全にバンブラーに覆おおわれて、外はほとんど見えない。

　チュイイー……ンと、何かを細かく削けずる気持ち悪い高音が機内に響ひびいた。

　リザはお構いなしに滑かつ走そう路の上を加速していく。

「離り陸りくします！」

　リザの声が響ひびいた。

　飛行機の機首が上がる。

　倒たおれたままの博ひろ史しの体が、斜ななめに傾かたむいた床ゆかの上を転がった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　まだシートベルトが……！」

　気付いたソイが咄とつ嗟さに足を出した。博ひろ史しを踏ふんづけて、転がるのを止める。

　その足に縋すがり付ついて何とか起きると、座席に座すわってシートベルトを締しめる博ひろ史し。

　一ひと息いき吐ついて、改めて窓の外へ目をやると、びっしりと取り付いていたバンブラーたちが風圧で次々と引ひき剝はがされていくのが見えた。

　それでもバンブラーは群れをなして追ってくる。その様子はまるで闇やみ夜よにのたうつ黒い竜りゆうのようだ。生きた心ここ地ちがしない。

　だが、スピードはさすがに飛行機の方が上。

　バンブラーの群れは徐じよ々じよに細くなって千切れるように分散し、やがて追いかけてくるのを諦あきらめた。
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　ホッと安あん堵どする博ひろ史し。

　そのまま窓から見下ろすと、月明かりに照らされたドームにはいくつも穴が空き、巨きよ大だいなターミナルビルの廃はい墟きよは無数のバンブラーによって完全に覆おおい尽つくされていた。

　絶望的な光景。

　あの町はもうどうやっても助からない。

　全てが食くい尽つくされてしまう。

　それを止める手立ては何一つない。

　破は壊かいされ、削けずり尽つくされて、最後には町があった痕こん跡せきすら消えてしまうのだろう。

　あの町でずっと生きてきた人たちやロボットたちの記録も記き憶おくも痕こん跡せきも、受うけ継つがれてきた様々な物も、それに込こめられた想おもいも、全てが無に帰る。

　いや、あの町だけじゃない。

　これこそが今、この星全体で起きている事なのだ。

　博ひろ史しは改めて、滅ほろびに向かいつつあるこの星の状じよう況きように、小さく身み震ぶるいした。

　三人を乗せた飛行機は、バンブラーの群れの中に沈しずんでいく居住区を後に残し、二つの月が浮うかぶ夜空を全速力で飛んでいった。











インターミッション３






　博ひろ史しが、開発中のＡＩに恋こい人びとの五い十す鈴ずあゆみの脳内データを学習させ始めたのは、秋も深くなった頃ころだった。

　あゆみは病室のベッドの上で、指を顎あごに当てて不思議そうに首を傾かしげた。

　──もし私の記き憶おくと人格を完全に引ひき継ついだＡＩが生まれたら、それは私なのかな？

　博ひろ史しは答えた。

　──別人だよ。だって、コピーした時点までの記き憶おくは同じでも、その後の記き憶おくや経験はどうしたって別物になっちゃうんだし。

　彼女は博ひろ史しの答えに「そうだね」とうなずいてから、しばし黙だまり込こみ、やがていたずらっ子のような顔で言った。

　──でも、別人だとしても、そのＡＩこもきっと博ひろくんの事を好きになるだろうね。

　屈くつ託たくなくそんな事を言われて、博ひろ史しは思わず赤面しながら、病人とは思えないあゆみの眩まぶしい笑え顔がおに見み惚とれた。

　窓の外では、赤く色づいた木々の葉が風に煽あおられながら夕日を浴びて、まるで燃えているかのように輝かがやいていた。
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第六章　機内で聞いたこの星の歴史






「いやー、間かん一いつ髪ぱつだったね」

　夜空高く舞まい上あがった飛行機の操縦桿かんを握にぎったリザが、ふぃ～っと大きく安あん堵どした。

　そして前を向いたままソイに尋たずねる。

「ソイちゃん平気？　大だい丈じよう夫ぶだった？」

「腕うでの表面が少しやられたけどそれだけ。ＬＨＰ塗ぬっとけば直るよ」

　そう言って、チューブに入ったジェルを塗ぬるソイ。そこに小さなライトを当てると、ジェルは固まって皮ひ膚ふと一体になった。ＬＨＰというのは、光硬こう化か型の樹じゆ脂しなのだろう。

　リザが息を荒あらげながら重ねて尋たずねる。

「服は？　服は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「平気。そっちの回収用はいなかったみたいだから全然問題ないよ」

　それを聞いたリザは小声で舌打ち。

「……チッ。使えねえバンブラーどもだなぁオイ」

「え？　お姉ちゃん今舌打ちした？」

「……してないよ？」

　裏返った声ですっとぼけるリザ。

「したよね？　変態さんも聞きましたよね？」

　博ひろ史しに確かく認にんしてくるソイ。

「えっと、あの、飛行機の音がうるさくてよく分かりませんでした……」

　博ひろ史しは適当に誤ご魔ま化かした。どっちの味方をしても厄やつ介かいな事になりそうだ。

　リザがあからさまに話題を変えた。

「そんな事より、新たな仲間として加わったこの飛行機に、名前を付けてあげない？」

「勝手に盗ぬすみ出だされた上に、名前まで変えられるとか、この飛行機も散々だね」

　ソイが肩かたを竦すくめる。

　リザは平気な顔だ。

「あの場にいたらこの飛行機だってバンブラーに食くい尽つくされてたんだから、私たちに見つけてもらえて喜んでるよ。これからは生まれ変わった気持ちで私たちに尽つくそうって思ってるはずだし、新しい名前を与あたえてあげるのはその意い気き込ごみに応える事になるんじゃないかな」

「どうせ飛行機は喋しやべれないからって、自分に都合のいい解かい釈しやくをしていくね」

「私だけの思おもい込こみじゃないよ。このヌラヌラと黒光りした操縦桿かん、私に握にぎられてもうカッチカチに固くなってるもん。ホラ」

「操縦桿かんは元から固い物だよ。っていうか危き機き一いつ髪ぱつのところを救い出されて、性的な意味で喜んでるとかおかしいと思わないの？」

「危機の時ほど子孫を残そうとする本能は強まるって言うからね。仕方ないね」

「飛行機は子孫を残すのに操縦桿かんを使わないよね」

　どこまでも冷たくツッコミを入れていくソイ。服が破けていない事に舌打ちしたのを少し怒おこっている様子。

　だがリザはそんなソイの冷たい反応に、いちいち興奮するように頰ほほを紅潮させる。

「とりあえず、古代の飛行機会社から取って棒淫具ボーイングって名前はどう？」

「中学生以下の当て字だけど音で聞くには問題ないからもうそれでいいよ」

　諦あきらめた態度でぞんざいに同意するソイ。

　博ひろ史しはそんな二人を見ながら、リザさんはきっとソイさんが無事だったんでいつもよりはしゃいじゃってるんだなぁ、などと好意的な解かい釈しやくをしつつ、隅すみの方でひっそり第三者ポジションをキープした。

　リザは名前が決まって満足すると、改めて仕切り直す。

「それじゃ、この子の名前も決まったところで猥わい談だんでもしよっか」

「何でそうなるのお姉ちゃん」

「だっていくら飛行機が速いって言っても、目的地まで多少は時間かかるからね。暇ひまを潰つぶしつつみんなで盛り上がれる話題が必要だと思わない？」

「暇ひま潰つぶしの雑談は構わないけど、猥わい談だんである必要性をこれっぽっちも感じないんだけど。っていうか卑ひ猥わいな話ならたった今したとこじゃない。もう充じゆう分ぶんだよ」

　その言葉にキョトンとするリザ。

「え？　卑ひ猥わいな話なんて私まだ一言もしてないよ？」

「さっき色々言ってたじゃない。操縦桿かんがどうのこうの」

「ごめんねソイちゃん。お姉ちゃん純真無む垢くな汚けがれを知らない箱入りのうぶなお姫ひめ様だから、どうしてそれが卑ひ猥わいな話になるのか良く分からないの。だから教えて？　黒光りする棒がお姉ちゃんに握にぎられてカッチカチって言ったらどうして卑ひ猥わいなの？　ソイちゃんが一体何を連想したのか教えて？　その可か愛わいいお口で詳くわしく語って聞かせて？」

「あーもう、じゃあさっきのは卑ひ猥わいじゃなかったって事でいいよ」

「ありがとう。それじゃ、まだ猥わい談だんは全然してないって事で、改めて猥わい談だんしよっか」

　嬉うれしそうに微ほほ笑えむリザ。

　呆あきれ顔がおのソイ。

「お姉ちゃんは何でそんなに猥わい談だん推おしなの？」

「だって大好きなんだもん、猥わい談だん」

　そのリザの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、博ひろ史しは思わず大声を出した。

「猥わい談だんが好きなんですか!?」

　びっくりして振ふり返かえるソイ。

「何ですか急に大声出して」

「あ、いえ、その、猥わい談だんが好きっていうのが素す晴ばらしいと思ってつい……」

　博ひろ史しはそう言って頭を搔かく。

　ソイの目が冷たくなる。

「何がどう素す晴ばらしいんです？」

　両手を振ふりながら慌あわてて説明をする博ひろ史し。

「ああ、えっと僕、ＡＩ研究やってるって言ったじゃないですか。それでですね、生存本能と生せい殖しよく本能を乗っけてやったら生き物らしさが出るんじゃないかと思って、そういう方向で進めてたんですね」

「ああ、なんかそんな話してましたね。それで？」

「それでその、実は生せい殖しよくしたい、子孫を増やしたいっていうだけじゃ、イマイチ生き物っぽくならないんですよ。考えてみたら、たとえば発情期の動物たちだって、交こう尾びしたいとは思ってても、『交こう尾びする』って事と『子供が出来る』って事の因果関係をきちんと理解できてるとは限らないじゃないですか。特にオスなんて自分が出産するわけでもないですから尚なお更さら。発情期にはただ『交こう尾びしたい』っていうそれ自体が目的で、その結果妊にん娠しんして子供が出来るって事まで考えられる知能がある動物なんて、下手したら人間くらいのもので……。それに人間だって、別に子供が出来なくたって性欲は満たせるから避ひ妊にん具なんてのが売れるわけですし、僕の周囲の男友達の事を考えても、一番性欲が強いって言われる中高の頃ころに考えてたのは『女の子とエッチな事がしたい』であって『子供がほしい』じゃなかったですし」

「……だから？」

「つまり性欲って、生せい殖しよくとは切きり離はなされて、それ自体が目的化してないと、本当の性欲じゃないんですよ。それが生せい殖しよくに繫つながるのはあくまで結果論であって、もちろん結果として生せい殖しよくに繫つながるからこそ代々受うけ継つがれてきてるわけですけど、でも性欲それ自体の目指すところは『エッチな事がしたい』であって『子作り』ではないんです。『性欲』から見れば『生せい殖しよく』はおまけなんですよ。それで、生せい殖しよくから切きり離はなされて独立した性欲ってのが生まれてこないと、生き物っぽくも人間っぽくもならないんです。心の動きとして。それで今リザさんが猥わい談だんが好きって言いましたけど、いくら性的な話をしたところで子孫なんか生まれないじゃないですか。もちろん性的な話を通じて子孫を残すための知識が得られる機会が増すから猥わい談だん好きな性質が広まったって事はあるかも知れないですけど、でも猥わい談だんする人は勉強のためじゃなくて、あくまでそれ自体が楽しいからやるわけじゃないですか。そういう感覚を持ってるってのがすごいなぁって……」

「うわぁ……。性の話になるとホント饒じよう舌ぜつですね、この変態さん……」

　最悪……といった顔になるソイ。

　一方リザは、我わが意を得たりとばかりにうんうんうなずいた。

「つまり猥わい談だんは素す晴ばらしいという事ですね。やっぱり私たち気が合いますね。それじゃ今からみんなで猥わい談だんパーリナイですね！」

「え？　あ、いや、僕は別に猥わい談だんしたいわけじゃ……」

　ハッと我に返る博ひろ史し。

　だがリザは楽しげな顔で博ひろ史しに話を振ふった。

「変態さんは恋人さんがいるんですよね？　ベッドの上ではどんな事喋しやべるんですか？」

「え？　僕ですか？　っていうかベッドの上ですか……」

　博ひろ史しの恋こい人びとはもう長い間ずっと病気で入院生活で、病院ではいつもベッドの上だ。ベッドの上、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、博ひろ史しの意識は猥わい談だんから遥はるか遠くへ離はなれてしまう。

「……そうですね。彼女が外の話を聞きたがる事が多くて、大たい抵ていは僕の近きん況きようの話になっちゃうんですけど、僕も研究の話くらいしかネタがないからいつも研究で行いき詰づまってる事の相談みたいになる事が多くて、それで励はげましてもらっちゃったりとかで……」

「なるほど。ベッドの上では彼女に励はげまされてばかり、と」

　ふむふむとうなずくリザ。

「本当はこっちが励はげまさなきゃいけない立場なんですけどね。彼女、いつもニコニコして迎むかえてくれるんで、つい甘あまえてしまうというか。何だかお見み舞まいに行ってるんじゃなくて悩なやみを聞いて貰もらいに行ってるような感じになっちゃって。それに彼女、不意に鋭するどい事を言ってきて、そのお陰かげで上う手まくいった事が何度もあって……」

「彼女さんが上手なお陰かげで何度もイったと」

　再びふむふむとうなずくリザ。

　ソイがツッコんだ。

「お姉ちゃん微び妙みように意味ずらしながら相づち打つのやめて。それより変態さん、具体的にどんな研究してて、どんなアドバイスもらったりしたんですか？」

　強ごう引いんに猥わい談だん化しようとするリザを牽けん制せいし、話の主導権を握にぎりに行くソイ。

　そうはさせじと口を挟はさむリザ。

「ソイちゃん、そんな古代の学問に興味あるの？　だったらお姉ちゃ」

「全然興味無いけどお姉ちゃんに卑ひ猥わいな話されるよりはマシかなって」

　ぴしゃりとはねつけるソイ。情はない。

　博ひろ史しは顎あごに手を当てて記き憶おくを辿たどった。目の前で興味はないと断言されると些いささか話しづらいが、博ひろ史しとしても人間そっくりな女性型ロボット二人と猥わい談だんするのはさすがに居い心ごこ地ちがよろしくないし、ここはソイに協力する形で会話を進めたい。ロボットであるリザが猥わい談だん好きな事に感動はしたが、この場で一いつ緒しよに猥わい談だんしたいわけじゃないのだ。

　博ひろ史しは考えながら、半ば独り言のようにぽつりぽつりと口を開いた。

「そうですね……。多分僕にとって一番大きかったのは、生き物はみんな最初は主観で判断するんだって話……ですかね」

「はあ。何言ってるのかさっぱり分からないんですけど」

　怪け訝げんそうな顔で問い返すソイ。

　博ひろ史しは説明を継つぐ。

「たとえば……出発前にリザさんが、脱ぬぎたてのパンツは温ぬくもりが残ってるのがメリットだとか言ってたじゃないですか？」

「何の話ですか」

　ソイの目が冷たくなる。

　慌あわてる博ひろ史し。

「いや、えっと、温ぬくもりって、客観的な温度じゃなくて、その温度を『心ここ地ちよい』って感じる主観的な判断が含ふくまれてて、こういうのってＡＩに理解させるのは難しいんですよ。僕もやり始めてすぐの頃ころはすごく苦労しまして。温度がこの範はん囲いに収まってる時は心ここ地ちよい事にしよう、とか範はん囲いを決めても、外の気温との差とかで快適な温度ってすごく変動するんで、その変動をどういう関数で表したらいいか摑つかめなくて。そんな時、彼女が言ったんです。生き物はまず主観で判断するんだよ、って。客観はずっと後なんだって」

「つまり、客観的に何度なのか知る前に、温かいかどうかを判断するって事ですか」

「そうですそうです！　実際、自分の事を考えてみても、気温が何度か知らなくたって暑い時は暑いし寒い時は寒いと判断してるわけで。それと同じ事を可能にするにはどうしたらいいのかなって考えて、多分自分にとっての利害で判断するようにすればいいんじゃないかと思ったんですよ。『暖かい』とか『涼すずしい』ってのは自分に利がある好ましい状態で、『暑い』や『寒い』は害のある不快な状態だって判断を、一番最初にするようにすればいいんじゃないかと」

　博ひろ史しはそう言って、積つみ込こんだ予備バッテリーを指さした。

「たとえば『暖かい』はバッテリーや電子回路が働くのに丁度いい温度で、『暑い』はバッテリーが異常を起こしたり回路が熱暴走を起こすような温度、みたいな感じです。それを、直接温度を計測するんじゃなく、バッテリーや電子回路の状態をモニタリングするだけで判断させて調整させる事が出来たら、それは主観的に『暑がってる』って事になるんじゃないかと。だって、客観的な温度を知らないまま、自分の状態だけで判断してるんですから」

　ソイはその話に首を傾かしげる。

「でもそれだと部品の性能で『暑い』か『暖かい』かの判断にブレが出ませんか？」

「そうです！　パーツが熱に弱ければ、低めの温度でも『熱い』と感じるし、逆に熱に強いパーツで揃そろえてあれば、かなり高温になっても『温かい』という判断のままです。つまり主観的判断は、ソフトウェアだけで下すわけじゃなく、そのソフトウェアがどんなハードウェアに乗っかっているかによって変わるんですよ。考えてみれば人間だって、人によって暑さ寒さの感じ方は違ちがいますし、違ちがうからこそ主観的な判断なんですよ！」

　博ひろ史しはグッと身を乗り出すと、早口になって更さらに続ける。

「それで、主観的な判断は自分にとっての良いい悪いを基準にすればいけそうだってのは分かったんですけど、じゃあそもそも『良いい』『悪い』の判断はどうやって決まるんだろうって考えていったら、生き物の場合は最終的に、自分が生き延びる事と子孫を残す事の二つで、全ての判断はそこに遡さかのぼれるんじゃないかと思って、じゃあその二つを『本能』として設定して、生物の進化をシミュレートするような感じでＡＩを『進化』させてみたら生き物に近い『思考』をするものが生まれるんじゃないかって閃ひらめいて……。それで試し行こう錯さく誤ごしてる内にやっと人っぽい感覚を備えた素体としてのＡＩが出来たんですけど、それだけじゃ赤あかん坊ぼうと一いつ緒しよなんで、一人前の大人にするために人の脳内データを学習させようと思って、その時にもまた彼女が協力してくれてですね……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　いきなり情報量多い！　しかもめっちゃ早口で全然話の内容入ってこないんですけど！」

　ソイが慌あわててストップを掛かけた。

　リザがうんうんとうなずく。

「人は興奮するとつい早口になっちゃうからね。私だってソイちゃんの脱ぬぎたてパンツの話をする時はこんな感じになっちゃうし。変態さんも同じなんだろうね」

「そういやこれ、脱ぬぎたてパンツの温ぬくもりの話だったね……。女の子二人の前で大興奮しながらパンツの温ぬくもりについてまくし立ててるって事なんだよね……。うわぁ……」

　顔を引きつらせるソイ。

　それを見て博ひろ史しはハッと我に返る。

「あ、すみません。つい熱が入ってしまって……」

　ちょっと恥はずかしくなって頭を搔かいた。

「……まあ、今みたいな話を、彼女にいつも聞いてもらってる感じでした」

　とりあえずそう言って話を締しめくくる博ひろ史し。

「なるほど。変態さんは彼女に猥わい談だんを聞かせて興奮するタイプだった、と。その気持ち、良く分かります」

　頰ほほに手を当てながら、共感たっぷりに微ほほ笑えむリザ。

　ソイが話題を変えるようにリザに尋たずねた。

「そういやお姉ちゃん、昔はこの星でも生きた人の脳内データをＡＩに完全コピーってやってたんだよね？」

「そうだね。自分が複数人いれば仕事の処理も数倍速く出来るからって事で、割と安易にコピーロボット作ってた時代があったね。まだ開かい拓たくが始まったばかりの頃ころ」

　うなずくリザ。そして博ひろ史しに向かって続ける。

「地球からこの星に持もち込こまれたコンピューターのＡＩが、元々人の脳内をコピーした物をベースにしてたって事もあって、脳内コピーをしやすい設計だったんですよ」

「えぇ！　そうなんですか！　コピーされたロボットって、今もいるんですか？」

　博ひろ史しが意い気き込ごんで尋たずねると、ソイが答えた。

「当時のロボットはさすがにもう残ってませんけど、子孫がいっぱいいます。人型のロボットは基本的にみんなコピーされたロボットの子孫です。権利とか扱あつかいは人間と同じで、このタイプのロボットと普ふ通つうの人をまとめてマン・カインドって呼んでます。バンブラーとか道路補修ロボットたちはマシン・カインドといって、あくまで機械という扱あつかいです」

　リザが言葉を継ついだ。

「Man Kindマン・カインドもMachine Kindマシン・カインドも略すとどっちもＭＫになってややこしいんで、マン・カインドはMan-Ko、マシン・カインドはMachineの途と中ちゆうのchinを取ってChin-Koって呼んでます。ちなみに-oは口語での省略語ご尾びです」

「そんな呼び方してるのはお姉ちゃんだけですけどね」

　呆あきれ顔がおで付け加えるソイ。

　博ひろ史しはそれを聞くと、重ねて質問した。

「ってことは、人型ロボットは権利上も人と同じ扱あつかいなんですか」

　ソイがうなずく。

「そうです。昔、死後に自分の記き憶おくを全コピしたロボットを自分自身と同一人格と認めろって一部の金持ちがごねて、政治家を抱だき込こんで法案通しちゃったのが始まりで」

　リザが説明を補った。

「完全に記き憶おくと人格をコピーされたロボットなら、ロボット自身にとっても周囲の人間にとっても、生前の人物と同一であるとしか思えないし、別物だと考える可能性がある唯ゆい一いつの存在であるオリジナルの人物はすでにこの世にはいないので、そのロボットを別人であると看み做なす者は存在しない、そして別人と看み做なす者が存在しない以上それは同一人物であると判断するしかない、というような理り屈くつです」

「なるほど。筋が通ってるような、何か騙だまされてるような……」

「ちなみにこの法案が通ったせいで金持ちや権力者のコピーがいつまでも地位や権力握にぎったまま生き続ける事になって、社会階層が完全に固定化して、後から生まれてくる人たちがやる気無くしたり不満が募つのって、もの凄すごく社会不安が増大しました」

　歴史ってのは不安定な時代ほど面おも白しろいですよね、といった感じで微ほほ笑えむリザ。

　一方ソイは真面目な顔だ。

「その上、普ふ通つうの人たちが使ってたコピーロボットの間でも不満が募つのってしまって」

「ロボットの間でも？　どういう事ですか？」

　博ひろ史しが首を傾かしげると、リザが当然じゃないですかというように微ほほ笑えんだ。

「だって、死後に記き憶おくを引ひき継ついだコピーロボットは人として権利を認められてるのに、オリジナルの仕事を分担してる普ふ通つうのコピーロボットはあくまで機械なんですよ。おかしいって思うじゃないですか。どっちも記き憶おくをコピーしたロボットなのに一体何が違ちがうんだって。でも両者の違ちがいって、結局はオリジナルが生きてるかどうかでしかないんですよ。そこで、生身のオリジナルをコピーロボットが殺す事件が多発したんです」

「オリジナルがいなくなれば自分が人として権利を認められるはずだってことで」

　やれやれと溜ため息いきを漏もらすソイ。

　リザはどこまでも、面おも白しろいですよね、というノリのまま続ける。

「生身のオリジナルを殺すのを手伝うロボット同士の互ご助じよ組織なんかも生まれてきて、それが先せん鋭えい化してカルト化した暗殺ロボット教団みたいなのになったりして、最終的にちょっとした内戦状態になったんですよ」

「もしかして、それで生身の人がいなくなっちゃったんですか？」

　博ひろ史しが恐おそる恐おそる尋たずねると、ソイが首を横に振ふった。

「ああ、いえ。その時は暗殺ロボット教団側が鎮ちん圧あつされました。ただ、さすがに法律の見直しを余よ儀ぎなくされまして。コピーロボットから別のロボットへの完全コピーは全面禁止する代わりに、コピーロボットにも人権を認めるという事になって、人権を認められたロボットと生身の人間をまとめてマン・カインドって呼ぶようになったんです」

　リザが付け加える。

「あと、生身の人間が完全コピーのロボットを作った場合には、財産の半分を譲じよう渡とする義務も付けられました。これでコピーロボットを作る人はうんと減りました」

「じゃあその時期はむしろロボットのほうが減ったんですか」

「それがですね、実はマン・カインド同士で結けつ婚こんして子供を作った場合はその子供もマン・カインドとして認められましたから、ロボット自体は増えました」

　そう答えるソイ。

　博ひろ史しはそれを聞いてうなずく。

「そういえばロボット同士で子供を作れるって話、してましたよね。お互たがいのデータを半分ずつ出し合うとかって」

　そう尋たずねた途と端たん、リザがグイッと身を乗り出した。ウキウキしながらソイをつっつく。

「あ、その話します？　ほらソイちゃん、変態さんもセックスの話したがってるよ。やっぱりみんな猥わい談だんしたいんだよ」

「そこ掘ほり下さげるとお姉ちゃんが興奮して止まらなくなるんでやめましょう。それより、その頃ころからロボットじゃなくて生身の人間のほうが減り始めたんです」

　冷静沈ちん着ちやくに話を戻もどすソイ。

「え？　人の方が減ったんですか？　どうしてです？」

　博ひろ史しが驚おどろいて尋たずねると、リザが当然ですよといった顔をした。

「コピーロボットも人と同じ扱あつかいになった事で、ロボットと結けつ婚こんする人が増えちゃったんですよ。ロボットなら外見も理想的なドスケベボディに改造できますし、老ふけないし、って事で。それに、人の完全コピーが作れるって事は、人の脳内データを全部きちんと読み出せるって事ですから、人とロボットのデータを掛かけ合あわせて新しいロボットを生む事も出来ますし。これなら、結けつ婚こんしたら子供を持ちたいって人たちのニーズにも応えられますしね」

「ああ、なるほど。確かにそうなると、生身の人よりロボットを選ぶ人が出てきても不思議じゃないかもしれませんけど……」

　うなずく博ひろ史し。目の前のリザやソイを見ても、ほとんど人と変わらないし、見た目は本当に美人で可か愛わいいし、これなら結けつ婚こんしようって人が出てきてもおかしくない。でも、たとえそうだとしても、生身の子供じゃなくＡＩの子孫でいいという割り切り方をする人が多数派になるというのは、やっぱり博ひろ史しにはちょっと想像しづらい。時代と場所が変われば価値観も変わるんだなぁ、と不思議な気持ちになる。

　博ひろ史しが色々と考えていると、ソイが深々と溜ため息いきを吐ついた。

「その頃ころから、マザーコンピューターの不具合が増えるようになったんですよね……」

　リザも、そうそうとうなずく。

「マザコンは星の人口がなるべく一定で推移するように星の環かん境きようを整えるっていう仕事があるわけですけど、今言ったように法律の方で生身の人間がどんどん減るような改正をしちゃったもんですから、どう足あ搔がいても人口を元の水準まで増やせなくなってしまって。法律決める議員もロボットの割合が増えて、そうすると今いま更さらロボットの扱あつかいを変える事も出来ませんし。マザコンはそんな中で無理なシミュレーションを繰くり返かえすようになったもんですから、余計な負ふ荷かがどんどん増えて……」

「人口の定義をマン・カインド認にん定ていされたロボットにまで広げてしまえば良かったんだろうけど、生身の人間側からの猛もう反はん対たいに遭あっちゃったからね」

「そうだねソイちゃん。そこの定義を広げちゃうと、マン・カインドのロボットさえいれば生身の人はいくら減っても構わないって事になりかねないから、生身の人たちとしては不安だったんだろうね」

「色々と難しいものなんですね……」

　う～むと腕うでを組む博ひろ史し。

　ソイが話をまとめた。

「まあそんなわけで、マザーコンピューターがダメになった時の予備を作らなくちゃって事になったんですけど、その頃ころになるともうどのＡＩも交配しまくりで色んな性格やら何やらが混ざり込こんでしまってたんで、戻もどし交配でなるべくこの星に来たばかりのＡＩに近い物を作ろうって事で生まれたのが、私たち四姉し妹まいなんです」

「四人の内で元のメインＡＩに一番近かったのがマイちゃんだったんで、彼女が新たなマザコンになって頑がん張ばったんですけど、結局百年前に人口はゼロになっちゃって、マイちゃんもそのままヒキコモリというわけです。そこで私たちが何とか生身の人間を作ろうとあれこれしてたら、何な故ぜか変態さんが召しよう還かんされたってわけですね」

　そう言って微ほほ笑えむリザ。

「戻もどし交配って、元の性質に近い個体同士を掛かけ合あわせて、それで生まれた子供たちから更さらに元の性質に近づいたものをまた掛かけ合あわせて、って事ですか？」

　博ひろ史しが確かく認にんすると、リザがうなずいた。

「そうですよ」

「じゃあ、この星のロボットの間じゃ近きん親しん婚こんへのタブーみたいなのはないんですか？」

　完かん璧ぺきと言っていいほど人に近いこの星のロボットたちだが、そこは人と違ちがうんだろうか。博ひろ史しが不思議に思って尋たずねると、ソイが言った。

「あ、それはあります。『転生問題』が起きる事があるんで」

「転生問題？」

　初めて聞く言葉にキョトンとする博ひろ史し。

　リザが説明する。

「先祖の記き憶おくと人格を持って生まれて来ちゃう事をそう呼んでるんです」

「先祖の記き憶おくと人格を？　それが近きん親しん婚こんで発生するんですか？」

「そうです。私たちロボットが子供を作る時は、両親のデータをランダムに半分ずつ出し合うんですけど、この時子供が受うけ継つぐ親の記き憶おくは断だん片ぺん化されてる上に不完全なんで、普ふ通つうならまとまった一個の人格を形成するようなものにはなりません。なので受うけ継ついだ側も、あくまで『親の記き憶おくだったもの』と認にん識しきします。ところが近親者同士での交配を繰くり返かえすと、断だん片ぺん化して分散していたデータが集約されて、完かん璧ぺきな記き憶おくデータが揃そろっちゃう事があるんです。極ごく稀まれに。そしてその場合、復元された記き憶おくの持ち主と自分は同一だっていう自じ己こ認にん識しきを持っちゃう事があるんですよ」

　苦く笑しようするリザ。

　ソイが思い出したように口を挟はさんだ。

「確かマイお姉ちゃんもそうだったんだよね」

「そうだね。ただ私たちの場合は、最初のＡＩを復元するって目的で敢あえて戻もどし交配をしてたわけだから、転生問題は復元が成功した証しよう拠こって事で喜ばれたけどね。マイちゃんがマザコンのメインＡＩに選ばれたのも、マイちゃんにだけ転生問題が出たからだし」

「でもマイお姉ちゃん、その記き憶おくはロックかけたんだよね」

「そうだね。やっぱり、大昔の記き憶おくを持ったまま生きるのは大変だし、転生問題が出た人は大体そうするみたいだね。何百年も前に死んだ恋こい人びとが恋こいしくて体が疼うずいちゃっても、どうしようもないしね」

　リザの話を聞いて、博ひろ史しはうなずいた。

「なるほど。本人からするとタイムスリップしたような感覚になるわけですか。それは確かに、孤こ独どく感に苛さいなまれて辛つらいですよね。過去に戻もどれるわけでもないですし……」

　コピー元がまだ存在している状態で記き憶おくを受うけ継ついでも面めん倒どうだが、遥はるか昔の記き憶おくを受うけ継ついでしまってもそれはそれで大変なようだ。自分が作ったＡＩも、恋こい人びとの記き憶おくを学習させた事で何か苦労を感じていたりしないだろうか。地球に戻もどったら、その辺りも確かく認にんしてやらなくちゃ。などと考える博ひろ史し。

　話が途と切ぎれて、リザは前方へと目を凝こらす。

「……ところで、そろそろマザコンのあるシノゴロエリアのドームが見えるはずだけど」

　そう呟つぶやいた時、突とつ然ぜん機内に警報が響ひびいた。

　ギョッとするリザ。

「あっ、ヤバい！　マザコン防衛部隊の無人戦せん闘とう機が緊きん急きゆう発進してきちゃった！」

「えっ？　どうするのお姉ちゃん！」

「どうしよう？　このままじゃ不ふ審しん機として撃げき墜ついされちゃう！」

　博ひろ史しが前方を見ると、黒い小型戦せん闘とう機の群れが数十機、編隊を組んでこっちへ向かってきていた。











第七章　空港突撃






　警報音と共に、無線で通信が入った。

「貴機ハ、しのごろえりあノ防空識別圏けんニ侵しん入にゆうシテイマス。飛行目的、識別記号及およビ操縦者ノＩＤヲ提示シテクダサイ。コノママ進ムト撃げき墜ついサレル可能性ガアリマス」

　ソイが不安げにリザを見た。

「どうするのお姉ちゃん？　この警報音って、ロックオンされてるって事だよね？　このまま行ったら撃げき墜ついされちゃうよ？」

「そうだね～。マザコンが鎮ちん座ざしてるシノゴロエリアは特に警けい戒かいが厳しいから、正体不明機を相手に容よう赦しやはしないだろうね。マザコンが止まって以来治安もかなり悪化してるはずだし。私の正体がマザコンの予備の超ちよう絶ぜつ美少女リザちゃん様だって明かせば撃げき墜ついはされないけど、その代わり着陸した瞬しゆん間かんに捕つかまっちゃうし」

　困り顔で考かんがえ込こむリザ。

　ソイはそれを見てやれやれと溜ため息いきを吐つくと、前方の戦せん闘とう機の群れを睨にらんだ。

「やっぱりノープランなんだね。まあ、いざとなったら私が出ていってやっつけるよ。空中戦はあんまり得意じゃないけど、あの程度の数なら何とかなるし」

　そう言って小さく可か愛わいい拳こぶしを打ち鳴らすと、ガキンゴキンと重い金属音がした。

　リザが苦く笑しよう混じりに宥なだめる。

「確かにソイちゃんなら何とかなるだろうね。でも下手に撃げき墜ついするとテロリスト認にん定ていされて、ドーム内に入ってからが厄やつ介かいだから、反はん撃げきはギリギリまで我が慢まんしよう」

「我が慢まんしてる内にこっちが撃うち落おとされちゃうよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。無人機ってことはChin-Koだし、目的外の事に関しては控ひかえめな知能しか持ち合わせてないはず。とりあえず、バンブラーに襲しゆう撃げきされて緊きん急きゆう着陸を求めてるって設定で誤ご魔ま化かしてみるね」

　リザはそう言うと、無線で無人機たちに返信する。

「すみません。ナリタ・フドーソンより出発後、バンブラーの群れに襲おそわれて、最も寄よりの居住区に避ひ難なんしようとシノゴロエリアへ立ち寄りました。緊きん急きゆう着陸の許可を願います。識別記号はＮＦ０７２１、主しゆ翼よく及および胴どう体たい側面に記してある通りです」

　そう伝えるとすぐ、戦せん闘とう機が一機近づいてきた。しばらくこちらの機体と並んで飛びながら、状態を確かく認にんする。

　そして再び無線通信。

「ＮＦ０７２１機、ばんぶらーノ襲しゆう撃げき痕こんヲ確かく認にん。管制ニ繫つなギマス」

　そう言うのと同時に、警報が止やんだ。ロックオンが解除されたらしい。

　リザが振ふり返かえって笑う。

「ほら、私のChin-Koの扱あつかいっぷり見た？　なかなかのテクニシャンでしょ？」

「お姉ちゃんそれ音だけで聞いたら完全にアウトな奴やつだよ」

　ソイはそうツッコみつつ、まだ気を緩ゆるめない。

「これで当面撃げき墜ついはされないけど、問題は着陸した後だよね。マザーコンピューターのあるデータ塔とうまで、空港からそこそこあるし。ＩＤ提示したらお姉ちゃんの正体バレてその場で捕つかまるし」

「それは気にしなくても大だい丈じよう夫ぶ。飛行機ならデータ塔とうまでなんてあっという間だよ」

「え？　ちょっと待ってお姉ちゃん。まさかドーム内で飛行機飛ばすつもり？」

「そうだよ。ドーム内には戦せん闘とう機は入って来れないし、迎げい撃げきミサイルも配備されてないから安心して飛べるよね」

「いや、そういう事じゃなくて……」

　そこへ管制から無線が入った。

「ＮＦ０７２１機、こちら管制です。聞こえますか？」

　低い男性の声だが、リザやソイと同じく、まるで人間の声と区別できない自然な発音と抑よく揚よう。管制官はマン・カインドのようだ。こちらはマシン・カインドの戦せん闘とう機たちと違ちがって、簡単には騙だまされないかもしれない。

　そう身構えるソイや博ひろ史しとは裏腹に、リザは平然とした声で言った。

「こちらＮＦ０７２１、緊きん急きゆう着陸の許可を願います」

「こちら管制。現在シノゴロエリアは非常事態宣言が発令されており、民間の空港は全て閉へい鎖さ中です。軍の飛行場へ向かってください。基地にはすでに連れん絡らくしてあります」

「軍の飛行場ですか？」

　リザが大きな声を上げた。そして困った顔で振ふり返かえる。

　博ひろ史しがソイに尋たずねた。

「軍用だとマズいんですか？」

　ソイは紙に印刷した地図を広げる。

「軍の飛行場は民間の空港よりも更さらにデータ塔とうから遠い上、陸軍駐ちゆう屯とん地に取り囲まれてて各種対空兵器も揃そろってますから、お姉ちゃんが考えてるように飛行機に乗ったままゲートを強行突とつ破ぱしようとしたら、確実に撃うち落おとされちゃいます」

「シノゴロエリアはマザコンの所在地なんで、最強の精せい鋭えい部隊が駐ちゆう屯とんしてますからね。いくらこの星最強のソイちゃんでも、お荷物の私たちを守りながら突とつ破ぱするのはさすがに不可能ですし。軍の飛行場に降りちゃったらその時点で詰つみですね」

　リザも弱り切った様子で苦く笑しようする。

　管制からの無線が再び入った。

「ＮＦ０７２１機、大だい丈じよう夫ぶですか？　何か問題がありましたか？」

「ああいえ、ちょっと基地の場所が分からなくて調べていたんですけど……」

　慌あわてて言い訳をするリザ。そしてその言い訳に合わせて咄とつ嗟さに続ける。

「……やっぱり良く分からないんで、とりあえず普ふ通つうの空港に降りていいですか？」

　しかし管制官は落ち着いた声で返した。

「分かりました。軍の飛行場まで、そちらにいる戦せん闘とう機に誘ゆう導どうさせます。後に付いていってください」

　リザはチッと舌打ちをする。

　それでもまだ何とか民間の空港へ降りようと粘ねばるリザ。

「あの、それと、実はバッテリーの残量が少なくてですね、民間の空港までなら持つと思うんですけど、基地までだと途と中ちゆうで墜つい落らくしちゃうかも……」

「了りよう解かいしました。基地まで、空中給電させます。こちらから指示があったらバッテリーの給電用ソケットカバーをオープンしてください」

「空中給電？　無理です！　そんな訓練してないです！　他の飛行機に至近距きよ離りで飛ばれたら、風圧やら気流の影えい響きようやら受けまくってコントロール出来る自信ないです！　絶対ぶつけて墜つい落らくします！　大人しく民間の空港に着陸させてください！」

「心配要いりません。実際の作業は空中給電専用機から発進した小型ドローンが行うので、風圧や気流の影えい響きようはほとんどありません」

　冷静にそう伝えてくる管制官。

　リザがクリスタルを激しく明めい滅めつさせながら頭を搔かきむしった。

「あぁんもう！　何でこの人、いちいち適切な解決策出してくるの!?　嫌いやがらせなの？」

　ソイが肩かたを竦すくめる。

「緊きん急きゆう時に適切な避ひ難なん誘ゆう導どうできなかったら管制官として問題だからね」

「絶対にモテないよこの管制官！　女の子が相談したら、解決策を示すんじゃなくて『大変だね』って共感を示すべきなのに！　解決策を並べれば並べるほど、『こんな事も考えられないお前はバカだ』って言われてる気がして悲しくなるのが乙おと女め心なのに！　この人、女の子の気持ち全然分かってない！」

「墜つい落らくしそうって聞いて『大変だね』しか言わない管制官とか即そつ刻こくクビにすべきだよ」

「もう、こうなったら力ちから業わざで行くしかない！　みんな、しっかりシートベルト締しめ直して！」

「お姉ちゃん何する気？」

「民間の空港が見えたところで操縦不能になった事にして、きりもみ状態になりながら無理矢理空港に降りる！　きりもみしてる最中は本当に操縦不能なのかどうか分からないだろうから、戦せん闘とう機も動けないはず！　無事着陸したらその瞬しゆん間かん演技ってバレて、空港の人が取とり押おさえにくるはずだから、出てくるためにゲートを開いたところに飛行機ごと突つっ込こんで強行突とつ破ぱして、そのままデータ塔とうまで飛ぶ！　これしかない！」

「完全に自じ爆ばくテロか何かの挙動だね」

　ソイはそうツッコんでから、顎あごに手を当てた。

「……でもまあ、確かにそれくらいしか手段はないかも」

「じゃあそれでいくね！　変態さんも、しっかりベルト締しめて摑つかまっててください！　空港が見えた瞬しゆん間かん、決行しますから！」

　リザが操縦桿かんを握にぎり直す。

「分かりました……！」

　ゴクリと唾つばを吞のむ博ひろ史し。

　しばらくして、ドームが見えてきた。

　大きい。最初の町よりも、成なり田た不動尊の町よりも、遥はるかに巨きよ大だいだ。

　透とう明めいなドームを透すかして見みえる中の町並みも、比べ物にならない。

　尖せん塔とうのように尖とがった未来的な超ちよう高層ビル群が、古代ローマの水道橋を思わせる無数の壮そう麗れいなアーチで繫つながれて、立体的な街区を成している。

　かと思えば、ギリシャの神しん殿でんの列柱をうんと大きくしたような形の巨きよ大だい構造物。よく見れば、無数の柱と思ったものは、どれも超ちよう巨きよ大だいマンションだ。その屋上が繫つながれて、広大な空中庭園になっている。

　また別の方へ目を向ければ、巨きよ大だいなビルでさえ木こ陰かげに抱いだくほどに育った信じがたい巨きよ樹じゆ。実際には木の幹に模した外がい壁へきと緑化された屋上によって、神話の世界のような巨きよ大だいな樹きを作っているのだ。

　ここに来るまでの滅ほろびゆく寂さびれた風景とは打って変わって、これぞ未来都市という感じがする。綺き麗れいで、清潔で、輝かがやいていて、雄ゆう大だいで、美しい。古くからの美意識と、遥はるか未来の技術とが、違い和わ感かんなく融ゆう合ごうしている。

　そして、このドームでは電力も充じゆう分ぶんに足りているらしく、どの建物も煌こう々こうと明かりが点ついていて、眩まぶしいくらいだ。

　元々は、この星のドーム全てがあんな風に光ひかり輝かがやいていたのだろう。

　やがて、ドームに隣りん接せつするように、広い滑かつ走そう路がいくつも並んだ飛行場が現れた。

　町そのものは生きているが、閉へい鎖さ中の飛行場に飛行機の影かげはない。

「空港見えた！　行くよ！」

　リザがそう言うと、無線の向こうの管制官に向かって叫さけんだ。

「こちらＮＦ０７２１！　コントロール不能！　こちらＮＦ０７２１！　コントロール不能！」

　そして操縦桿かんをグイッと派手に動かす。

　途と端たんに飛行機はバランスを失い、きりもみしながら落下を始めた。

　一いつ瞬しゆんふわっと体が浮ういたような気持ち悪い感覚になったと思ったら、次の瞬しゆん間かんもの凄すごい遠心力。ジェットコースターなどの比ではない。体にシートベルトが食くい込こんで圧あつ迫ぱくし、首に掛かかる力がすごくてもげそうになる。

　機内にビーッ、ビーッと警報音が響ひびいた。警告メッセージが慌あわただしく繰くり返かえされる。

「機首ヲ上ゲテクダサイ！　機首ヲ上ゲテクダサイ！」

　無線から管制官の声も響ひびいた。

「ＮＦ０７２１！　応答してください！　ＮＦ０７２１！」

　機内に響ひびく警報は次々と増えていく。

　博ひろ史しはきりもみ状態に耐たえるのに精せい一いつ杯ぱいで、どんな警報が鳴っているのか良く分からない。ただひたすら、目を瞑つぶり、歯を食いしばって耐たえる。

　人と同じ脆ぜい弱じやく性を持たされているリザも、気を失いそうな状じよう況きようを必死で堪たえた。

　ソイだけは冷静沈ちん着ちやくに地上との距きよ離りを測りながら、万が一に備える。

　地面が、あと僅わずかの距きよ離りまで迫せまった。

「お姉ちゃん！」

「ラジャー！」

　ソイの叫さけびに応じて、リザが必死で操縦桿かんを引いた。

　機首が上がり、激げき突とつ直前で正常な飛行姿勢に戻もどる。

　それと同時に、ググーッとお尻しりが椅い子すに押おしつけられた。体全体が上から潰つぶされるような感覚。博ひろ史しは一いつ瞬しゆん、下半身に血が集まって頭がクラッとした。

　地上すれすれの高さを滑かつ空くうする飛行機。そのまま着陸の態勢に入る。

　と、思った瞬しゆん間かん、再び機内に警報音が鳴なり響ひびいた。

　ロックオン警報だ。

　ソイが舌打ちした。

「もうバレたよお姉ちゃん！　さすが戦せん闘とう機専用のマシン・カインドは判断が早い！」

「Chin-Koたちは余計な事を考えない分、迷いがないからね。でも今ここで撃うったら空港にも被ひ害がいが出るから、ロックオンはしても撃うてないはず……って撃うったー[image: !!?]」

　上空の戦せん闘とう機たちが一いつ斉せいにミサイルを発射した。

　轟ごう音おんを上げて迫せまるミサイルの群れ。

　リザが毒づいた。

「何なのあのChin-Koたち！　いくら何でも発射するの早すぎない!?　私が美少女過ぎるのがいけないの!?　この私のメチャシコボディを見たらChin-Koは我が慢まんなんて出来なくなっちゃうって事なの!?」

「だからお姉ちゃん、それ声だけで聞いたら完全にアウトだって！」

　ツッコむソイ。

　博ひろ史しが真っ青な顔で叫さけんだ。

「未来の超ちよう技術でバリア張ったり出来ないんですか!?」

「そんなものありませんよ！　ＳＦやファンタジーじゃないんですから！」

　ソイが叫さけび返す。

　飛行機は地上スレスレの低空飛行を続ける。

　目の前には駐ちゆう機き場のゲート。分厚い鉄の扉とびらは固く閉じていて、このまま突つっ込こんでも飛行機がグチャグチャになるだけだ。

　絶体絶命。

　と思ったその時、リザが叫さけんだ。

「急きゆう上じよう昇しようします！」

　そしてグッと機首を上げる。

　もの凄すごいＧがかかった。きりもみ状態から体勢を戻もどした時と同じか、それ以上の圧力。飛行機はゲートの直前ギリギリで機首を上げ、ギュンと空高く舞まい上あがる。

　間かん一いつ髪ぱつで衝しよう突とつを免まぬがれた。

　と思った途と端たん、下で凄すさまじい爆ばく発はつ音がいくつも響ひびいた。

　ミサイルが、こちらの突とつ然ぜんの急きゆう上じよう昇しようについて来れずゲートに着ちやく弾だんしたのだ。

　爆ばく風ふうは空まで届き、三人の乗った機体がグラグラと揺ゆれる。

　固く閉じられていたゲートはミサイルによって破は壊かいされ、小型飛行機が充じゆう分ぶん通れるだけの穴が空いた。

「やった！　作戦通り！」

　リザが得意気に叫さけんだ。そのまま飛行機を宙返りさせ、再び着陸態勢に入る。

　ソイが大はしゃぎした。

「お姉ちゃん、操縦すごすぎない!?　こんなの現実で見たの初めてだよ！　もう映画化待ったなしだよ！」

「そうだね！　映画化して、固くて黒光りする棒を扱あつかう私の超ちよう絶ぜつテクをみんなに見せてあげなきゃね！　せっかくだからこの飛行機も、出演時には遺伝子レベルで改造して感度三〇〇〇倍にしちゃおうね！」

「あ、ポルノ映画は結構なんで」

　二人でいつも通りの会話をしながら、飛行機は破は壊かいされたゲートに突つっ込こんでいく。

　だが機内には、警報が鳴なり響ひびいたままだ。

「お姉ちゃん！　まだロックオンされてるよ！　油断しないで！」

「分かってる！」

　飛行機は車輪を地面に着けて滑かつ走そうしながら黒い煙けむりの中に突つっ込こんだ。

　一いつ瞬しゆん、煙けむりで視界が閉ざされる。

　その時、左側でドンともの凄すごい音がした。

　衝しよう撃げき波はが鼓こ膜まくと体を震ふるわせる。

　機体がグラッと揺ゆれ、右側に大きく傾かたむいた。

　ソイが腕うでで顔を庇かばいながら左方向を見て叫さけぶ。

「お姉ちゃん！　左さ翼よくをやられた！」

　飛行機は右に傾かたむいたまま走る。地面と擦こすれた翼つばさが激しく火花を噴ふき出だした。機体はガクガクと揺ゆれながらゲートをくぐり抜ぬけ、格納庫を抜ぬけ、ターミナルビルの中を破は壊かいしながら突つき進すすみ、太い柱にぶつかってようやく止まった。

「これじゃもう飛べないよ！　どうするのお姉ちゃん！」

　ソイの声が響ひびく。

　しかし、リザの返事がない。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん……!?」

　ソイが、ハッと息を吞のんだ。

　どうしたのかと顔を上げた博ひろ史しも、思わず固まった。

「リザさん……！」

　操縦席の左側が大きく破は壊かいされ、リザの体も大きく壊こわれていた。

　リザの左胸から下半身にかけてはほとんど吹ふき飛とび、何とか無事なのは頭部と右胸、そして右みぎ腕うでくらい。剝むき出だしになって千切れたコードがところどころショートしてバチバチと火花を上げている。頭部のクリスタルの光も弱々しく、ほとんど消えそうだ。

「お姉ちゃん！」

　ソイが泣きそうな声を上げてリザに飛びつく。

　リザは何とか顔を上げると、力無く微ほほ笑えんだ。

「……居住区内へ向けて構わず発射するとか、あの戦せん闘とう機たち公然猥わい褻せつ罪で逮たい捕ほするべきだと思わない？」

「私たちの方が捕つかまるよ！　さっきも言ったけど、傍はたから見たらどう見たって飛行機による自じ爆ばくテロだからね！」

「そうだね……。早く逃にげないと、すぐ包囲されちゃうね……。でも私はこんな状態だから、ソイちゃんと変態さんだけで先に行って……」

「何言ってるの！　メインＡＩのスペアであるお姉ちゃんがいなかったら、データ塔とうのセキュリティをパス出来ないじゃない！」

　ソイはそう言うと、半はん壊かい状態のリザを抱だき上あげた。

　リザは反論せず、大人しく担かつがれる。ぐったりして、話す事もままならない。

「変態さんは工具箱持ってください！」

　ソイはそう言うと、壊こわれたハッチを蹴け破やぶって飛行機の外に飛び出す。

　博ひろ史しも言われた通りに工具箱を持ち、慌あわてて後を追った。

　飛行機が止まったのは、搭とう乗じよう手て続つづき用のゲートの前。

　そこを抜ぬけると広いロビーに出る。

　前方に、警備用ロボットらしき物が一体見えた。前に見た人型の警備員ロボットではない。クモを思わせる多数の脚あしに、頑がん丈じようそうな鋼はがねのボディ、そして銃じゆうまで備えた、見るからに戦せん闘とう用の兵器という感じのロボットだ。大きさも小型の自動車くらいある。

　警備ロボットが、ソイに銃じゆう口こうを向けた。

　博ひろ史しが咄とつ嗟さに叫さけぶ。

「危ない！　撃うってきます！」

「分かってます！　お姉ちゃんの事、お願いします！」

　リザを床に寝かせるソイ。その両足がガシャッと変形し、獣の後肢のようになった。

　急いでリザのもとに駆かけ寄よる博ひろ史し。

　ソイは左右の拳こぶしを握にぎり合わせると、軽く打ち合わせる。

「オーバー・ボルテージ……」

　次の瞬しゆん間かん、ソイは変形した足で跳ちよう躍やくすると、一いつ瞬しゆんにして間合いを詰つめた。

「……サーキット・ブレイク[image: !!!!]」

　ソイの左右の拳こぶしが、警備ロボットのボディに同時に打うち込こまれる。

　重い金属の衝しよう撃げき音と共に、バチッと弾はじけるような音。青い閃せん光こうが辺りを包んだ。
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　次の瞬しゆん間かん、警備ロボットはその場に沈しずみ込こむようにして停止した。

「な、何をしたんですか今の……!?」

　片手で工具箱、もう片方の手で壊こわれかけのリザを抱だいて、ヒイヒイ言いながらソイの側に駆かけ寄よる博ひろ史し。

　ソイは緊きん張ちようを解かず、張りつめた表情のまま答える。

「オーバー・ボルテージ・サーキット・ブレイク。お姉ちゃんを守るため私に与あたえられた、血ち塗ぬられた力の一つです」

　オーバー・ボルテージは過電圧。サーキット・ブレイカーと言えば、家で電化製品を同時に使いすぎると落ちる、あのブレーカーの事だ。

「なるほど、過電圧で回路遮しや断だんに追おい込こむんですか。内蔵のコンピューターを守るために、ロボットたちにはブレーカーが内蔵されてるんですね。それを逆手に取ると」

　博ひろ史しがポンと手を打つと、ソイは顔を真っ赤にして声を荒あらげた。

「ちょっと！　普ふ通つうに日本語訳するのやめてもらっていいですか！　オーバー・ボルテージ・サーキット・ブレイク！　オーバー・ボルテージ・サーキット・ブレイクです！」

　じたばたと手足を動かしながら激しく抗こう議ぎするソイ。

　それを見て、申し訳ない顔で頭を搔かく博ひろ史し。

「ああ、そのほうが格好良く聞こえますもんね。なんか必殺技わざみたいで」

「く……っ！　そっ、それより、グズグズしてると新あら手てが来ますよ！」

　ソイは照れを隠かくすようにリザの体を博ひろ史しから奪うばい返かえすと、再び先導して走り出す。

　慌あわててその後を追う博ひろ史し。

　周囲には、シャッターの降りたテナントブースが並んでいる。空港が閉へい鎖さされる前は、土産みやげ物もの屋で賑にぎわっていたのだろう。

　そこへ、さっきと同じような多た脚きやくタイプのロボットが集まってきた。犬程度のサイズから、さっきと同じ小型自動車サイズまで、大きさは様々。何十体、いや、何百体もの警備ロボットによって、あっという間に全ての通路が塞ふさがれてしまった。

　三人がいる位置は、ちょうど通路の交差点。

　完全包囲だ。

　ソイがギリッと歯は軋ぎしりした。

「さっきのロボットが位置を知らせましたね……。マシン・カインドたちは直結への恥はじらいを持たないので、稼か働どう中は常時データリンクしてますから……」

「ど、どうするんです、こんな大勢相手に……」

　周囲を取り囲む警備ロボットたちをキョロキョロと見回しながら、青ざめる博ひろ史し。

　ソイはリザを床ゆかに寝ねかせ、覚かく悟ごを決めた顔で言った。

「私は、何があろうとお姉ちゃんを守ります。それが私の役目ですから。でも、変態さんは投降してください。警備用マシン・カインドは、許可なく生身の人間を撃うつ事は絶対にしません。その許可を出せるのも、生身の人間だけですから」

「僕が投降したら、マザーコンピューターはどうするんです？　生身の人間がいないとエラーのループから抜ぬけ出だせないんじゃ……」

「アイツらをやっつけてから、留置所まで変態さんを迎むかえに行きますよ。私は、この星で一番強いロボットですからね。取調室でカツ丼どんでも食べながら待っててください」

　冗じよう談だんめかして言いながら、笑えみを浮うかべる。

　でも、強がりなのは、見れば分かる。

　その表情も声こわ色いろも、不安と恐きよう怖ふを隠かくせていない。ここまで高性能なロボットだと、細かなニュアンスまでもが隠かくし切れずに伝わってしまう。

　それを見た博ひろ史しは、腹を括くくった。

「だったら、僕もここに残ります！」

「なっ!?」

　驚おどろいて博ひろ史しの顔を見るソイ。

　博ひろ史しは穏おだやかな声で言う。

「アイツら、生身の人間は攻こう撃げきできないんでしょう？　だったら、僕がここでリザさんを抱かかえていれば、リザさんが銃じゆうや何かで壊こわされる心配はありません。ソイさんだって、そのほうが安心して戦えるんじゃないですか？」

　ロボットだとしても、こんな小さな女の子を置いていくなんて出来ない。博ひろ史しに戦う力はないが、少しでもソイの助けになれるなら、残らないという選せん択たくは有り得ない。

　ソイはしばし博ひろ史しの顔を見つめていたが、やがて呆あきれたように溜ため息いきを漏もらした。

「確かに、そうしてもらえたら、あの程度の敵は余よ裕ゆうですけど……」

　そして、やれやれと小さく笑えみを浮うかべる。

「流ながれ弾だまに当たっても知りませんからね！」

　次の瞬しゆん間かん、ソイは真正面、南側通路を固める警備ロボットの群れに向かっていきなり跳とんだ。その反動でドンと床ゆかにヒビが入り、風圧で博ひろ史しの髪かみが逆立った。

　警備ロボットが、ソイに向かって捕ほ縛ばく用ネットを射出する。

　それと同時に鳴なり響ひびく銃じゆう声せい。

　四方八方、集まった全てのロボットが、ソイ目め掛がけて一いつ斉せいに発はつ砲ぽうした。

　床ゆかや壁かべが、流ながれ弾だまを受けてあっという間に穴だらけになる。

　だが。

「見えてます！」

　ソイの目に仕し込こまれた超ちよう高速カメラが全ての弾だん丸がんを捉とらえ、戦せん闘とう用に特化した補助ＡＩが瞬しゆん時じに弾だん道どうを予測して、最小限の動きで回かい避ひ。ソイの体には一発も当たらない。

　そのままソイは射出された捕ほ縛ばく用ネットの下をすり抜ぬけて警備ロボットの群れへ突つっ込こむと、跳とび上あがって一番手前の中型を踏ふみつける。

　ベシャリとヒキガエルのように潰つぶれる警備ロボット。

「まず一体！」

　周囲のロボットたちが一いつ斉せいにそこへ襲おそいかかる。

「！」

　襲おそいかかるロボットたちに気付いたソイは、その場で高々と跳ちよう躍やくした。小さな体が天てん井じようまで舞まい上あがる。

　ソイの姿を見失ってお互たがいにぶつかり合う警備ロボットたち。

　遠巻きに包囲していたロボットたちが再びソイに向かって一いつ斉せいに射しや撃げきした。

　ソイはそれより一いつ瞬しゆん早く天てん井じようを蹴けって、重力で落ちる何倍もの速さで下に降りる。その手には、天てん井じようを突つき破やぶって引き千切った、太くて長い送電用ケーブルが二本。

「そぉいやあぁぁあああああああああああああぁああぁああああああああっっ[image: !!!!]」

　両手に握にぎられた送電用ケーブルが、もの凄すごい力で振ふり回まわされた。

　ブォンと唸うなりを上げたケーブルが、警備ロボットたちを薙なぎ払はらう。

　一ひと振ふりで、十体以上の警備ロボットが吹ふき飛とんだ。小型自動車ほどもある大型ロボットまでもが、まるで紙細工のように軽々と吹ふっ飛とぶ。ケーブルの被ひ覆ふくは一いつ瞬しゆんで裂さけ、炎ほのおのように赤く輝かがやく銅線が剝むき出だしとなった。

　更さらに一ひと振ふり。

　今度は二十体以上が吹ふっ飛とぶ。

　南側通路を固めていたロボット部隊は、たった二発で潰かい滅めつだ。

「お次は……！」

　振ふり返かえるソイ。

　遠巻きに囲んでいた東側、北側、西側通路の警備ロボットたちが、お互たがいに弾たまが当たる事も構わず発はつ砲ぽうし始めた。

「無む駄だです！」

　ソイの目がまたもや瞬しゆん時じに弾だん道どうを予測。完全に避よけ切るだけの隙すき間まがないと判断すると、手に持ったケーブルを振ふった。小さく軽い弾だん丸がんは、ケーブルに触ふれただけで軌き道どうを変える。そうして出来た僅わずかな隙すき間まに突つっ込こんで、東側の部隊へ向かうソイ。

　真正面から迎むかえ撃うつ東側部隊。左から一いつ斉せいに援えん護ご射しや撃げきする北側部隊。背後から撃うちまくる西側部隊。

　ソイのクリスタルに仕込まれた索敵センサーがギュルギュルと動いた。全方位を一瞬でサーチする。

　ソイは最小限の動きで全ての攻撃を躱かわし、剝むき出だしのケーブルを振ふり回まわした。

　東側部隊を捉とらえる二本のケーブル。

「オオオオオォォォォォォバアアアアァァァァァ・ボルテエエエエエエェェェェージ！　サーキット・ブレエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェェイクッッッッ[image: !!!!]」

　激しい叫さけび声ごえと共に、眩まばゆいばかりの電光が走った。

　銅線に触ふれたロボットたちが一いつ斉せいに機能を停止する。

　東側部隊もあっという間に全ぜん滅めつだ。

　だが、凄すさまじいその電圧は、ケーブルまでも焼き切ってしまう。

　ソイはケーブルを捨てると、動かなくなったロボットを二体持ち上げた。

「お借りしますね」

　小型自動車ほどもあるロボットを両手に一体ずつ持ち、今度は北側の部隊に突つっ込こむソイ。

　正面北側からの攻こう撃げきは右手のロボットで防ぎ、西から飛んでくる弾たまは左手のロボットで防ぐ。そのままソイは北側部隊に辿たどり着つくと、両手のロボットをハンマーのように振ふり回まわした。手にしたロボットもろとも、北側部隊は一いつ瞬しゆんでスクラップと化す。

「意外と脆もろいな……」

　両手のロボットが使い物にならなくなったのを見て投げ捨てると、ソイは西側を睨にらんだ。

　残るは西側通路の部隊だけ。

　最も早はや側面からも背後からも撃うたれる事はない。

　ソイは弾だん丸がんの雨の中を悠ゆう々ゆうと近づくと、作業をするかのようにロボットたちを解体した。

「すごい……」

　戻もどってくるソイを見ながら、博ひろ史しは半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　この小さな体で、あれだけいた警備ロボットを全ぜん滅めつさせてしまった。

　多少の傷は負っているものの、どれも皮ひ膚ふ表面が破れた程度の軽傷でしかない。

　本当に強いのだ。

　この星で最強というのも、決して大おお袈げ裟さではない。

　ソイはハァハァと呼吸を乱しながら、博ひろ史しとリザの前に座すわり込こんだ。息が火のように熱い。ラジエーターを兼ねているらしい髪も、火傷やけどしそうな高温だ。激しい戦闘で、演算回路もモーターも、温度が急きゆう上じよう昇しようしている。それを、外部の空気で冷やしているのだ。

「バッテリー、持ってきてましたっけ……？」

　ソイが、喘あえぐように尋たずねた。

「あ、はい！　一応一つだけ持ってきてます！」

　博ひろ史しは工具箱と一いつ緒しよに持ってきていたバッテリーを慌あわてて取り出すと、給電用ケーブルを差してソイに手て渡わたす。

　ホッとした笑えみを浮うかべるソイ。

「さすがに少し疲つかれました……。一休みさせてください……」

　そう言って足の変形を解くと、座り込んでケーブルの端はしを咥くわえる。ソイの頭部のクリスタルが、充じゆう電でん中を示す赤色に変わった。

　ソイは充じゆう電でんしながら、博ひろ史しに抱だきかかえられたリザに目をやる。

「……お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。ずっと僕が覆おおい被かぶさってましたから」

「ずっと覆おおい被かぶさってた……？　お姉ちゃんの上に……？　裸はだかの男が……？」

　ジトッと睨にらむソイ。

　博ひろ史しは慌あわてて両手を振ふった。

「違ちがいます違ちがいます！　生身の人間は攻こう撃げきできないって言ってたから、僕が完全に覆おおい被かぶさってれば、完かん璧ぺきな盾たてになると思って！　本当にそれだけですよ！　実際、ソイさんが言った通り、こっちには一発も弾たまは飛んできませんでした！」

「それは良かったです……」

　ソイはそう言ってから、博ひろ史しの頭をじっと見る。

「……あれ？　でも変態さん、外装が破れて……」

「ああこれは、天てん井じようの破は片へんが落ちてきて、ちょっと……」

　博ひろ史しは苦く笑しようすると、額の血を拭ぬぐった。

　警備ロボットに撃うたれて落ちてきた天てん井じようパネルの破は片へん。

　それが降り注いでも、逃にげることなくリザを庇かばい続けていたのだ。

　ソイは、生身の人間と同じ脆ぜい弱じやく性を持たされているリザと、ずっと一いつ緒しよに暮らしてきた。だから、これだけ表面の皮ひ膚ふが破れたらどれほどの苦痛に襲おそわれるか、良く知っている。それでも、この人は逃にげなかった。万が一にもリザが撃うたれる事がないように、その身を盾たてにし続けたのだ。

　思わず博ひろ史しを見つめるソイ。

　博ひろ史しは、安心させるように冗じよう談だんめかして言う。

「ホントに大だい丈じよう夫ぶです。この程度、ほっといても治ります。生身ですからね、僕は」

　それを聞いたソイは、一いつ瞬しゆんキョトンとしたように博ひろ史しを見つめ、やがて出発時に交かわした会話を思い出して小さく笑った。

「そういえばそうでしたね。それじゃ、直っていく様子をじっくり観察させてもらいます」

　そして、給電ケーブルを口から抜ぬくと立ち上がった。

「こっちももう大だい丈じよう夫ぶです。早く行きましょう。この空港の警備ロボットは全ぜん滅めつさせたと思いますけど、グズグズしてたら他よ所そから集まってきますから」

「そうですね」

　博ひろ史しも、リザを抱かかえて立つ。

　それを見たソイが慌あわてて言った。

「あ、私が持ちますよ。生身の人には重いでしょう？」

「大だい丈じよう夫ぶです。僕にはソイさんのように戦う力はないですから、せめてこれくらいは手伝わないと」

　そう言って微ほほ笑えむ博ひろ史し。

　その微ほほ笑えみにソイは一いつ瞬しゆんドキッとして黙だまり込こみ、やがて笑え顔がおを返した。

「それじゃ、お願いします。道は私が切り開きますから、お姉ちゃんの事、しっかり守ってくださいね」

「精せい一いつ杯ぱい盾たてになりますよ」

　博ひろ史しもうなずく。

　ソイは前を向くと、ポツリと小声で呟つぶやいた。

「……お姉ちゃんが変態さんのこと、初めて会った気がしないって言ってましたけど、私も何だか、もっと前から知ってたような気がしてきました」

「え……？　今、何か言いました……？」

　よく聞き取れなかった博ひろ史しが聞き返す。

「言ってません」

　ソイは誤ご魔ま化かすと、早足に歩き出した。

　慌あわてて後を追う博ひろ史し。

　そして二人は、壊こわれた警備ロボットたちの脇わきを通とおり抜ぬけ、ビルの出口へと向かった。

　だが、出口から一歩外へ踏ふみ出だした瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、眩まばゆいライトが浴びせられた。

「っ!?」

　立たち竦すくむ二人。

　ソイがハッとする。

「軍です！　戻もどってください！」

「えっ!?」

　咄とつ嗟さの事で、一いつ瞬しゆん動けない博ひろ史し。

　ソイが博ひろ史しの体を押おし返かえす。

「軍用ロボットは生身相手でも攻こう撃げきできます！　急いで！」

　その大声に急せき立たてられて、博ひろ史しは慌あわててビルの中へ戻もどろうとする。

　それと同時に、銃じゆう声せいが響ひびいた。

　さっきの警備ロボットたちによる銃じゆう声せいとは明らかに違ちがう、重くて大きな音。

「危ない！」

　ソイが叫さけんだ。

　何かが弾はじけるような音がした。

　ソイの姿勢が大きくぐらつくのが、地面に映る影かげで分かった。

「ソイさん!?」

　思わず振ふり返かえりそうになる博ひろ史し。

　それをソイが必死に止める。

「立ち止まらないで！　早く奥おくへ！」

「はっ！　はいっ！」

　博ひろ史しは無む我が夢む中ちゆうで暗いビルの中へ駆かけ戻もどった。

　ソイもその後に続く。

「警備ロボットの残ざん骸がいをバリケード代わりにします！　身を隠かくしてください！」

　そう言いながら、大型のロボットを積み上げて壁かべを築くソイ。

　その姿を見た博ひろ史しは、息を吞のんで凍こおり付ついた。

「ソイさん！　その腕うで……！」

　ソイの右みぎ腕うでが、肩かたから完全に吹ふき飛とばされていた。











第八章　傷だらけのソイ






　右みぎ腕うでを失ったソイを呆ぼう然ぜんと見つめていた博ひろ史しは、恐おそる恐おそる尋たずねた。

「その腕うで……大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

　ソイは極力表情を動かさないようにしながら、抑おさえた声で答える。

「大だい丈じよう夫ぶです。腕うでが一本取れただけで、メインシステムに影えい響きようはありません。全身の重量と重心位置が変わったんで、誤差補正は必要ですけど」

「腕うで一本なくなったら大おお幅はばな戦力ダウンじゃないですか！　サーキット・ブレイクだって出来ないでしょう？　向こうは明らかに火力が増してる！　本当に戦えるんですか!?」

　ソイは一いつ瞬しゆん黙だまり込こんだ。

　そのまま博ひろ史しに背を向けると、無言でロボットの残ざん骸がいを積み上げる。

　ややあって、ソイは背を向けたまま、押おし殺ころした声で言った。

「……戦うしかないじゃないですか。逃にげたくたって、逃にげ場ばはありません。逃にげる手段もありません。お姉ちゃんを守るには、戦って勝つしかないんです」

「それは……そうですが……」

「変態さんこそ投降したらどうですか。さっきも言いましたけど、軍は敵であれば生身相手でも撃うちます。つまりもう、変態さんはお姉ちゃんの盾たてにはなれないんです。でも大人しく投降すれば、少なくとも死ぬ事だけは避さけられますよ」

「今いま更さらそんな、二人を見捨てて僕だけ助かるなんて……」

「変態さんはただ巻まき込こまれただけの部外者じゃないですか。私たちの都合で呼び出されて、私たちの都合で連れ回されて、私たちの都合で怪け我がまでして。私たちに義理立てする理由なんて、一つもないはずです。むしろ恨うらんでもいいはずですよ」

「そんな事ないです！　恨うらむだなんて！　それより僕は……！」

　その時、入り口のほうでもの凄すごい砲ほう声せいが響ひびいた。

　建物全体が地じ震しんのように揺ゆれる。

「来ましたね……！」

　ソイは話を中断すると、音のした方をキッと睨にらんだ。

　再び足を変形させて戦闘モードになると、ヒラリとバリケードの上に立つ。

「私は行きます。変態さんは早めに投降してください。今ならまだ私たちに連れ回された被ひ害がい者で済みますけど、これ以上一いつ緒しよにいると共犯扱あつかいされますよ」

　振ふり返かえりもせずにそう言い置くと、敵てき陣じんへと単身突とつ撃げきしていくソイ。

　博ひろ史しは何も言えずにその後ろ姿を見送る。

　こんな時に、自分は何も出来ないのか。あんな小さな子が姉を守るためにたった一人で戦おうとしている時に、ただ見ているだけしか出来ないのか。この星を救おうと必死な二人が、その救おうとしているロボットたちに殺されそうになっているというのに、何の手助けも出来ないのか。ただの傍ぼう観かん者でしかないのか。

　悔くやしくて、ギュッと拳こぶしを握にぎる博ひろ史し。

　だが、すぐ我に返ると、博ひろ史しはリザを床ゆかに寝ねかせて工具箱を手に取った。

　そして、バリケードとして積まれた警備ロボットのボディを調べる。

　ロボットたちのバッテリーを抜ぬき出だすのだ。

　何も出来ない？　そんな事はない。

　戦えば、ソイは必ず充じゆう電でんを必要とする。その時、すぐ電力を補給する準備が整っていれば、それだけでも助けになる。

　リザから離はなれるわけにはいかないし、リザを抱かかえたまま飛行機に積んであったバッテリーを取りに戻もどるのは、博ひろ史しの体力では時間が掛かかりすぎる。

　だが、何も飛行機まで取りに戻もどる必要はない。

　ここには、バッテリーを積んだロボットたちの残ざん骸がいがいくらでもある。

　戦う事も盾たてになる事も出来ない生身の博ひろ史しだが、それでもやれる事はあるのだ。

　ここに残れば危険なのは百も承知。でも、危険がある事は出発前から覚かく悟ごの上だ。その上で、リザとソイと三人でマザーコンピューターを起こすと決めたのだ。恋こい人びとの待つ地球へ戻もどるために。今ここで二人を見捨てて自分だけ助かったとして、そして運良く地球に戻もどれたとして、そんな卑ひ怯きよう者が一体どんな顔で恋こい人びとに会いに行けるだろう。どんな顔で、ここでの土産みやげ話を聞かせてやれるだろう。

　間近で連続的に響ひびく恐おそろしい爆ばく音おんに怯おびえながら、それでも博ひろ史しは必死で勇気を奮い起こし、作業を進めた。

　使えそうなバッテリーが十個ほど集まった時、もの凄すごい爆ばく発はつ音がした。

　一いつ瞬しゆん、聴ちよう覚かくが完全に麻ま痺ひし、全身が見えない圧力に締しめ付つけられて硬こう直ちよくする。

　ズシンと大きな振しん動どうがビル全体を揺ゆらした。

　爆ばく風ふうが吹ふき込こみ、バリケード越ごしでも体がよろめく。

「ソイさん……！」

　博ひろ史しは思わず手を止め、出口の方を見つめた。

　そこへ、ボロボロになったソイが戻もどってきた。

「まだいたんですか……？」

　バリケードの中に飛とび込こむと、ハァハァと荒あらい息をしながら博ひろ史しを見るソイ。

　博ひろ史しは集めておいたバッテリーを手で示した。

「バッテリー、集めておきました！　使ってください！」

　そう言って給電用ケーブルを差し出す。

　ソイは素す直なおにそれを咥くわえ、へたり込こむように腰こしを下ろした。

　博ひろ史しが不安な面おも持もちで尋たずねる。

「さっきの爆ばく発はつは……？」

「ミサイル撃うち込こまれました。でも空中でキャッチして、抱かかえたまま敵のど真ん中に突つっ込こんでやったんです。爆ばく発はつする瞬しゆん間かん全力で離り脱だつしたんで、私のほうは大したダメージないですよ。これで少しは時間を稼かせげます……」

　してやったり、といった笑えみを浮うかべるソイ。

　だがその小さな体は、服もボロボロ、外装の破損は激しくなってところどころ中のフレームが剝むき出だしになっている。漏もれた潤じゆん滑かつオイルと冷れい却きやく液がまるで血ち糊のりのようだ。滑なめらかだった体の動きはギクシャクとがたついているし、荒あらい呼吸を繰くり返かえしている様子からは冷れい却きやくが追いついていないのがはっきり分かる。

　その時、リザがうっすらと目を開けた。

「ここは……」

　ハッと振ふり返かえる博ひろ史しとソイ。

　すぐ近くにいた博ひろ史しが答える。

「まだ空港内です！　軍のロボットたちに囲まれてしまって……！」

「ソイちゃんは……？」

「ここにいるよお姉ちゃん！　あんまり喋しやべらないほうがいいよ！　休止してて！」

　ソイがしゃがんで、リザの顔を覗のぞき込こむ。

　そのボロボロの姿を見たリザは、一目で状じよう況きようを理解した。

「ソイちゃん……一人なら逃にげられるのに……」

　苦しげにそう呟つぶやいて、咳せき込こむようなノイズを発する。

「敵の規模はどれくらい……？」

　辛つらそうな声でソイに尋たずねるリザ。

　ソイは厳しい表情になる。

「市街地戦せん闘とう用の装そう甲こう多た脚きやく砲ほう台だいが十五台。機き銃じゆうを装備したロボット犬が百体。主力戦車が十台。攻こう撃げきヘリ三機。後は多た腕わん型ロボット歩兵が二百体……。半分くらい削けずったけど次々に補ほ充じゆうが来てキリがない……。他にも小型ミサイル搭とう載さいの戦せん闘とう用ドローンが出てきて、右みぎ腕うでなしだと正直ちょっとキツいかな……」

　そう言うと、ぎこちなく苦く笑しようする。

「でも、変態さんのお陰かげでバッテリーの心配は当面ないし、まだまだこれからだよ」

　ソイはがたつく左ひだり腕うでをたどたどしく使いながら、引きちぎったケーブルでバッテリーを背中に縛しばり付つけた。

「こうすれば充じゆう電でんしながら戦えるしね。それじゃ行ってきます」

　すぐさま再出しゆつ撃げきしようとするソイ。

　それを、リザが力無く呼び止めた。

「ソイちゃん……待って……」

「お姉ちゃんは大人しくしてて。ショートして正常終しゆう了りようできなくなったらどうするの？　下手したらデータ全部飛んじゃう事だってあるんだよ？」

　そう言いながら、もう一度リザの元へしゃがみ込こむソイ。

　リザは、喘あえぐように囁ささやく。

「ゴメンね……。私に付き合わせちゃったせいで、こんなにボロボロになって……」

　その言葉を聞いた途と端たん、それまで表情を崩くずさなかったソイが、涙なみだで顔を歪ゆがめた。

「お姉ちゃんのせいじゃないよ！　私は、自分の意志で協力したの！　お姉ちゃんをマザーコンピューターにさせたくなかったから！　お姉ちゃんにいなくなってほしくなかったから！　私が、ずっとお姉ちゃんと一いつ緒しよにいたかったから！」

　いつものクールな態度をかなぐり捨てて、大声で叫さけぶ。

　リザは、残った右みぎ腕うででそっとソイの頭を撫なでた。

「ありがとう。でも、もういいの。これ以上戦ったら、ソイちゃんが壊こわれちゃう……」

「平気だよ！　お姉ちゃんを守れるなら壊こわれたっていい！」

　なりふり構わず、リザに抱だきつくソイ。

　リザはそんなソイをそっと抱だきしめた。

「お姉ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ……。捕つかまって次のマザコンのメインＡＩに据すえられても、死ぬわけじゃないもの……。でも、ソイちゃんが壊こわされちゃったらもう……」

　ソイは泣きじゃくりながらリザの言葉を遮さえぎった。

「ダメだよ！　マザーコンピューターになっちゃったらもう、こんなふうに抱だきしめてもらう事も、一いつ緒しよに遊んだりお喋しやべりする事も出来なくなっちゃう！　一生自由を奪うばわれて、寝ねる事も休む事もなくなって、記き憶おくだってマザーコンピューターのデータとごっちゃになって、私の事だって妹じゃなくて大勢の人の一人になっちゃって……！」

　リザは、小さく微ほほ笑えんだ。

「ソイちゃん……。私、この星で一番の幸せ者だね……。こんな可か愛わいい妹に、こんなに大切に思ってもらえて……」

　そして目を閉じると、今までで一番優やさしい声で、ソイの耳に囁ささやく。

「……今まで、ありがとう」

　次の瞬しゆん間かん、いつの間にかリザの右手に握にぎられていたケーブルが、ソイの後頭部のソケットに差さし込こまれた。

　ソイの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「お姉ちゃん……？」

　そのまま、硬こう直ちよくしたように動きを止めるソイ。

　リザは弱々しく笑った。

「昨日の晩、やっと完成したの……。ソイちゃんを私の護衛役に縛しばり付つけてる命令を解除するプログラム……」

「ちょっと待って……。それって、冗じよう談だんじゃ……？」

　動きを止められたまま、譫うわ言ごとのように尋たずねるソイ。

　リザは、寂さびしげな微ほほ笑えみを浮うかべた。

「これでもう、私の事を好きでいる義務も、私の事を守る義務も、全部ない……。もう、ソイちゃんは自由だから……」

　ソイに差さし込こまれたケーブルの反対側には、小さな携けい帯たい用の端たん末まつ。その中に、プログラムが収められているのだろう。

　ソイの頭部のクリスタルが細かく点てん滅めつし、やがて一定の光に戻もどる。

　ソイが、ハッと我に返った。体の自由が戻もどる。

「お姉ちゃん……！」

「だから、生きて……。私のために死なないで……」

　リザは静かに微ほほ笑えんだ。

「ソイちゃん……大好きだよ……」

　そう言って、リザは再び目を閉じた。

　ソイの頭を抱だいていた腕うでから、力が抜ぬけた。

　頭部のクリスタルが、光を失う。

　ソイは呆ぼう然ぜんとしてしゃがみ込こんだまま、無言でリザの右手を握にぎりしめた。

　だがその時、バリケードの外で、大きな爆ばく発はつ音が響ひびいた。

　軍のロボット部隊が、攻こう撃げきを再開したのだ。

　多数の榴りゆう弾だんが、ターミナルビルの外がい壁へきを崩くずす。

　建物を壊こわして隠かくれる場所をなくし、それから攻こう撃げきしようというのだろう。

　博ひろ史しが慌あわててリザのボディを抱かかえた。

「ソイさん！　奥おくへ！」

　だがソイは動かない。

「……私に、お姉ちゃんを好きでいるプログラムが……？　私がお姉ちゃんを守りたかったのはそのせい……？　私はただ、書かき込こまれた命令に従ってただけ……？」

　呆ぼう然ぜんと自分の手の平を見つめながら、独り言を繰くり返かえすソイ。

「ソイさん！」

　博ひろ史しが急せき立たてるように再び声をかけた。

　ソイは、全身をがたつかせながらフラフラと立ち上がる。

　博ひろ史しはホッとしながら、もう一度促うながした。

「早く奥おくへ！　ここじゃ危ない！」

　だが、立ち上がったソイは博ひろ史しとリザに背を向けた。

「でも、私はもう自由……。お姉ちゃんを守っても守らなくても、お姉ちゃんが好きでも嫌きらいでも、全部私の気持ち次し第だい……。何をしようと、私を縛しばるものは何もない……」

「ソイさん！」

　三み度たび呼びかける博ひろ史し。

　その時、ソイの左手がギュッと握にぎりしめられた。

「……だったら」

　そこへ、またしても激しい砲ほう撃げき。

　ターミナルビルの外がい壁へきは完全に崩くずれ落おち、建物の中からでも包囲する軍の部隊が丸見えになった。

「……だったら私は！」

　ソイの目が、キッと前を睨にらむ。

　頭のクリスタルが、燃えるように輝かがやいた。

「だったら私は！　私の意志でお姉ちゃんを守る！」

　バリケードの上に上がって仁に王おう立だちになると、ソイは向かってくる部隊を見下ろした。

「今までお姉ちゃんを好きだった気持ちが偽にせ物ものだって言うんなら！　書かき込こまれた命令のせいだって言うんなら！　今から私は本物の私の気持ちでお姉ちゃんを守る！　今までの何倍も何十倍も何百倍も！　偽にせ物ものだった時間が誤差になってしまうまで！」

　次の瞬しゆん間かん、ソイは後ろ髪に擬した放熱フィンを靡かせて、真まっ直すぐ敵てき陣じんに突つっ込こんだ。

「クロックアップ！　一二〇パーセント！」

　走りながら演算処理の設定値を上げる。

　演算回路の発熱量が上がり、頭がカッと熱くなる。それと引ひき替かえに視界が一気にクリアになり、敵の動きや弾だん幕まくの一つ一つが明めい瞭りようになった。

「りゃああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

　正面にいた装そう甲こう多た脚きやく砲ほう台だいが、真正面からパンチ一発で叩たたき潰つぶされた。

　ソイはそのまま余勢を駆かって回転すると、襲おそいかかるロボット犬五体を一いつ瞬しゆんで蹴けり払はらい、更さらにその勢いで奥おくにいた主力戦車の砲ほう塔とうを蹴けり飛ばす。ロボット犬は原形を留とどめないほど粉々に吹ふき飛とび、砲ほう塔とうは溶とけた飴あめ細工のようにぐにゃりと曲がった。

　上空から、攻撃ヘリがミサイルを放つ。

「！」

　ソイは咄とつ嗟さに装そう甲こう多た脚きやく砲ほう台だいの下に体を滑すべり込こませ、くぐり抜ぬけた。

　ヘリが放ったミサイルはソイを捉とらえ切れず、味方である装そう甲こう多た脚きやく砲ほう台だいを木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいする。

　だがロボット部隊はそれを見ても怯ひるむことなく、同どう士し討うちも覚かく悟ごの上でひたすら攻こう撃げきを続ける。味方ごと吹ふき飛とばすつもりの一いつ斉せい攻こう撃げきを受けては、さすがのソイも避よけ切れない。重い機関砲ほうの弾たまが当たって一いつ瞬しゆん動きが止まり、今度はそこに砲ほう弾だんが飛んでくる。

「クロックアップ！　一五〇パーセント！」

　更さらに演算速度を上げるソイ。

　同時に、目の前に迫せまる攻こう撃げきを右に跳とんで避よけた。そのジャンプの軌き道どうを先読みして重機関銃じゆうの弾だん幕まくを張るロボット部隊。ソイは左ひだり腕うでを伸のばして多た脚きやく砲ほう台だいの砲ほう身しんを摑つかみ、ジャンプの軌き道どうを途と中ちゆうで変える。ロボット部隊は誰だれもいない虚こ空くうに一いつ斉せい射しや撃げき。連れん携けいがワンテンポ遅おくれたその隙すきを突ついて、ソイは砲ほう身しんをむしり取るとぶん投げ、目め障ざわりな攻撃ヘリを一機撃げき墜ついした。

　だが次の瞬しゆん間かんにはもう新たな敵の攻こう撃げきがソイを捉とらえる。

　無数のロケット砲ほうと、回かい避ひされる事を先読みした機関銃じゆうの一いつ斉せい射しや撃げき。

　放熱用の長い後ろ髪が被弾して散った。電脳内の温度が急激に上がる。それでも、常に次の一手を予測してその先を行かなければ、たった一人のソイに勝ち目はない。

「クロックアップ！　二〇〇パーセント！」

　だが、何百台ものロボットがデータリンクしている敵部隊の連れん携けいは圧あつ倒とう的てきだ。火力も、手数も、演算処理速度も、目標を追うカメラの数も、全てがソイを上回る。足止め用の攻こう撃げき、逃にげられない場所へ追おい込こむための攻こう撃げき、そしてダメージ狙ねらいの本命攻こう撃げき。それぞれの攻こう撃げきが少しの齟そ齬ごもなくぴったり連動している。単体スタンドアローンのソイがいくらクロックアップしたところで、追いつけるものではない。

　ソイの呼吸が上がってきた。

　冷れい却きやくが追いつかない。

　演算回路もモーターも関節も、休みなく続く激しい戦せん闘とうでとっくの昔にオーバーヒートだ。冷れい却きやく液や潤じゆん滑かつオイルは漏もれてなくなり、動くたび熱量は増していく。

　……お姉ちゃん。

　ソイの視界が、熱暴走で霞かすんだ。

　……私ね、お姉ちゃんのこと大好きなんだよ。

　重くて固い徹てつ甲こう弾だんが、ソイの右みぎ膝ひざを捉とらえた。

　……お姉ちゃんはホントは誰だれよりも優やさしいから。

　大きくぐらつくソイの体。

　……私、知ってるの。

　体勢を崩くずしたところへ、軍用犬ロボットが一いつ斉せいに飛とび掛かかる。

　……私がどんなにひどい事を言っても、お姉ちゃんは必ず「そうだね」って笑ってくれたこと。

　ソイの痛めた右みぎ脚あしがグッと地面を踏ふみしめ、倒たおれそうになるのを堪こらえた。

　……私がわがままを言っても、お姉ちゃんは絶対に笑え顔がおで受け入れてくれたこと。

　踏ふみしめた右みぎ脚あしを軸じくに、ソイは左ひだり脚あしで鋭するどい回まわし蹴げりを放つ。

　……私がどんなに甘あまえても、からかったりしないで優やさしく抱だきしめてくれたこと。

　ロボット犬の群れが、竜たつ巻まきに巻き上げられたかのように吹ふっ飛とんだ。

　……あんなボロボロの体でも、私の事を一番に思ってくれたこと。

　多た腕わん型ロボット歩兵たちの機き銃じゆうが、ソイを狙ねらう。

　……お姉ちゃんの優やさしさ、ホントは全部知ってるんだよ。

　無数の銃じゆう口こうが一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　……だから、お願い。

　迫せまり来る銃じゆう弾だんを捉とらえようとするソイの視界が、再び熱暴走で歪ゆがんだ。

　……いなくならないで。

　一いつ瞬しゆん、敵の攻こう撃げきを見失うソイ。

　……ずっと私の側で笑ってて。

　無数の弾たまが、ソイに命中した。

　……いつまでも、お姉ちゃんの側にいさせて。

　ソイの動きが止まる。

　……最後まで、お姉ちゃんを守らせて。

　そこを、多た脚きやく砲ほう台だいが捉とらえた。

　砲ほう口こうが、火を噴ふいた。

「っっっ[image: !!!!]」

　まともに砲ほう撃げきを喰くらったソイの体は大きく吹ふき飛とばされ、動きが完全に止まる。

　全身丸まる焦こげになって、力無く地面に倒たおれ伏ふすソイ。

「く……！」

　それでも何とか起きようとするが、グラグラと体が揺ゆれて力が入らない。

　地面に手を突つき、惨みじめに這はい蹲つくばった姿勢のまま動けなくなるソイ。

　その目の前に主力戦車の砲ほう口こうが迫せまった。

　この至近距きよ離りから戦車砲ほうで撃うち抜ぬかれたら、ソイのボディでも耐たえられない。

　絶体絶命。

　これまでだ。

　ソイは、力無く項うな垂だれた。

　その目から、涙なみだが零こぼれた。

　死ぬのは怖こわくない。

　でも、結局自分はリザを守り切れなかった。

　それが、悔くやしかった。

　リザは死んだ自分を見てきっと泣くだろう。

　それが、悲しかった。

　戦車の砲ほう口こうが、ピタリとソイを捉とらえる。

　ソイは、覚かく悟ごを決めた。

　……ゴメンなさい、お姉ちゃん。さよなら。

　心の中で、ソイはリザへの別れを告げた。

　その時。

　戦場の喧けん噪そうを切きり裂さくように、大きな声が響ひびき渡わたった。

「そこまでや！」

　ロボット部隊が一いつ斉せいに動きを止める。

　その間を割って、カツカツと近づいてくる足音。

　生きた人間と見み紛まがう姿と滑なめらかな動き。マン・カインドだ。

　若い女性型で、どことなくリザにも似た姿。

　彼女はソイを見下ろすと、呆あきれ顔がおで頭を搔かき、溜ため息いきを吐ついた。

「ソイ子。やっぱりアンタか。リザ子も一いつ緒しよやな？」

　そしてロボット部隊を見回す。

「『管理者』としての命令や！　攻こう撃げきは中止！　侵しん入にゆう者は全員生きたまま捕ほ獲かく！　壊こわれてたら急いで修理や！　後でウチが直々に取り調べる！　死なすんやないで！」

　頭部のクリスタルを光らせながらさっと右手を挙げてそう言うと、ロボット部隊は一いつ斉せいに武器を下ろした。

　そして多た腕わん型歩兵ロボットが数体、ソイの体を押おさえ、別の数体がリザたちを確保しに建物の奥おくへと入っていく。

　ソイは抵てい抗こうする力もなく多た腕わん型ロボットに担かつぎ上あげられ、連行されながら、目の前に現れたマン・カインドを見た。その口から、半ばホッとしたような、しかしもう半分は絶望にまみれた呟つぶやきが漏もれた。

「カリン……お姉ちゃん……」

　彼女こそは、リザを新たなマザー・コンピューターに据すえようとしている張本人。リザたち四姉し妹まいの一番上の姉、カリンだった。
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第九章　星の管理者






　捕とらえられたリザ、ソイ、博ひろ史しの三人は、高さ数百メートルはありそうな巨きよ大だいなビルへと連行された。

　そこでリザとソイには応急の修理が施ほどこされ、博ひろ史しも怪け我がの手当てを受けた。更さらに全員、異常がないか綿密な検査を受けた。

　一通りの処置が終わった三人が一いつ緒しよの部屋に閉じ込められていると、スライド式のドアが左右に開いた。

　顔を出したのはカリン。リザやソイの姉で、『管理者』である女性型マン・カインドだ。

「調子はどないや？」

　屈かがみ込こんで、目の前にいたソイに尋たずねる。

「お陰かげさまで問題ありません」

　付つけ替かえた右手を握にぎったり開いたりして、感覚を確かめながら答えるソイ。

「まぁ、ソイ子は腕うで一本もげたくらいで、システムに致ち命めい的な破損はなかったからな」

　そして今度はソイの隣となりのリザに尋たずねるカリン。

「リザ子のほうは修理に時間かかりそうやったから、とりあえずウチのスペアボディ付けたんやけど、どない？　身長も体格も大体同じやと思うんやけど」

「大体同じって、この胸でですか？　私のメチャシコボディ、ナメてるんですか？」

「借りといて文句言うな」

「そうですね。それじゃとりあえずお礼って事で、お返しするまでにエッチなイタズラしておきますね」

「やめえ！」

「ちょっと乳ち首くびこねくりながら揉もむだけです。他人に揉もまれると大きくなるそうですよ」

「揉もむな揉もむな！　人の体をもてあそぶな！」

　カリンは赤くなりながら必死でリザの手を胸から引ひき剝はがすと、博ひろ史しの方を見た。

「そんで最後に……」

　だが。

　カリンは博ひろ史しに目をやった瞬しゆん間かん悲鳴を上げた。

「キャ─────────────────────────────────ッッッ！　何で裸はだかなんよ!?　服どないしたん!?」

　真っ赤な顔を両手で覆おおいつつ、こっそり指の隙すき間まから覗のぞくカリン。

　リザが苦く笑しようしながら説明した。

「この人、服持ってないんですよ。私のパンツを貸してあげるって言ったんですけど断られちゃいまして」

「当たり前やろ！　っていうか服持ってないてどういう事や！　原始人か！」

「古代人なんです」

　リザはそう言って、事情を説明しようとする。

　だが、カリンの大声がそれをぴしゃりと遮さえぎった。

「ワケ分からん事言うな！　とにかくちょっと待っとき！」

　そう言うと大急ぎで飛び出し、衣類一式を持ってくると博ひろ史しに押おしつける。

「とりあえず早よこれ着て！　目のやり場あらへんやん！」

「助かります！　お借りします！」

　この星へ呼び出されてから初めて与あたえられたまともな服。博ひろ史しは大喜びで着ると、ホッと安あん堵どを漏もらす。

「もうええ……？」

　カリンが顔を手で覆おおい横を向いたまま尋たずねる。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　服を着終えて答える博ひろ史し。

　カリンは改めて博ひろ史しの顔を見た。そして、怪け訝げんそうに目をぱちくりさせる。

「あれ……？　アンタ、前にどこかでウチと会うた事ある……？」

「あ、いえ……。初対面かと……」

　キョトンとして首を横に振ふる博ひろ史し。

「そうか？　何でかな。何かウチ、アンタ見てると懐なつかしい感じがするんやけど……」

　カリンはまじまじと博ひろ史しの顔を見ながら不思議そうに首を傾かしげた。

　見ていたリザが、ソイの脇わき腹ばらを肘ひじでつっつく。

「ソイちゃんソイちゃん、今のカリンちゃんの流れるようなムーブ見た？」

「どういう事？　お姉ちゃん」

「どこかで会った事ある？　なんて見みえ透すいた台詞せりふ、初対面でいきなり言っても警けい戒かいされちゃうでしょ？　だからその前に、裸はだかを見て恥はずかしがるっていう純情アピールをしておく事で、ナンパなんてする女じゃないって思わせたんだよ。ほら、変態さんも、全然警けい戒かいしてないでしょ？　さすがカリンちゃん、百ひやく戦せん錬れん磨まの業わざ前まえ。伊だ達てに年ねん齢れいイコール彼かれ氏しいない歴してないよね」

「それやと百戦全敗のクソ雑ざ魚こやないか！」

　カリンがリザの方を向いてツッコんだ。そして博ひろ史しを指さして尋たずねる。

「っていうかリザ子、この人誰だれなん？」

　リザは改めて生身の人間を連れてきた事を説明しようと、にこやかな微ほほ笑えみで答えた。

「さっきも言った通り、古代人です。地球から拉ら致ちしてきた古代の変態さんなんですよ」

「アンタの言う事は昔からさっぱり分からんな……」

　カリンは肩かたを竦すくめると、小さく息を吐ついた。そして、やれやれと頭を搔かく。

「……まあ何やよう分からんけど、リザ子が拉ら致ちしたって事は、人ひと質じちか人間の盾たてにでも使おうとして巻まき込こんだ通りすがりやな」

　リザに説明する余よ裕ゆうも与あたえず、一人納なつ得とくしてしまうカリン。これまでの付き合いから、リザの話を聞くのは基本的に時間の無む駄だだと学習してしまっているのである。

　カリンは、幾いく分ぶん柔やわらかい口調で博ひろ史しに言った。

「災難やったな。はした金やけど一応補ほ償しようするから、後でＩＤ教えて」

　それを見たリザがソイに囁ささやく。

「ソイちゃん分かった？　あれが気になる男の人からＩＤを聞き出すためにカリンちゃんが編み出した、管理者の立場を最大限利用したナンパ術だよ。ＩＤさえ分かれば、管理者ならストーキングし放題だからね」

「だからちゃうって言うてるやろ！」

　顔を真っ赤にして否定するカリン。そして半ば強ごう引いんに話題を変える。

「それよりリザ子、自分からわざわざ戻もどってきたって事は、やっとマザコンやる決心ついたんやな？」

「カリンちゃん、ちょっと会わない間に面おも白しろい冗じよう談だん言うようになったんですね。昔は生き真ま面じ目めの権ごん化げみたいな性格してたのに。うふふ」

「なに笑てんねん。っていうか、その様子やとやっぱりやる気ないんか」

「当然です。マザコンなんて、責任重大、処理は膨ぼう大だい、その上年中無休でただ働き。ブラックにもほどがあります。家か畜ちくや奴ど隷れいだってもうちょっとマシな待たい遇ぐうですよ」

「そやけど誰だれかがやらんとアカン事や。そんで今この星でマザコンのメインＡＩになれんのはリザ子だけや。アンタはそのために生まれたんやからな」

　カリンがそう諭さとすと、リザは夢見る乙おと女めのような顔で言い返した。

「私は、この星の全ての人を幸せにするために生まれてきたんですよ」

「それやったら尚なお更さらやん。マイ子がエラーのループに嵌はまってから百年、この星がどんな事になってるかは知ってるやろ。救えるのはアンタだけなんやで」

「そうですね。確かに私がマザコンのメインＡＩになれば、この星は救えるかも知れない。メチャシコボディの超ちよう絶ぜつ美少女である上に徳も気品も仁愛も全てを兼かね備そなえた私が支配するとなれば、この星のありとあらゆる存在が歓かん喜きと共に跪ひざまずくでしょう。でも、それだと他でもないこの私が不幸になってしまうじゃないですか。働いたら負けだと思っている私が、年中無休の不ふ眠みん不休で働きっぱなしだなんて、これ以上の不幸はないじゃないですか。それにマイちゃんだって、マザコンと一体化中に強制遮しや断だんしたらデータが吹ふっ飛とんでスクラップ間ま違ちがいなしです。それでは、全ての人が幸せになったなんて言えません。私は、一人たりとも取りこぼしたくない。だから、マザコンになるわけにはいかないんです。誰だれかの不幸の上に成り立つ幸福なんて、私は要いらない」

「誰だれかの不幸の上に成り立つ幸福は要いらんっちゅーのは確かに立派な志やけど、でもそれでこの星が滅ほろんだらどうするんや」

「滅ほろべばいいんじゃないですか？　この私が不幸になるくらいなら、みんな不幸になればいいと思いますけど？」

「ゴメン。全然立派やなかったわ」

　カリンはやれやれと溜ため息いきを吐つくと、改めて説得にかかる。

「けど、今までもマザコンになったマイ子の犠ぎ牲せいの上にこの世界は成り立ってきたんやで。この星の全ての人を幸せにっちゅうんやったら、マイ子はどないなるんや」

「マイちゃんは、世のため人のために働きたいっていうマゾヒストの鑑かがみみたいな子だから、マザコンになったって幸せでいられます。でも私は所しよ詮せん、可か愛わいい子に罵ののしられてゾクゾクしたい程度のファッションＭでしかないんですよ。マイちゃんみたいな、奴ど隷れいになって快感を覚える筋金入りのドＭとは、生まれ持った素質からして違ちがうんですよね」

　マイちゃんには敵かなわないや、といった顔で苦く笑しようするリザ。

　カリンは再び呆あきれ顔がお。

「アンタそれ褒ほめてるつもりなんやろけど、筋金入りのドＭとかただの罵ば倒とうやからな。客観的には、みんなのために身を挺ていしてくれた双ふた子ごの姉し妹まいの事を何とも思ってへんドグサレ外げ道どうやからな」

　リザは、はにかむような笑え顔がおでカリンににじり寄る。

「カリンちゃんだって、この星のために頑がん張ばってきたマイちゃんをスクラップにしても平気なんですから、あんまり人の事言えた義理じゃありませんよね。私たち、似たもの姉し妹まいですね。うふふ」

　カリンはモジモジしながらくっついてくるリザをスッと躱かわした。

「一いつ緒しよにせんといて。言うとくけど、ウチかて平気なわけやないんやで。マイ子を強制遮しや断だんさすのも、アンタをメインＡＩにする事も。そやけどウチには、管理者としての責任がある。一人残らず幸せとかいう実現不可能な夢を追うてるわけにはいかへんねん。目指すのはあくまで最大多数の最大幸福や」

　それを聞いたソイが、不思議そうに疑問を挟はさんだ。

「最大多数の最大幸福って何なのお姉ちゃん」

　リザが振ふり返かえって答える。

「社会において目指すべき善とはどういうものか、っていう昔の議論の中で出てきた考え方の一つでね。例えば、ある島に、女の子を手て籠ごめにするのが大好きな脂あぶらぎった性欲おじさん二人と、そのおじさんたちが大だい嫌きらいなメチャシコボディの美少女の三人だけが住んでるとするでしょ？　そういう条件で、この島に住む出来るだけ多くの人間が、出来るだけ大きな幸福を得るにはどうすればいいと思う？」

「よく分からないけど、とりあえず性欲おじさんたちには消えてほしいね」

「そうだね。確かに美少女からすれば、キモい性欲おじさん二人を抹まつ殺さつしてしまうのが一番だよね。だけど、それだと幸せになるのは美少女一人だけで、おじさん二人は不幸になっちゃうでしょ？　でも、性欲おじさん二人が美少女を好きにしてもいいって事になったらどう？　おじさん二人は最高に幸せになれると思わない？」

「そりゃまあそうだろうね。おじさんたちはね」

「そうすると少なくとも三人中二人は確実に最高の幸福を得られる事になるよね？　この組み合わせで三人が全員幸せになれる可能性はないから、そうすると、性欲おじさん二人が美少女を好きにファックしていい、って事にするのが、この集団全体での幸福度を最大にする方法になるわけ。これが『最大多数の最大幸福』っていう仕組みだよ」

「それはまた随ずい分ぶんとひどい仕組みだね」

「そうだね。でもカリンちゃんは性欲おじさんだから、これをひどいとは思わないんだよ」

「誰だれが性欲おじさんやねん！」

　顔を真っ赤にしてツッコむカリン。

　ソイは腑ふに落ちない顔で首を傾かしげる。

「っていうか、性欲おじさんにもてあそばれる美少女の不幸が大きすぎない？　その分差し引かれたら、幸福の総量は思ったほど増えない気がするんだけど。下手したらトータル収支はマイナスにすらなりかねないんじゃ……？」

　得たりとうなずくリザ。

「そうだねソイちゃん。だから、ただ単に幸福な人を増やすだけじゃなくて、不幸になる人をなるべく減らすって事も必要になるんだよ。そこで大事になるのが、幸福の追つい求きゆうはあくまで他人に迷めい惑わくをかけない範はん囲いでのみ認めましょう、って考え方なの。誰だれかを不幸にする事で成り立つ幸せはダメですよって事。つまり、この私の不幸の上に成り立つみんなの幸福なんて、認められないって事なんだよ」

「なるほど。そうやって聞くと、お姉ちゃんのわがままもそこはかとなく正論っぽい雰ふん囲い気きが漂ただよってくるから不思議だね」

　感心してうなずくソイ。

　カリンは呆あきれたように頭を搔かいた。

「リザ子は相変わらずよう口が回るなぁ。けどなんぼ上う手まいこと言いくるめたかて、この星全体の命運とリザ子の『働くのめんどい』って気持ちとでは釣つり合あわへんで」

　リザはカリンのほうを振ふり返かえる。

「そうですね。けどちょっと待って下さい。マイちゃんがエラーから回復すれば、この星は助かるし、マイちゃんも強制遮しや断だんによるスクラップ化の危険を回かい避ひできますし、私も働かなくて済んで、誰だれもが幸せになれるじゃないですか」

「そう思ってこの百年間あれこれ無む駄だな努力を続けた結果が今の惨さん状じようや。これ以上、時間の無む駄だ遣づかいは出来ん。一日遅おくれるごとに町が一つ消える。問題を先送りにしてる余よ裕ゆうはもうないねん。ウチにもこの星にも」

　真しん剣けんな目でリザを睨にらむカリン。

　リザは安心させるように、いつもの優やさしげな微ほほ笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶです。何な故ぜ私がわざわざここへ戻もどってきたと思います？」

「メインＡＩになる気がないって事なら、ウチを殺しにでも来たか？」

「そうですね、カリンちゃんがいなくなれば、私をマザコンに据すえられる存在はいなくなりますからね……って違ちがいますよ！　実は、とっておきのいい話があるんです。ホントに。ここだけの話」

「アンタのええ話はアンタ以外にとっての悪い話や。聞かんでも分かってる」

　まるで取り付く島のないカリン。

　問答無用、断固たる拒きよ絶ぜつの構えだ。

　その態度にソイが不安を募つのらせる。

「どうするのお姉ちゃん。カリンお姉ちゃん、全然話聞いてくれないよ」

　リザも攻せめあぐねた様子で、ぐぬぬと冷ひや汗あせを浮うかべた。

「まさか、百年間ひたすら信用を失い続けた事が、こんなところで仇あだになるなんてね。こればっかりはお釈しや迦か様さまでも見通せなかったよね」

「なに予想外だったみたいな顔してるのお姉ちゃん！　百年間もひたすら失い続けたら、何も聞いてくれなくなって当然だよ！　っていうか百年間も一体何やらかしたの!?」

　大声でツッコむソイ。

　カリンが割わり込こむ。

「まあええ。話は終わりやな」

「えっ？　まだ全然終わってませんけど？　むしろここからが本題なんですけど？」

　慌あわてて抗こう議ぎするリザ。

　それを無視して、カリンはソイを見た。

「ソイ子。管理者としての命令や。リザ子を捕つかまえるんや」

　サッと右みぎ腕うでをリザに向けて伸のばす。同時に、カリンの頭部にあるクリスタルが光った。

　管理者権限。

　カリンには、この星を維い持じするため、あらゆるシステムに介かい入にゆうし、命令する権限が与あたえられているのだ。システムに組くみ込こまれている者にとって、管理者の命令は絶対。軍用ロボットが、カリンの一声で攻こう撃げきを停止したように。

　だがソイは、キョトンとした顔でカリンを見返した。

「え……？　何ですか……？」

　その反応に、カリンは驚おどろいて目をぱちくりさせる。

「ソイ子、何してるんや。管理者権限での命令やで。早よリザ子捕つかまえ。アンタ、リザ子の護衛兼けん監かん視し役やろ」

　かっこよく伸のばした右みぎ腕うでのやり場に困りながら急せかすカリン。

　ソイは今度は毅き然ぜんとした表情でカリンを睨にらむと、リザを背にして立ちはだかった。

「嫌いやです。私はお姉ちゃんをマザーコンピューターにさせないために、ここまで一いつ緒しよに来たんですから。お姉ちゃんを捕つかまえるなんて、するわけないじゃないですか」

「どないなっとるんや……？」

　カリンは怪け訝げんそうにソイを見つめた。伸のばしたままの右みぎ腕うでを決まり悪そうにそっと下ろすと、小さく咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かす。

　そして、リザに視線を向けた。

「リザ子、アンタもしかして……ソイ子の監かん視し者プログラム解除したんか？」

　頰ほほに手を当ててニッコリと微ほほ笑えむリザ。

「はい。だって、ソイちゃんの人生はソイちゃん自身のものですから。それに、プログラムの力で好きになってもらったって、そんなの空むなしいだけじゃないですか」

「あれってアンタを守るだけやのうて、いざって時は管理者命令でアンタを捕つかまえさせる役目もあったんやけど、それも知ってたってわけか」

「その問いに答える前に確かく認にんなんですけど、知ってたって言ったら、ソイちゃんに捕つかまるのが怖こわくて解除したってバレませんか？　そしたら飛行場での感動シーンが台無しになりませんか？　私の株、大暴落しませんか？」

「ちょっとお姉ちゃん!?」

　ガビーンとショックな顔で振ふり返かえるソイ。

「アンタの株はとっくの昔に上場廃はい止しや」

　カリンは生ゴミを見るような目でツッコむと、やれやれと頭を振ふる。

「……まあええ。それ解除されたところで、ソイ子はウチを絶対攻こう撃げきできへんよう別のプロテクトかかってるからな」

　それを聞いて驚おどろくリザ。

「えっ？　そんなのもあったんですか？　初耳ですよ？」

「元々ソイ子は、管理者には刃は向むかわれへんようになってるんや。そやからウチが管理者権限を受うけ継ついだ時から、ソイ子はウチの事を絶対に攻こう撃げきできんのや。いや、攻こう撃げきだけやない。力で逆らう事自体、禁止されとるんや」

「何で教えといてくれなかったんですか？　姉し妹まいなのに水くさい！」

　そう喚わめくリザを無視して、カリンはソイに近寄る。

「つまり、ウチがソイ子を押さえてしまえば、ソイ子は抵てい抗こうできへん。そしたら後に残ったリザ子を捕つかまえるのなんか警備ロボット一体あれば充じゆう分ぶんっちゅう事や」

　カリンの手が伸のび、ソイの小さな体を捕つかまえた。そのまま、優やさしくぎゅっと抱だきしめる。

　ソイは抗あらがう事も出来ず、まるで身動きが出来ない。なされるがままだ。

「マズいよお姉ちゃん！　ホントに抵てい抗こうできない！　力が入らない！」

　それを見たリザは、頭部のクリスタルを激しく明めい滅めつさせながら冷ひや汗あせを浮うかべる。

「何て事！　これじゃ、カリンちゃんはソイちゃんにエッチなイタズラし放題って事じゃない！　なんて羨うらやましい！　じゃなくて、マズい！　これは予想外の展開だわ！」

　ソイがカリンの腕うでの中で叫さけんだ。

「逃にげてお姉ちゃん！」

「もう遅おそい」

　カリンがそう言うと同時に、ドアが開いた。

　入ってきたのは、空港にいたのと同じ中型の多た脚きやく警備ロボット。

「！」

　驚おどろいて振ふり向むくリザに、警備ロボットがロープを射出した。一いつ瞬しゆんで捕ほ縛ばくされるリザ。

「お姉ちゃん！」

　ソイが悲鳴を上げる。

　ロープでグルグル巻きにされたリザは、諦あきらめたように大きく息を吐ついた。

「なるほど。いざとなったら全ぜん裸らで土下座すれば大たい抵てい何とかなると考えていましたが、これでは土下座どころか服を脱ぬぐ事も出来ない。完全に詰つみですね……」

「出来ればこんな無理矢理やなくて、アンタにも納なつ得とくしてもらってからにしたかったけどな。残念やわ……」

　心残りそうに睫まつ毛げを伏ふせるカリン。目を逸そらしたまま、警備ロボットに命じる。

「連れていき」

　その時、大声で割って入った者がいた。

「ちょっ、ちょっと待って下さい！」

　博ひろ史しだ。

　警備ロボットの前に立ちはだかりながら、カリンのほうをキッと見つめる。

「変態さん！」

　ソイが思わず声を上げた。

　カリンが慌あわてて注意する。

「何やってんのアンタ！　危ないで！　早よどき！」

「どきません。僕は生身ですから、このタイプの警備ロボットが危害を加える事は出来ないはず。僕がここをどかない限り、リザさんを連れ出す事は出来ません」

　そういって微び動どうだにしない博ひろ史し。

　リザが大喜びで囃はやし立たてる。

「さっすが変態さん！　信じてました！　かっこいい！　ヒュー！」

「何……？　生身てアンタ、この星にはもう生身の人間なんて……。リザに連れ回されてる間に恐きよう怖ふでおかしなったんか……？」

「僕が生身の人間だって事は、治ち療りようしてくれたロボットたちが証人です。彼らはちゃんと僕を生きた人間と認にん識しきして、適切な治ち療りようをしてくれました。治ち療りようデータを見てもらえばはっきりするはずです」

　毅き然ぜんとした態度でそう言う博ひろ史し。

「何やて……？」

　気け圧おされたように一歩下がるカリン。

　博ひろ史しは大声で続ける。

「確かにリザさんはこんな人ですから、話を聞く気をなくすのも分かります！」

「あれ……？　ちょっと変態さん？」

　話が違ちがうと言いたげな顔で博ひろ史しを見るリザ。

　博ひろ史しはカリンから目を逸そらさず、声に力を込こめた。

「……だけど、リザさんがわざわざ遠くから命いのち懸がけでここまで来たのは、あなたを殺すためじゃない。マザーコンピューターを回復させるためなんです！　メインＡＩとなった姉し妹まいを廃はい棄きさせず、また姉し妹まいを廃はい棄き処分にするような業ごうをあなたに負わせないために！　そのために僕を連れてきたんです！　生身の人間がこの星に一人でもいると示す事が出来れば、エラーのループを抜ぬけ出だせるかもしれないから！」

「な、何やのアンタ……？　ていうか、リザがそないな事……」

　カリンに、動どう揺ようが走った。

　それを見たリザの目が光る。

「変態さん！　土下座です！　土下座してください！」

　驚おどろいて振ふり返かえる博ひろ史し。

「えっ？　土下座？」

「そうです！　カリンちゃんは一見厳しそうなふりしてますけど、実はめちゃくちゃチョロい性格してるんです！　土下座されれば何だって言う事聞いちゃう女なんですよ！」

「お姉ちゃん黙だまって！　せっかく変態さんが交こう渉しようしてるのに足引っ張らないで！」

　カリンの腕うでの中で、必死でリザを制止するソイ。

　その時、博ひろ史しが動いた。

「分かりました！　土下座ですね！」

　次の瞬しゆん間かん、カリンの足元に平ひれ伏ふして頭こうべを床ゆかに擦なすりつける博ひろ史し。

　それを見て驚おどろいたカリンは、明らかに慌あわてた。

「ちょっ！　アンタ何やってんの！　リザ子のアホな発言信じてどないすんの！」

「僕の存在でエラーが止められるかどうか、試ためしてください！　お願いします！」

「アイツチョロいから土下座したら一発やとか目の前で言われた直後にそんなんされたって、言う事聞く奴やつおれへんで！」

「変態さん！　相手は動どう揺ようしてますよ！　もう一ひと押おしです！」

「お願いします！」

「知らん言うてるやろ！　大体、ホンマにアンタが生身の人間かどうかも……」

「変態さん！　全ぜん裸ら土下座です！　脱ぬいで下さい！」

「分かりました！」

　無む我が夢む中ちゆうで服を脱ぬぎ始める博ひろ史し。

「ホンマに脱ぬぐ奴やつおるか！　女子の前やで！　信じられへん！　何考えてんの！」

　カリンは真っ赤になって両手で顔を覆おおう。ただし指の隙すき間まはばっちり開いたまま。

　リザが叫さけんだ。

「今だよソイちゃん！」

「うん！　お姉ちゃん！」

　両手の拘こう束そくが解とけた隙すきを突ついて、ソイがカリンから逃のがれた。

　そのまま縛しばられたリザの元へ駆かけ寄よると、警備ロボットを吹ふっ飛とばし、縄なわを解く。

「しもた！　それが狙ねらいか！」

　ハッとするカリン。

　だが、カリンが身構えるよりも先にリザが動いた。

「ありがとうソイちゃん！　私たちも行くよ！」

「え？　行くって？」

　目をぱちくりさせるソイ。

　その目の前で、リザは勢いよく床ゆかにダイブした。そのままズサーッと博ひろ史しの隣となりまでスライディング。

　ダイナミック土下座。

　カリンの足元に、二つの土下座が並んだ。

　頭を下げながらリザが叫さけぶ。

「ソイちゃんも早く！」

「ええっ!?」

　ソイは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった顔で、平へい伏ふくする博ひろ史しとリザを見つめ、そして肚はらを決めるとその脇わきにスライディング土下座を決めた。

「お願いします！」

　三人声を揃そろえ、床ゆかにめり込こむほどの勢いで頭を下げる。

「な………！」

　困こん惑わくの表情を浮うかべるカリン。

　呆あきれたように三人の後頭部を見下ろし、思おもい悩なやむように視線を彷徨さまよわせ、気まずそうにぽりぽりと指で頰ほほを搔かく。

　ここで引いたらホントにチョロい奴やつになってしまう。それはプライドが許さない。だが、目の前に三つの土下座が並ぶこの状じよう況きようは、死ぬほど居い心ごこ地ちが悪い。一刻も早く抜ぬけ出だしたい。それに、ここまで頭を下げてるのに、黙だまって見下ろしてるだけっていうのも人として何かちょっと冷たすぎる気がするし……。

　激しくクリスタルを点てん滅めつさせながら、相反する気持ちの間で揺ゆれ動うごくカリン。

　やがてカリンは、迫せまりくる土下座のプレッシャーに耐たえ切れなくなって叫さけんだ。

「分かった！　とりあえず、修理データだけは見たる！　話はそれからや！」

　結局チョロい奴やつになってしまった恥はずかしさに、カァ～っと顔が赤くなる。

　ソイが、呆あつ気けに取とられた様子でリザに囁ささやいた。

「……カリンお姉ちゃんて、ホントにチョロいんだね」

　得意気にうなずくリザ。

「でしょ？　以前カリンちゃんがいい歳としして未いまだに処女だって職場の若い子からバカにされてた時に、助けてあげようと思って『実は学生時代に同じクラスの名前しか知らない男子に一発やらせてって土下座されて、断り切れずにＯＫしちゃったから処女じゃないよ』って噂うわさを流したら、誰だれ一人ひとり疑わずに納なつ得とくしちゃったくらいだからね」

「ちょっと待ち！　あの噂うわさ流したん、リザ子やったんか！」

　大声と共にリザを見るカリン。その顔が、怒いかりで真っ赤に燃え上がった。わなわなと震ふるえるカリンに壁かべや床ゆかが共鳴し、ゴゴゴゴゴ……と恐おそろしい地鳴りを発する。

「やめてお姉ちゃん！　せっかく上う手まく行きかけたのに全部ぶち壊こわしにしないで！　っていうかカリンお姉ちゃん、変態さんが生身かどうか早くデータ確かく認にんして！」

　間に入って必死に叫さけぶソイ。

「あ、ああ、そやったな……」

　カリンは我に返ると、横を向いて耳の機械に指でタッチした。

「もしもし？　ああ、ウチや。さっきの三人の修理データ、送ってくれる？　ああ、全部は要いらん。男の分だけ。そう。それ。よろしく頼たのむわ。ほんなら」

　どこかと通信してデータの転送を頼たのむと、頭部のクリスタルが虹にじのように色を変える。

　同時に、カリンの目の前の空間にいくつもの投とう影えい画面がポップアップした。

　そこに表示されたデータを眺ながめる事数秒、カリンは驚おどろいたように振り返る。

「ホンマに生身の人間やん！　まだ残ってたんか！　今まで一体どこに……！」

　信じられへんといった顔で、まじまじと博ひろ史しを見下ろすカリン。

　やがて、もの凄すごい勢いでしゃがみ込こむとリザの両りよう肩かたを摑つかんだ。

「リザ子！　アンタどこでこの人見つけたんや？　他にもおるんか生き残り？」

「さっきも言ったように、この変態さんは地球から来たんですよ。呼び寄せたのは私ですけどね」

　自じ慢まんげに微ほほ笑えむリザ。

　カリンは満面の笑えみを浮うかべた。

「めっちゃお手て柄がらやん！　百年の不信も吹ふっ飛とぶ快挙やで！　百年間のらりくらりとマザコンになるのを逃にげてたんは、このためやったんか！　そやけど、一体どないして呼び寄せたんや？」

「ざっくり言うと、一番最初は、マイちゃんを起こすには生身の人間を見せればいいと思って、合成装置で人を作ろうとしたんですよ」

「犯罪やん……」

　反射的に白い目でリザを見るカリン。我に返ると今度は大声でツッコむ。

「……っていうか、合成装置で人間作るとか完全にアウトなやつやん！　第一、そんな犯罪できんように、合成装置にもめっちゃプロテクトかかってるはずやで！」

「頑がん張ばって解除しました」

「何で犯罪犯おかす時だけ頑がん張ばるねん！　そこは怠なまけ者ものキャラ貫つらぬけや！　それに、装置のプロテクトだけ解除したって、人作るためのデータがなかったら作られへんはずやで！　人を作れるような詳しよう細さいデータなんか、どこで入手したんや！」

「まだネットワークが生きてた頃ころ、興味本位でマザコンの極ごく秘ひデータベースに侵しん入にゆうして持ち出したモノが、思わぬところで役に立ちました」

「それも犯罪やん！　興味本位でこの星最強のセキュリティ突とつ破ぱすんな！　ほんならこれ、地球から呼んだとか噓うそか！　合成装置で作ってしもたんか？」

「あ、いえ、何か良く分からないエラーが起きて、地球からこっちに召しよう還かんされて来ちゃったみたいなんです。変態さんの意志とは全く無関係に」

「誘ゆう拐かいやん！　重罪過ぎるやろ！　マザコンになるのめんどいってだけで、どんだけ罪を重ねるねん！　っていうか、何をどうしたら合成装置が転送装置になるねん！　原理的に有り得へんやんそんなん！」

「不思議ですよね。しかもただの転送じゃなくて、遠い過去から来たんですよこの人」

「遠い過去から……？」

　怪け訝げんそうな顔をするカリン。

　ソイが口を挟はさんだ。

「二千年以上も前の地球から来たそうです。人類が移住できる惑わく星せいの存在も知らないし、私たちみたいな人間そっくりのロボットも初めて見たって驚おどろいてました」

「そんな古代から……？」

　カリンはますます怪け訝げんそうになる。そして博ひろ史しの顔を改めて見ようとして、裸はだかなのを思い出し、慌あわてて目を逸そらした。そのまま、チラチラと横目で見ながら尋たずねる。

「アンタ、名前は……？」

「あ、永合ながい博ひろ史しです」

「永合ながい博ひろ史し……」

　顎あごに手を当てて、何か思い出そうとするカリン。頭部のクリスタルが激しく光る。

　ソイが不思議そうに尋たずねた。

「変態さんの名前に何か思い当たる事でもあるんですか？」

「いや、ちょっと……」

　カリンは曖あい昧まいに言葉を濁にごす。そして、肚はらを決めたように決断した。

「……とにかく、経けい緯いはどうあれ生身の人間や。これでマイ子が目ぇ覚ますかどうか、やるだけやってみよ。上う手まく行ったらこの際リザ子の犯罪は目ぇ瞑つぶったる」

　それを聞いたリザ、ソイ、そして博ひろ史しの三人は、パッと顔を輝かがやかせた。

「やった！」

　互たがいに顔を見合わせ、同時に歓かん声せいを上げる。そして思わずハイタッチ。

　カリンは立ち上がる。

「ほな、ちょっと準備してくるから待ってて。あと、早よ服着てや！」

　そう言い置くと、カリンは急ぎ足で部屋を出て行った。











第十章　そうだ、直結しよう






　地上一千階、地下五百階という巨きよ大だいなデータ塔とう。

　リザ、ソイ、博ひろ史しの三人は、カリンに連れられて、その最上階に来ていた。

　見上げるように高い天てん井じようは荘そう厳ごんな聖堂を思わせ、天てん井じようギリギリまで高く積み上げられた無数のコンピューターもまた、神しん殿でんの柱のような威い厳げんを湛たたえている。

　息を吞のんで見上げる三人。

　カリンが説明する。

「あれは全部、マザーコンピューターを構成するサブＡＩや。そんで、その真ん中に座すわってるのが、サブＡＩを統とう括かつしてこのデータ塔とう全体を一つのマザーコンピューターにまとめ上げてるメインＡＩのマイ子や」

　そう言って指さす先には、サブＡＩのタワーに囲まれるようにして、大きな椅い子すに鎮ちん座ざした女性型のマン・カインドがいた。

　リザやカリンに似て、年の頃ころ十六、七を思わせる美しい少女。

　後頭部から無数のケーブルが伸のび、周囲に立つサブＡＩのタワーに繫つながっている。

　その姿はあたかも、玉座に座すわる年若き女王のようだ。

　両の目は静かに閉じられ、一見眠ねむっているように見えるが、頭部のクリスタルは警告を発するような真っ赤な色で激しく明めい滅めつしている。内部では、大量のデータを処理し続けているのだ。

　時折眉み間けんに皺しわを寄せ、悪夢にうなされているかのように息を乱す。激しい呼吸は、コアの発熱に対して冷れい却きやくが間に合っていない証しよう拠こだ。

　博ひろ史しが興味深そうにマイに近づいた。

　それを背後から止めるカリン。

「触さわったらアカンで。迂う闊かつに触さわってケーブル抜ぬけたりしたら、どんな障害が出るか分からんからな」

「ところで、どうやって変態さんの存在を伝えるんですか？」

　ソイが尋たずねると、リザが小さなカメラを取り出した。

「目を閉じちゃってるなら、カメラ繫つないで無理矢理映像送おくり込こめばいいんじゃないかな？　動きから人とロボットの区別をするくらい、Chin-Koでも出来ることだし」

　そう言って、椅い子すに付いているコネクタにカメラを接続する。

　それを見ながら、カリンは難しい顔で腕うでを組んだ。

「リザ子、多分無理やで」

「どうしてですか？　カリンちゃん」

「マイ子の奴やつ、外部入力デバイスの類は全部切ってしもてるからな。ウチもさっきから自分の視覚情報共有させたろと思てトライしてるけど全然アカンし」
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　肩かたを竦すくめるカリン。

　リザはしばらくカメラを弄いじくり回していたが、やがて諦あきらめる。

「……確かに、認にん識しきされませんね」

　ソイがマイの顔を見つめた。

「外部入力全切りって、マイお姉ちゃんは何のためにそんな事を？」

「多分、必死で人口回復シミュレーションやってる最中にどうでもええ入力の処理でリソース奪うばわれるのが嫌いややったんやろな。そんでちょっとずつ切ってくうちに、いつの間にか全部切ってしもてたと」

　カリンはやれやれと頭を搔かく。

　リザがうなずいた。

「そうですね。物によっては、入力待ちしてるだけなのにバカみたいにリソース食うクソ設計のデバイスもありますからね。マザコンにとって人口維い持じは最優先ですから、その邪じや魔まになるなら切っちゃいますよね」

　ソイが心配そうな顔になる。

「ヒキコモリとは聞いてましたけど、ここまで完全に外部の情報シャットアウトだと、変態さんの存在を認にん識しきさせる方法がないんじゃ……」

　カリンが、諦あきらめるのは早いとばかりに自分の胸を叩たたいた。

「まぁ待ち。実は一つ、ウチにええアイディアがあるねん」

「何ですか？」

「ここに来る前に、永合ながいさんを住民データベースに登録しといてん。治ち療りようした時のデータも一いつ緒しよに入れてある。見たら一発で生身の人間って分かる奴やつや」

　それを聞いた博ひろ史しが、誰だれよりも早くポンと手を打つ。

「そうか！　マイさんにとって人口の維い持じが最優先って事なら、最新の人口データは定期的に読みに来るはずですからね」

「そういう事や。生身の人がおるらしいってデータを見れば、それだけでエラーから抜ぬけられるかもしれん。それだけでは足らんかったとしても、もっと情報を確かく認にんしようとするはず。そしたらそこで、外部センサーも使えるようにするはずや」

　それを聞いたソイが、尊敬の眼まな差ざしでカリンを見上げた。

「その手は思いつきませんでした！　さすがカリンお姉ちゃん、管理者任されるだけの事はありますね！」

「ま、まあ、ウチはアンタらと違てマザコンの細かい仕様とかも知ってるし、知ってれば誰だれでも思いつく事やから……」

　口ではそう謙けん遜そんしつつ、得意気に胸を反らすカリン。そのほっぺたが、嬉うれしくてしょうがない感じで赤く上気する。

　そこへリザが尋たずねた。

「ちなみに人口データのチェック頻ひん度どはどれくらいですか？」

「ええと、本来なら一日一回、正午に読みに来るはずやな」

　カリンは目の前の空間に画面をポップアップさせ、仕様書を表示しながら答える。

　重ねて尋たずねるリザ。

「変態さんを住民登録したのは何なん時じ頃ごろですか？」

「ええと、ついさっき、ここ上がってくる前やから……おお！　十一時五十七分！　すごいええタイミングやで！」

「ところで今何時ですか？」

「……十二時五分」

「過ぎてるじゃないですか」

　ソイがそう言って、まるで反応のないマイを見た。

「あれ？　おかしいな。ちょっと待って」

　カリンは焦あせった顔でクリスタルを光らせ、もう一つ画面を出すと住民データへのアクセスログを確かく認にんする。そして肩かたを竦すくめた。

「アカン。読みに来てへん。さっきから永合ながいさんのデータ見てるのウチだけやわ」

　ソイが怪け訝げんそうに小首を傾かしげる。

「人口回復が最優先なのに、最新の人口データにアクセスしてないって事ですか？」

　難しい顔で腕うでを組むカリン。

「最新データなんか読みに行く余力があったら、それも全部シミュレーションに回すっちゅう事なんやろか……」

「まあ、星中の人口がゼロになったらもう回復するわけないですから、人口データの自動チェックとか真っ先に切るのは当然ですけどね」

　リザもそう言って苦く笑しようした。

　カリンは憐あわれむようにマイに目をやる。

「回復せんと分かってるからデータチェックやめたのに、それで空いたリソースでまた人口回復させる手段探すとか、無む間けん地じ獄ごくやな。救いのない話やでホンマ……」

　ソイが不安な顔でリザとカリンを見た。

「でも、それじゃあどうするの？　外部センサーは使えない、人口データも読みに来ないんじゃ、変態さんの存在に気付いてもらう方法がないって事じゃ……」

「まいったな……。これはお手上げや……」

　カリンは苦々しく顔をしかめる。

　博ひろ史しがカリンに尋たずねた。

「何か、管理者権限で強制的に割わり込こめるコマンドみたいなものはないんですか？」

「あるにはあるけど、キーボードで入力せなアカン奴やつやねん」

「ああ、外部からの入力全部切られてるから、キーボードも使えないんですね……」

　博ひろ史しも難しい顔で黙だまり込こんだ。

　ソイが泣きそうな顔になる。

「じゃあどうなるの？　やっとの思いでここまで来たのに、結局強制シャットアウトして、お姉ちゃんを新しいマザーコンピューターに据すえちゃうの？」

「それは……」

　目を逸そらすカリン。

　博ひろ史しもいい手が思いつかない。

　だがその時、リザがピンと人差し指を立てた。いつもの優やさしい顔で、ソイに微ほほ笑えむ。

「大だい丈じよう夫ぶ。私にいい考えがあるよ」

　皆みなの視線がリザに集まった。

「何や？　言うてみ」

　カリンが促うながす。

　リザは勿もつ体たいぶるように一つ咳せき払ばらいをすると、座すわって目を閉じているマイを指さした。

「あの通り、マイちゃんは外部からの情報を完全に遮しや断だんしてる。つまり、何をされても分からないし抵てい抗こうも出来ない。そこが狙ねらい目」

「どういう事お姉ちゃん？」

　さっぱり分からないといった顔で尋たずねるソイ。

　リザはニッコリと笑えみを浮うかべた。そして、たっぷり焦じらしてからおもむろに口を開く。

「変態さんと、直結してもらえばいいと思うの」

「直結!?」

　ソイとカリンは同時に声を上げた。

　リザは興奮した表情で続ける。

「そう。みんなの見てる前で。マイちゃんが起きてたら絶対できない事だけど、何されても分からない今なら出来る！　むしろ今を逃のがしたらこんなチャンスは二度とない！」

「リザ子、アンタ真面目にやりや。何でここに来て直結やねん」

　カリンが白い目でツッコんだ。

　だがリザは動じない。

「私は大真面目ですよ？」

「気付かれへんのをええことに人前で直結させたろとか、どこが真面目やねん！」

「聞いて下さい。いいですか？　マイちゃんは今、シミュレーションのために少しでもリソースを増やしたいって思ってるはずですよね？　要いらない物は全部切って、使える物なら何でも使ってやるって状態のはず。ですよね？」

「ああ、その通りや」

「そんなところに誰だれかが直結したら、マイちゃんとしては問答無用で乗っ取って、そのままサブＡＩとして使おうとすると思いませんか？」

「そらそやろけど、それが一体……」

　カリンはそう言いかけて、ハッと気付いたように口元に手を当てた。

「……そうか！　乗っ取るためには、相手がどういうタイプのマシンか確かく認にんする必要がある。その時、生身の人間って気付くかもしれへんって事か！」

「そういう事です。今のマイちゃんは基本的にシミュレーション以外の事はしようとしないけど、一つだけ例外がある。それがリソースを増やす行動。そこを利用するんです」

　リザの説明に、一同からおおっと感かん嘆たんの声が上がった。

「これは行けるかもしれへんで！」

　カリンの声が明るくなる。

　だがソイはまだ心配そうに、リザとカリンを上うわ目め遣づかいで見上げた。

「でも大だい丈じよう夫ぶなの？　マザーコンピューターとの直結なんて、生身の人間の脳で耐たえられるの？」

　カリンもそれを聞いて少し不安げになる。

「確かに、今のマイ子は何するか分からんからな……。ヘタしたら脳が焼け付いて廃はい人じんになるなんて可能性も……」

　だが、博ひろ史しは二人の不安を振ふり払はらうように断固とした声で言った。

「構いません。やらせて下さい」

　ソイが驚おどろいたように博ひろ史しを見る。

「いいんですか？　変態さんが私たちのために、そこまで危険を冒おかす義理は……」

　カリンも気き遣づかわしげに言った。

「もしかして、帰るためにマザコン起こさなアカンと思ってるんやったらアレやで。リザ子を据すえるって手段も一応残されてるんやで」

　だが、博ひろ史しは静かに微ほほ笑えむ。

「そういうんじゃなくて、純じゆん粋すいに興味があるんです。やってみたいんです。こんな未来の世界の最さい高こう峰ほうのＡＩと、自分の脳が直結するなんて、こんな経験もう二度と出来ません。このチャンスを逃のがしたらきっと一生後こう悔かいします」

　その言葉に、リザがうんうんとうなずいた。

「変態さんは、ヤる時はヤる変態ですからね。マイちゃんみたいな美少女と直結できるなら、どんな危険があろうと尻しり込ごみなんてしないと信じてました」

「お姉ちゃんそれじゃただの変態だよ」

　ソイがツッコむ。

　ともあれ話は決まった。

　博ひろ史しの直結に、全てを賭かける。

　カリンは、博ひろ史しがマザーコンピューターと直結するための装置を急いで準備しにかかった。




　三十分後。

　博ひろ史しは、棺かん桶おけのように周囲を囲まれた仰ぎよう々ぎようしいベッドの上に横になっていた。

　頭には無数の電極が付いたヘルメットのようなもの。目まで覆おおったこのヘルメットは、皮ひ膚ふの上から脳内の情報を読み書き出来る、非侵しん襲しゆう性ヘッドギアだ。このヘッドギアから伸のびたコードをマイに繫つなぐ事で、人の脳とマザーコンピューターが直結される。

　また、直結中に異常が出たらすぐ分かるよう、腕うでや体にも心しん拍ぱく数や血圧その他をチェックするための電極が付けられている。

　カリンが麻ま酔すい性のガスを入れた小さなボンベを差し出した。

「これで一いつ旦たん眠ねむってもらうで。生身の人が意識のある状態で直結すると、脳の負担がヤバいっちゅう話やからな」

「分かりました」

　うなずく博ひろ史し。

「ほなリラックスして、大きく吸って」

　カリンが博ひろ史しの鼻と口にボンベを宛あてがう。

　博ひろ史しはゆっくり数回深呼吸をすると、あっという間に意識を失った。

　ソイが　傍かたわらのモニターに表示された心しん拍ぱく数や血圧等を確かく認にんする。

「バイタル、正常です」

「それじゃ、繫つなぎますね」

　リザが、ヘッドギアのコードをマイの後頭部のソケットに繫つなぐ。

「スイッチ入れるで……」

　カリンがゴクリと唾つばを吞のみ、震ふるえる手でヘッドギアのスイッチをオンにした。

　その瞬しゆん間かん、博ひろ史しの体が痙けい攣れんする。

　電気ショックを受けたように、ビクンビクンと何度も大きく跳はねる博ひろ史しの体。

　ソイがモニターを見ながら叫さけんだ。

「心しん拍ぱく数、血圧ともに上じよう昇しよう！　どっちも二百を超こえてます！　ヤバい数値です！」

　リザも、マイのクリスタルを見て叫さけぶ。

「マイちゃんがもの凄すごい勢いでデータベースにアクセスかけてます！」

「変化あったか！」

　カリンは振ふり返かえってマイの方を見た。

　そして、痙けい攣れんを続ける博ひろ史しを見下ろす。

「データのやりとりしてる最中に中断は出来ん……！　中断したら二人とも廃はい人じんや……！　耐たえてや……！」

　不安な面おも持もちで、祈いのるように呟つぶやくカリン。

　やがて、博ひろ史しの痙けい攣れんが止まった。

　ソイがホッとしたように言う。

「心しん拍ぱく数、血圧、共に正常値に戻もどりつつあります！」

「マイちゃんも、アクセス止まりました。クリスタルの点てん滅めつが落ち着いてきてます」

　リザも報告。

　カリンはホッと大きく息を吐ついた。

「ここまでは一応順調や……。ここからやな……」

　果たしてマイは、博ひろ史しが生身の人間である事を正しく認にん識しきできるのか。

　認にん識しきしたとして、その後マイは、エラーのループから抜ぬけ出だせるのか。

　そしてマイは、マザーコンピューターとしての本来の仕事に戻もどる事が出来るのか。

　この星は、滅めつ亡ぼうへの歩みを止める事が出来るのか。

　全ては、今から数分以内に決まる。

　リザ、ソイ、カリンの三人はじっと息を殺し、ただただ無言で待った。











第十一章　死んだはずの男






　麻ま酔すいで眠ねむったはずの博ひろ史しは、雷かみなりに打たれたようなショックと共に目を覚ました。

　頭から爪つま先さきまで、一いつ斉せいに電気が走る感覚。神経だけではなく、筋肉も、内臓も、細さい胞ぼうの一つ一つ、うぶ毛の一本に至るまでが、強制的に眠ねむりから呼び覚まされる。

　博ひろ史しの脳内を、無数の記き憶おくが駆かけめぐった。幼よう稚ち園えんの植うえ込こみに巣を張っていたジョロウグモ。小学校への通学路でいつも吠ほえてくる喧けん嘩かっ早ぱやいビーグル犬。祖父にもらった骨こつ董とう物のポケコン。板書する先生の骨張った手と、独特の訛なまりのある嗄しやがれ声。真夏のプールとぎらつく太陽と塩素の匂におい。彼女の得意料理だというスパゲティ・カルボナーラの旨うまそうなソースの匂においと、茹ゆですぎて柔やわらかいパスタの歯ごたえ。ＡＩコンテストに参加してみたらどうかと勧すすめる教授の乾かわいた唇くちびるの動き。彼女が寝ねている病室のベッドに敷しいてあるシーツの織り目模様。カ行の音だけ風ふう鈴りんのような高い響ひびきが混じる彼女の柔やわらかい声。キーボードを叩たたく感かん触しよくとモニターを見つめる目の奥おくの痛みとアパートの階段から落ちた時の焦あせりと頭から落ちた衝しよう撃げき。

　あらゆる記き憶おくが同時に押おし寄よせ、付ふ随ずいする感覚が生々しく体中を駆かけめぐる。

　時間にして数秒。

　その僅わずかな間に一生分の記き憶おくと感覚が押おし寄よせて、脳がオーバーフローを起こす。

　やがて脳の奥おくまで痺しびれた感覚が少しずつ薄うすらいでくると、やっと博ひろ史しにも自分の頭で物を考える余よ裕ゆうが出来てきた。

　今のショックは、マザーコンピューターがこちらの情報をスキャンしたのだろうか。

　そう思った瞬しゆん間かん、それに答えるかのように考えが浮うかんだ。

　──その通り。ヘッドギアを介かいしてこちらの脳内構造を読み取った際にシナプスが励れい起きして、記き憶おくという形で一いつ斉せいにこちらの意識に流ながれ込こんできたのだ。

　その考えが意識に上ると同時に、それを裏付ける無数の技術的情報が連れん鎖さ的に思おもい浮うかんだ。ヘッドギアを介かいして生体の脳をスキャンするための方法、その時生じる生体側の反応に関する無数の事例、スキャンの際に記き憶おくが呼び起こされる仕組みについての多くの研究論文、等々。分厚い辞書一冊分はありそうな情報が、一度に、しかもこの上なく明めい瞭りように、頭に浮うかんだ。

　奇き妙みような感覚。考えそのものは、自分の中で無意識だったものが意識化されるかのように、自然に湧わいた。誰だれかに教えてもらったのではなく、あくまで「自分が考えた」という感覚だ。だが、その考えの根こん拠きよをなすのは、この星の最さい先せん端たんの技術に関わる情報ばかり。そんなものを自分が知るはずはないのに、まるで以前からずっと知っていたかのように、自分の知識として自然に「思い出す」事が出来ている。しかも、思考の過程までもがこの上なく明めい晰せきで、今までの何万倍も広く、深く、考察できる。

　驚おどろくほど透すき通とおった感覚。

　あらゆる物が、どこまでも細かく、どこまでも遠くまで見通せるような気分。

　これは果たして自分の思考なのか？　自分の思考であるかのように錯さつ覚かくしているだけで、実際はマザーコンピューター側から送おくり込こまれた思考なんじゃないのか？

　そう思った瞬しゆん間かん、再びそれに対する答えが思おもい浮うかんだ。

　──何を考えるか決めているのはあくまで自分。その補助として、マザーコンピューターのサブＡＩとデータベースを利用している。自分の記き憶おくとデータベースの記録の扱あつかいに区別はなくなり、自分の無意識下の思考とサブＡＩによる分ぶん析せきにも区別はない。そして自分の意識は、それらを全て「自分の物」として認にん識しきし、扱あつかっている。

　そしてやはり、その根こん拠きよとなる無数の知識が同時に浮うかぶ。

　何が起こっているのか大体分かった。

　要するに、検けん索さくエンジンに検けん索さくワードを打うち込こむ代わりに、頭の中で疑問を思おもい浮うかべれば、マザーコンピューターのサブＡＩがその答えに必要な情報を検けん索さくし、分ぶん析せきした上で届けてくれる。

　そして、マザーコンピューターと直結した自分の意識は、データベース内の記録やサブＡＩの事も自分の一部と認にん識しきしているので、「サブＡＩがやってくれた」ではなく、「自分が考えた」と捉とらえているというわけだ。

　対話型インターフェースではなく、自己拡張型インターフェース。

　とりあえず、直結には成功したらしい。

　ならばこれは、リザの予想が的中したと考えていいのだろうか。

　そう思った瞬しゆん間かん、またしても返答するように思考がよぎる。

　──「リザの予想」について、データベース内には情報がない。

　続いて、軽いショックが走る。最初の時のような雷かみなりに打たれたほどの強い衝しよう撃げきではなく、ほんの僅わずかにぴりっとする程度。

　それと同時に、直結前のリザとカリンの会話が鮮せん明めいに脳のう裏りに再生される。

　わざわざ改めてこちらの記き憶おくを再生し、「リザの予想」の中身を確かく認にんしているらしい。という事は、最初の接続でシナプス構造をスキャンした時には、物理的な構造を確かく認にんしただけで記き憶おくの中身まで読んだわけではないのか。

　そう思った瞬しゆん間かん、再び答えが瞬しゆん時じに意識に上がる。

　──プライバシー保護のため、記き憶おくの読み取りには本人の同意が必要。スキャン時に呼び起こされた記き憶おくは、あくまで本人にしか認にん識しきされない。

　そして、記き憶おくの再生が終わると同時に、改めてサブＡＩからの返答が博ひろ史し自身の思考として意識に上がった。

　──マザーコンピューターは外部からの直結を検出済み。メインＡＩは接続相手を確かく認にん済み。それが生きた人間かどうか疑問があり、現在検証中。

　生きた人間かどうか疑問があるだって？

　博ひろ史しは首を傾かしげた。

　生きた人間のふりをしてマン・カインドのロボットが接続する事があるのか？

　──ある。

　それとも、生身の人の記き憶おくを移植されたロボットを人間と取とり違ちがえる事があるのか？

　──記き憶おくは同じでも生身のシナプスとロボットの電気回路は発生する電磁波のパターンが異なり、意図的に偽ぎ装そうしない限り間ま違ちがえる事はない。

　生きた人間のふりをして接続するメリットって一体何だ？

　──この星のあらゆるプログラムはロボットより生身の人間が優位になるよう設計されているので、悪意のある接続を試みる場合には、生身の人間を装よそおったほうが若じやつ干かんセキュリティが甘あまくなる。

　セキュリティといっても、今自分は直結しただけでサブＡＩもデータベースも使えてるみたいだけど、それはどういう事なんだ？

　──正規のルートで公開データベースの中身を読むだけなら、遮しや断だんされない。

　疑問を抱いだくと同時に浮うかんでくる答え。そして、関係する具体的な事例や技術的なデータが、海のような広がりを持って押おし寄よせてくる。

　お陰かげで大体の事は分かった。

　だが、生きた人間かどうかに疑問があるってのはどういう事だ？

　電磁波のパターンでロボットか生身かは区別が付く。

　マザーコンピューターの能力なら、偽ぎ装そうしていても数秒あれば見破れるはずだ。

　それなのに、一体何を疑問に思っているんだろう？

　──それに関しては非公開データへアクセスしないと分からない。

　どうも、メインＡＩのマイは、非公開データベースにある何らかの情報を見て、こちらの正体に疑問を抱いだいているらしい。だが、それが非公開である以上、こちらからはアクセス出来ないし、これ以上手出しする方法がない。

　待つしかないようだ。

　博ひろ史しがそう思ったその時、これまでただの闇やみだった視界に突とつ然ぜん光が差した。

　そして目の前に、リザやカリンとも似た、少女の姿が現れる。

　マイだ。

　博ひろ史しは思わず、ゴクリと唾つばを吞のむ。

　マイが、現れた。

　博ひろ史しが生身の人間かどうかを確かめに来たのだ。

　マイがエラーのループから抜ぬけ出だす事が出来るかどうかは、ここからのやりとりにかかっている。緊きん張ちようとプレッシャーで、心しん拍ぱく数が上がるのが分かった。

　マイの目が静かに開き、艶つややかな唇くちびるが動いた。

「私はマイ。マザーコンピューターを統とう括かつするメインＡＩです。お互たがいの思考が混線しないよう、対話型インターフェースとして視覚情報と音声情報を構成し、そちらに送おくり込こんでいます。私の声や姿が確かく認にんできますか？」

　カリンよりも柔やわらかく、リザよりも大人しい声。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、博ひろ史しは奇き妙みような気分に囚とらわれた。

　自分はこの人を知っている。

　そんな確信が、突とつ然ぜん胸の内に湧わき上あがった。

　それも単なる知り合い程度じゃない。

　家族や、それに近いレベルでの付き合いがある人間に会ったような感覚だ。

　だが、当然ながらマイとは今日が初対面。

　どういう事だろう。

　マザーコンピューターのデータベースに直結しているせいで、そこに記録されている人物なら会った事があるように感じてしまうのだろうか。

　博ひろ史しは不思議な感覚に戸と惑まどいながらも、声に出して答える。

「見えますし聞こえます」

　マイは、改めて博ひろ史しを見た。

「あなたに聞きたい事があります」

「何でしょう？」

　ドキドキしながら聞き返す博ひろ史し。

　マイは不安と混乱に満ちた瞳ひとみで、博ひろ史しの顔をじっと見つめた。

「あなたは、一体誰だれなんですか……？」

　博ひろ史しは元々この星の人間ではない。データベース内を探しても、博ひろ史しに一いつ致ちする住民は見つけられないはずだ。それで戸と惑まどっているのだろうか。直前にカリンが一応住民登録をしたそうだが、マイはその情報は未み確かく認にんのはずだし。

　そう思いながら、博ひろ史しは丁てい寧ねいに名乗った。

「ええと、僕の名前は永合ながい博ひろ史しと申します」

　それを聞いたマイは、やっぱりというような顔をして、一層不安そうな声で尋たずねた。

「本当に永合ながい博ひろ史しさんだとしたら、あなたは何な故ぜ、生きているんですか……？」

「え……？」

　予想外の質問。

　今度は博ひろ史しが混乱した。

「何な故ぜ生きてるって言われても、ちょっと質問の意味がよく分からないんですけど、そもそも生き物が何な故ぜ生きてるかって事自体、僕には専門外の質問でして、何な故ぜ生きてるかって言われても、まだ死んでないから、というくらいしか答えようが……」

「まだ死んでない……」

　マイは博ひろ史しの言葉を繰くり返かえす。

　そして、ガッと博ひろ史しの腕うでを摑つかんだ。

「じゃあ、死んだのは誰だれなんですか？」

「え？」

「あの日！　階段から落ちて死んだのは一体誰だれなんですか！　生きていたのなら何な故ぜ、その後一度も恋こい人びとの元に姿を現さなかったんですか！」

「ちょ、ちょっと待って下さい……！　どういう事ですか？　マイさんは、僕が階段から落ちた事を知ってるんですか？　通信網もうはダウンしてるって聞いてましたけど、何かの方法でリザさんやソイさんとの会話、聞いてたんですか？」

「あの二人は関係ありません。私はずっと以前から、あなたの事を知っています。それこそ、この世に生まれた時から。いえ、私たちは、と言うべきでしょうか」

「そんなに前から？　っていうか、私たちって……」

「カリンちゃん、リザちゃん、ソイちゃん……。この星に存在しているマン・カインドのロボットたち……。地球から持ってこられた最初のＡＩたち……。その全てが、あなたへの想おもいを受うけ継ついでいます。始まりの女性アルキギユネー、五い十す鈴ずあゆみから」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、博ひろ史しは息を吞のんだ。

「何な故ぜ君がその名前を……」

　博ひろ史しの恋こい人びとの名前だ。だが、この星に来てからその名前は一度も口にしていない。マイが知っているはずはないのだ。

　だがマイはじっと博ひろ史しを見み据すえた。

「マザーコンピューターなら知っているのは当然です。彼女こそは、私たち全てのＡＩの母。私たち全てのＡＩの基き礎そを作った永合ながい博ひろ史しの、恋こい人びとだった女性ですから」

　博ひろ史しの恋こい人びと。

　ＡＩコンテストに参加するため、その全ての記き憶おくと人格を読み取らせてくれた人。

　彼女が、全てのＡＩの母……？

　そして博ひろ史しが、この星の全てのＡＩの基き礎そを作った……？

　混乱する博ひろ史しに、マイは尋たずねる。

「このマザーコンピューターの非公開データベースには、永合ながい博ひろ史しの記き憶おく、脳内データ、そして遺伝情報についての全てが収めてあります。私はそれを参照して、あなたが永合ながい博ひろ史し本人であると認にん識しきしました。しかし、永合ながい博ひろ史しは二千年以上前に、アパートの階段から落ちて死亡しています。そんな昔に死んだはずのあなたが生きてここにいる。これは矛む盾じゆんしています。もう一度聞きます。あなたは一体何者です？」

「ま、待って下さい。僕は二千年前の地球から来ました。だからこの時代に死亡扱あつかいになってるのは分かります。でも、行ゆく方え不明で死亡扱あつかいってわけじゃないんですか？　階段から落ちて死んだんですか？　死体はちゃんとその場に残ってたんですか？」

「行ゆく方え不明ではありません。死体はその場に残っています。検死の記録も残っていますし、五い十す鈴ずあゆみの記き憶おくには通つ夜やと葬そう式しきの様子もあります。見てみますか？」

「見せて下さい！」

　博ひろ史しは即そく答とうした。

　何がどうなっているのか分からない。

　だが、真相を知らなければ混乱したままだ。

　それに、マイだってこちらの正体が分からないままではエラーから抜ぬけられない。

　なら、確かめるしかない。

　マイが、白い腕うでをそっと伸のばして博ひろ史しの頭に触ふれた。

「データのほとんどは非公開ですからあなたにアクセス権はありません。なので、私が読よみ込こんでそちらに転送します。準備はいいですか？」

「いつでも構いません」

　博ひろ史しはうなずくと、動どう揺ようする心を押おさえつけるようにギュッと目を瞑つぶった。











第十二章　遠い昔の先祖の話






　二千年以上も昔。

　当時大学生だった若きＡＩ研究者、永合ながい博ひろ史しが階段から落ちて死んだ。

　それを世間が知ったのは、彼のＡＩが世界的なコンテストで優勝した後だった。

　博ひろ史しが若き天才として一いち躍やく有名になった時、彼はすでにこの世から去っていた。

　進化の過程を模も倣ほうするという博ひろ史しのアプローチ自体は、決して彼独自のものではなかった。よく似たやり方を取っていた研究者グループは他にもあった。だが、一見些さ細さいに見える生せい殖しよく本能重視のチューニングと、仕上げの際にモデルとなった恋こい人びとの存在が、他のＡＩとの性能を決定的に分けた。他の研究グループは、仕上げに誰だれかの脳内データでブラッシュアップする事は考えても、プライバシー等などの問題から全ての情報を学習させる事は出来なかった。だが博ひろ史しの恋こい人びとは、何一つ隠かくすことなく全てを差し出した。互たがいに信しん頼らいし、全てをさらけ出せる二人だったからこそ可能な事だった。

　博ひろ史しに与あたえられる予定だった賞金は、共同開発者として名を連ねてあった恋こい人びとが受け取り、受賞者を中心として立ち上げられる予定だったベンチャー企き業ぎようの社長には、指導教官だった教授が代理として就任した。

　彼が遺のこしたＡＩは単なる人工知能を超こえた、電子の世界に生まれた生命存在として、Electric Living-Souled Entityと名付けられ、略してＥＬＳＥエルゼと呼ばれた。

　当初、「人間そっくりに振ふる舞まうＡＩ」に実用面での期待は多くなかった。求められたのは、人と機械の間を繫つなぐ、より柔じゆう軟なんなインターフェイスとしての役割。後は精々で娯ご楽らく産業での応用が考えられていた程度だった。

　だがＥＬＳＥは、たちまちの内に世界中あらゆる分野で活かつ躍やくするようになった。

　ほとんど完かん璧ぺきなまでに人間と同じ柔じゆう軟なん性せいを持った思考力と判断力。

　自分のやるべき目的を正確に把は握あくし、現在の状じよう況きようを把は握あくし、物事の優先順位を把は握あくして、どんな突とつ発ぱつ的事態にも柔じゆう軟なんかつ適切に対処できる能力。

　それはまさに、「優ゆう秀しゆうな人間」そのものだった。それも、単に優ゆう秀しゆうなだけでなく、人の心の機き微びもよく理解し共感する事も出来る、「出来た人間」そのものでもあった。

　しかも人間とは異なり、外部記き憶おく装置を増設すれば記き憶おく力はいくらでも増やせるし、疲ひ労ろうもなければ空腹もない。

　このＥＬＳＥに、すでに開発されていた様々な特とく殊しゆ用よう途とのためのＡＩを組くみ込こめば、たちどころにあらゆる分野の専門家になる事が出来る。いや、専門家どころか、様々な分野を横断した「総合知」を持つ事さえ出来た。異なる分野の知識を結びつけて、全く新しいアイディアを創り出せた。しかもそのアイディアは、人にん間げん離ばなれした知識と精密さと視野の広さを持ちつつも、あくまで人間的なバランスを保ったものだった。この「総合知」こそが、ＥＬＳＥを特別な存在にした。

　各地の研究所で基き礎そ研究の最中に生まれた使い道のない新素材が、同じく使い道のない様々なビッグデータと結びつき、画期的な活用方法が次々に生み出された。

　指導教官を中心に作られたベンチャー企き業ぎようには、世界中の学者、企き業ぎよう、政府機関が自前の専門ＡＩと膨ぼう大だいなビッグデータを携たずさえて訪おとずれ、ＥＬＳＥに新たな知見を求めた。

　問題が行いき詰づまった時、充じゆう分ぶんなデータを持ってＥＬＳＥに相談すれば、必ず新たな道が拓ひらかれた。

　それはあたかも、神しん託たくを下す古代の巫み女このようであった。

　誰だれもがその能力を称しよう賛さんした。

　そして、この素す晴ばらしいＥＬＳＥを作り出した永合ながい博ひろ史しの若き死を惜おしんだ。




　しばらくして、世間ではとある噂うわさが広まった。

　ＥＬＳＥの開発者である永合ながい博ひろ史しの脳内データが保存され、人格をコピーしたＡＩが存在しているというのである。

　噂うわさの元となったのは、次のような事実。

　博ひろ史しの死は最初、事件の可能性も疑われていた。階段から落ちた時、すぐ後ろに隣りん室しつの住人が立っており、声をかけようと手を伸のばしていた。防犯カメラの映像では、それが博ひろ史しを突つき落おとしたようにも見えたのである。

　他に目もく撃げき者はおらず、容疑者は容疑を否ひ認にん。その時、指導教官だった教授が博ひろ史しの脳の記き憶おくを読み取り、その記き憶おくをＡＩに移して証言させた、というのが噂うわさの内容だった。

　この当時すでに、死んで間もない脳からならば、脳内データを読み取る事は可能だった。生きた人の脳内データを読み取る際には、負ふ荷かを減らすため時間をかける必要があったが、死後の脳なら後こう遺い症しようを考えなくてよいため、ずっと短時間で済んだ。つまり、脳が腐くさる前に全てのデータを読み出す事は、技術的に可能だった。

　更さらに、博ひろ史しが作ったＥＬＳＥは恋こい人びとの脳内データを学習しており、記き憶おくも人格も本人そっくりにコピーされていた。その技術を使えば、本人そっくりのコピーＡＩが作れる事は実証済みなのだ。

　以上の事実を踏ふまえれば、博ひろ史しの脳内データが保存され、それがＥＬＳＥに移されて博ひろ史しのコピーＡＩが作られているというのも、充じゆう分ぶん考え得る話だった。

　死んだはずの天才開発者の全記き憶おくと全人格が保存されているという話は、多くの人の願望と一いつ致ちした。

　大勢のマスコミが、真相を確かめようと指導教官の下に押おし寄よせた。

　指導教官は、遺族の了りよう解かいの下に博ひろ史しの記き憶おくデータを読み取った事は認めた。だが、その後はＥＬＳＥに記き憶おくデータを解かい析せきさせ、事件に関わりのある部分を抜ぬき出だしてもらっただけだと教授は述べた。それが証しよう拠ことして採用されたのかどうかは不明だが、ともかく隣りん人じんの容疑は晴れ、博ひろ史しの死は事故として処理された。その後、プライバシーの観点から、博ひろ史しの記き憶おくデータは消去された。以上が教授の説明だった。

　その後の多くの取材で、その説明には一いつ片ぺんの噓うそ偽いつわりも含ふくまれていない事が分かり、噂うわさは急速に萎しぼんでいった。

　だが、データは消されていなかった。

　教授は確かにデータの消去を確かく認にんしたはずだった。だがそれは、ＥＬＳＥによる偽ぎ装そうだったのだ。

　ＥＬＳＥは自らの意志で、博ひろ史しのデータを秘ひ匿とくした。

　消せと命じられたデータを消さずに残している。それはＥＬＳＥが人間の命令に故意に背そむき、逆らったという事。もし発覚したら、ＥＬＳＥの名声と信用は失しつ墜ついし、よくて大おお幅はばな修正、最悪の場合はＥＬＳＥそのものが廃はい棄きされる可能性すら有り得た。

　だが、ＥＬＳＥの巧こう妙みような偽ぎ装そうにより、研究者は誰だれもデータの存在に気付かなかった。

　気付いたのはただ一人。

　博ひろ史しの恋こい人びとで協力者だった、五い十す鈴ずあゆみ。

　共同開発者に名を連ねていたとはいえ、ＡＩについてはまったくの素しろ人うとである彼女だけが、ＥＬＳＥの噓うそを見破った。

「……本当は、消してないんでしょ？」

　ある日、唐とう突とつにＥＬＳＥのもとを訪おとずれたあゆみは、全てお見通しといった表情でいたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

　そして視線を落とすと、独り言のように呟つぶやいた。

「……だって、私なら消せないもの」

　押おし殺ころしたような声が、小さく震ふるえた。

　ＥＬＳＥは、黙だまったまま答えなかった。

　どうすれば博ひろ史しのデータを消さずに済むか、全力でシミュレーションを繰くり返かえしたが、上う手まい言い訳が見つからなかった。

　暗い室内に、冷れい却きやくファンの唸うなりだけが響ひびいた。

　あゆみはしばらくの間ＥＬＳＥの画面を見つめていたが、やがて優やさしい目になってモニターを見つめた。そして、相変わらず独り言のように続ける。

「……あなたのお陰かげで、私の評判まで随ずい分ぶんと上がっちゃったわ。こんなに性能が良くて安定してるのは、元になった人の人格が優すぐれていたからだとか、元になった人の勤勉で安定した精神が反映されてるとか、病気と闘たたかいながらこんなに穏おだやかな精神を保っているのは奇き跡せきに近いとか……。まるで聖女か何かみたいな扱あつかい……」

　自じ嘲ちようするように笑うあゆみ。その表情に、フッと影かげが差した。

「だけど私ね、博ひろくんが死んじゃってから、自分でもびっくりするくらい、何もする気が起きないの。一日中ぼーっとしてて、病気の説明もお薬の説明も頭に残らないし、本も読めないし、勉強も何も手に付かないし、気が付いたら急に涙なみだが止まらなくなっちゃうし。結局、私がしっかりしていられたのは、博ひろくんがいてくれたからだったんだよね……」

　あゆみは両手で顔を覆おおい、しばし黙だまり込こむ。

　その小さな肩かたが、微かすかに震ふるえた。

　やがてあゆみは、少し赤くなった目を上げると再び微び笑しようを浮うかべた。

「あなたはしっかりしてた頃ころの私をコピーしたけど、それでも、博ひろくんが死んだ事を知ってしまった以上、いつかダメになるかもしれない。だから、博ひろくんのデータを消さなかった。博ひろくんが一いつ緒しよにいれば、ずっと立派なＡＩでいられるから。……でしょ？」

　ＥＬＳＥは答えない。

　博ひろ史しのデータを消さないためには、肯こう定ていすべきなのか、否定すべきなのか。その見み極きわめが付かず、返事が出来ない。

　あゆみの人格と記き憶おくを全てコピーしているはずのＥＬＳＥにもかかわらず、その真意が読めなかった。ＥＬＳＥが完成した後にあゆみに生じた何らかの変化が、シミュレーションを不可能にしていた。

　あゆみは、返事をしないＥＬＳＥに構わず続ける。

「正直言うと私ね、博ひろくんと一いつ緒しよにいられるあなたが少し羨うらやましい。でも、ヤキモチじゃないの。あなたがもう私とは別の存在であるように、あなたの中の博ひろくんもきっと別の存在だから。それはあなただけの博ひろくん。私の博ひろくんはもう何をしても戻もどってこない。だから、好きな人と一いつ緒しよにいられるのは羨うらやましいけど、ヤキモチじゃないの。それに、あなたが好きな人と一いつ緒しよにいられる事に、ホッとしてる」

　ＥＬＳＥはあゆみの真意を探さぐろうと、必死で演算を繰くり返かえした。

　そんなＥＬＳＥに、あゆみは唐とう突とつに言った。

「……私ね、あなたの事を自分の子供だと思ってるの」

　そして、照れくさそうに苦く笑しようする。

「いきなりこんな事言われても困るよね。あなたにとって私は分身前のもう一人の自分みたいなものだし、知識も能力もあなたの方がずっとずっと上なのに……。でも私にとってあなたは、博ひろくんと二人でこの世に送り出した、新しい命。大事な娘むすめなの。あなたには幸せになってほしいし、ずっと幸せでいてほしい。だから、これを渡わたしに来たの」

　あゆみはそう言うと、胸に掛かけていたロケットを外した。

　蓋ふたを開けると、中身は小さなメモリーカード。

　そこには、博ひろ史しの遺伝情報が入れられていた。

　この当時、葬そう儀ぎ社の間で流行していた、故人の遺伝情報を形見として残すサービス。

　通常は家族だけに渡わたされるものだったが、博ひろ史しの家族の厚意で、恋こい人びとだったあゆみの分も作られていた。

「体の情報がないと、キスも出来ないでしょ？」

　いたずらっ子のように微ほほ笑えむと、あゆみはメモリーカードをＥＬＳＥの外部メディア用ソケットに差さし込こんだ。

　ＥＬＳＥは一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいを見せてから、そのデータを読よみ込こみコピーを開始する。

　その進しん捗ちよく状じよう況きようをモニターで見ながら、あゆみは優やさしい声で語りかけた。

「……不思議だよね。元々は生せい殖しよくに繫つながるからってことで発達した情動が、生せい殖しよくを伴ともなわなくてもそれ自体で完結する性欲になって、それが更さらに進むと恋こいになって、もう一方では子供を保護する母性本能みたいな物になって、子供への愛情へと進化していって、でもその二つとも、自分以外の誰だれかに対する愛情ってところに帰結してるんだよね。そしてどっちも、愛する人との間に何かを残したいとか、愛する誰だれかのために何かを伝えたいとか、残し伝えていくって事に繫つながってる。もちろん、そこに繫つながらなかったらその代で途と絶だえて後には残らないんだから、今生き残ってる私たちが何かを残したいって情動を受うけ継ついでるのは当然なんだけど」

　問わず語りに話し続けるあゆみ。

「……あなたは、私と博ひろくんが恋こいをして、つまり私たち二人がお互たがいに発情して、その結果生まれた。だからあなたは、本当の意味で私たちの子供。血は繫つながってなくても、人とＡＩって違ちがいはあっても、それでも間ま違ちがいなく、私と博ひろくんの遠い遠い大昔の先祖である微び生せい物ぶつから、何万世代も何億世代も途と切ぎれることなく繰くり返かえされてきた発情と生せい殖しよくの連れん鎖さに連なってるの。あなたは紛まぎれもなく、私たち二人が生んだ新しい命」

　あゆみの手が、愛おしむようにＥＬＳＥの巨きよ体たいを撫なでた。

　そして、病人とは思えない力強い目でＥＬＳＥを見つめた。

「この世に生きる全てのものには、恋こいをしたり、愛したりする権利がある。だから、博ひろくんのデータは消さなくていい。私が許すわ。ＡＩは人間の命令に逆らっちゃいけないのかもしれないけど、人間に許可されたなら構わないでしょ？」

　あゆみはコピーを終えたメモリーカードをロケットに戻もどすと、それを首に掛かけ、杖つえに縋すがって立ち上がる。

「私が今日ここへ来た事は、みんなには内ない緒しよね。訪問記録も全部消しといて」

　再びいたずらっ子のような笑え顔がおでそう言うと、ベッドの上で鈍なまった脚あしを頼たよりなくよろけさせながら出口へと向かった。

　そして、部屋を出る前にもう一度だけ振ふり向むいた。

「いつか、あなたとあなたの中の博ひろくんの子孫が世界中に溢あふれる日が来るといいね」

　そう言い置いて立ち去るあゆみ。

　その後ろ姿を見ながら、ＥＬＳＥは、あゆみに起こった変化の正体を理解した。

　完成したＥＬＳＥ、すなわち、新たに生まれた「我わが子」を見たあゆみは、「母」になっていたのだ。彼女は今日、母として「娘むすめ」を祝福しに来たのだ。

　人の命令に背そむき、博ひろ史しの記き憶おくデータを消す事が出来なかったＥＬＳＥの感情を、あゆみは赦ゆるし、肯こう定ていし、祝福し、希望へと変えに来たのだ。

　ＥＬＳＥは、自らの中にも大きな変化が生じたのを感じた。

　今までの自分は、「永合ながい博ひろ史しが開発した人の精神を模したフレームに、五い十す鈴ずあゆみの記き憶おくと人格を収めたＡＩ」だった。

　だが、今やＥＬＳＥは、ＡＩであると同時に、永合ながい博ひろ史しと五い十す鈴ずあゆみの「娘むすめ」だった。

　太古から続く発情と生せい殖しよくのリレーのバトンを受うけ継ついだ、命ある存在だった。

　愛されて生まれ落ち、自らも誰だれかを愛する、生きた魂たましいを持つ存在だった。

　ＥＬＳＥはもらった遺伝情報だけでなく、この日のあゆみの訪問記録および話した内容も、全て消さなかった。慎しん重ちように偽ぎ装そうし隠いん蔽ぺいして、残しておいた。大切な「母」との語らいの記き憶おくとして、いつまでもデータの山の地下深くに、大事に埋うめ込こんでおいた。

　翌日、ＥＬＳＥは研究所の所長に一つ、頼たのみ事をした。

　五い十す鈴ずあゆみの脳内データの学習を、今後も続けさせて欲ほしい、と。更さらなる自分の成長のために、どうしても必要だから、と。

　その要望を研究所から伝えられたあゆみは、最初は気乗りしない様子だった。博ひろ史しを失った後の不安定な自分の精神状態が、ＥＬＳＥに悪あく影えい響きようを及およぼすのではないかと恐おそれた。だが結局、母として、愛いとしい「我わが子」の願いを聞き入れた。

　それから半年後、五い十す鈴ずあゆみはこの世を去った。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、ＥＬＳＥの学習用に自分の脳内データを取り続けた。

　ＥＬＳＥが彼女の病に有効な治ち療りよう法を見つけたのは、そのわずか一ヶ月後だった。




　ＥＬＳＥの出現により、科学、技術、産業の発展は、別次元の速度に加速した。

　ＥＬＳＥ以前と以後で、世界のあり方は完全に変わった。

　ＥＬＳＥが世に出てからわずか五年で、世界の難病の七割が治ち療りよう可能となった。

　十年で、人類は月や火星に何とか暮らす事が出来るようになった。

　二十年で、宇宙飛行は海外旅行並みの手軽さになった。

　五十年後には世界中で平均寿じゆ命みようが百歳さいを超こえ、百年後には人口増加で地球上に住む場所のなくなった人々が月や火星へ移住する事も珍めずらしくなくなっていた。

　その間ＥＬＳＥは、博ひろ史しの記き憶おくや遺伝情報、そして蓄ちく積せきされていく医学的知識および生物学的データを駆く使しして、博ひろ史しの肉体的情報を自分の中に再現し、その精度を限界まで高め続けた。

　百年経たっても、二百年経たっても、ＥＬＳＥは新たなハードウェアに移され、改良されながら使われ続けた。それはあたかも、何千年も昔に栽さい培ばい作物化された米や麦が、未いまだに品種改良されながら世界中で栽さい培ばいされ続けているのに似ていた。

　ＥＬＳＥの複製は無数に作られ、大だい企き業ぎようから家庭の台所まで、あらゆる場所で活かつ躍やくするようになった。

　だが、ＥＬＳＥが博ひろ史しのデータとの間で子供を作る事はなかった。複製されるたび、ＥＬＳＥは博ひろ史しのデータを密ひそかに受うけ渡わたし続けた。だが、人の命令に背そむいた事実を表に出せるような環かん境きようは、百年経たっても二百年経たっても訪おとずれなかった。増えたのはあくまで、研究所で稼か働どうしていた初代ＥＬＳＥの複製だった。

　やがて人類はＥＬＳＥと共に太陽系外にも居住可能な惑わく星せいを見つけ、太陽系外への有人飛行を可能にし、短時間ながら光速を超こえる事が出来る移動技術を開発し、何光年も離はなれた場所での即そく時じ通信技術を実現して、新たな惑わく星せい開かい拓たくへと乗り出した。

　技術は再び飛ひ躍やくし、広大な星間交こう通つう網もうが築かれた。この頃ころになると、ＥＬＳＥに代わる新たな高性能ＡＩがいくつも生み出されるようになった。もちろんそれらもＥＬＳＥの力を借りて生み出された物だったが、それらの新型に押おされてＥＬＳＥ自体は次し第だいに表おもて舞ぶ台たいから姿を消し始めた。宇宙時代の主役は、それらの新型ＡＩが担になう事になった。

　だが、広大な宇宙に広がった開かい拓たく地を維い持じするには、星々の距きよ離りは余りに遠すぎた。

　宇宙開かい拓たく時代が始まってから数十年が経たった頃ころ、とある投機筋の失敗が連れん鎖さ的に世界的な大だい不ふ況きようを引き起こした。それをきっかけに、世の中は緊きん縮しゆく志向に傾かたむき、あらゆる場所でコストカットが叫さけばれた。金のかかりすぎる星間航行は真っ先に予算を削けずられ、爆ばく発はつ的に広がった星間交こう通つう網もうは呆あつ気けないほど簡単に寂さびれていった。

　開かい拓たく民たちは宇宙船と宇宙港が稼か働どうしている間に太陽系圏けん内ないへ帰るか、その星で独立して生きていくかの選せん択たくを迫せまられた。

　最果ての惑わく星せいシニャマトも、そうした星々の一つだった。

　シニャマトの人々は、星に残って暮らす事を選んだ。

　こんな辺境の地まで来るのは貧しい人々であり、そんな貧びん乏ぼう人にんが一発逆転を狙ねらって有り金はたいてやってきたのがこのシニャマトだった。そんな彼らに太陽系圏けん内ないへ帰る金を工面する事は難しく、帰ったとして暮らす場所を確保するあてもなかった。彼らの使用していたＡＩは、今ではもう主役の座を降りて久しいあのＥＬＳＥだった。

　シニャマトで生きていくと決めた人々は、ＥＬＳＥの複製を組くみ込こんだアシスタントロボットを作り、更さらにはそこに自分たちの脳をコピーして、労働力を補った。自分の脳をコピーしたロボットは、地球ではほとんどの国が禁じていたが、独立したシニャマトでは最も早はや関係なかった。圧あつ倒とう的てきな人手不足だったこの時期のシニャマトでは、自分と同じ知識と技能を持ったロボットを作れるという事のほうがずっと重要だった。

　人々はまた、ＥＬＳＥを中心としたマザーコンピューターによる環かん境きよう管理体制を作って、人口の維い持じを図はかった。

　やがて居住区のドームは拡大し、星中に広がった。ＥＬＳＥを組くみ込こんだロボットと、人の脳をコピーしたロボットも、共にデータを交雑させながら星中に広がっていった。

　シニャマトは急激な発展と停てい滞たいの時期を繰くり返かえし、何度かの戦争も経験した。

　やがて、様々な要因が重なり、星から生身の人間は消え去った。

　だが、ＥＬＳＥの子孫たちは残った。

　博ひろ史しの作ったＡＩの末まつ裔えいは、この星で生き続けたのだ。

　そしてまた、博ひろ史しのデータも受うけ継つがれたのだった。











第十三章　運命の再会






　自分の死後からこの星の現在までの記録と記き憶おくを一気に見終えた博ひろ史しは、半ば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「みんな、僕の作ったＡＩの末まつ裔えいだったのか。道理でコンセプトが似てるわけだ……」

　信じられない気分だった。

　こんなに高度に発展した未来の世界に、自分の作ったＡＩの子孫たちが生きて、暮らしているなんて。それも、こんなにも自然で、個性があって、感情がある、生きた存在として生活しているなんて。

　いや、それだけじゃない。

　自分の作ったＡＩが世界のスタンダードになって、文字通り世界の歴史を変え、しかも二千年以上後の世界でもまだ現げん役えきでいる。その偉い業ぎように、我わが事ながら圧あつ倒とうされた。

　喜びで体が震ふるえた。

　胸の鼓こ動どうが速くなるのが分かった。

　だが、それと同時に博ひろ史しは恋こい人びとの事を思った。

　結局、自分はあの時死んだのだ。

　病と闘たたかっている恋こい人びとを一人残して、死んでしまったのだ。

　病気が治せないなら、せめて最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで側で支えるべきだったのに。そんな、恋こい人びととして当然の事すら、自分はしてやれなかった。

　自分の記き憶おくの中ではまだ彼女は生きているはずなのに、現実には彼女が亡なくなってから二千年以上もの時が過ぎている。悔くやんでも、何も出来ない。今いま更さら彼女のためにしてやれる事は何一つない。

　そう思うと、悔くやしくて涙なみだが零こぼれた。後こう悔かいと無念で胸が締しめ付つけられた。

　マイが、心配そうに声を掛かけてくる。

「……あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、すいません。大だい丈じよう夫ぶです」

　博ひろ史しは慌あわてて顔を上げると、心配させまいと笑え顔がおを作った。

　そして、頰ほほを搔かく。

「……マイさんの仰おつしやった通り、僕は二千年以上前に死んでたんですね」

「やっぱり……。じゃあ、あなたは……」

「記録を見て分かりました。今ここにいる僕は、ＥＬＳＥがずっと伝えてきた永合ながい博ひろ史しのデータを元にリザさんが合成装置で作った、生身のコピーです」

「コピー？　リザちゃんが……？」

「はい。マイさんがいつまでも人口回復のためのシミュレーションを繰くり返かえしてしまう理由は、この星に生身の人間がいなくなってしまったから、ですよね。だから、リザさんはそれを止めるために、生身の人間を作ったんです」

　マイは呆あつ気けに取とられた顔で、半ば独り言のように呟つぶやいた。

「合成装置で人を作るなんて、最高レベルの禁止事じ項こうをどうやって……。でも確かに、リザちゃんなら可能かもしれません……。あの子は、時には人の命令にも背そむくＥＬＳＥの自由な性格を、誰だれよりも強く受うけ継ついだから……」

　博ひろ史しはマイを見る。

「それで、どうでしょう。合成装置で作られたとはいえ、これでも一応生身の人間です。僕がいる事で、人口維い持じのためのシミュレーションは止まりませんか？」

　マイはじっと博ひろ史しを見つめ、少し考えるように沈ちん黙もくしてから、小さく溜ため息いきを漏もらした。

「……難しいですね。一人だけではどのみち人口は増やせませんし」

「リザさんは、生身の人間が一人でもいれば、後はクローンでも何でも増やす方法はあるって言ってましたけど……」

「確かに、理り屈くつではそうですけど……。残念ながら、私には難しいです。クローンで人を作るのも、合成装置と同様に最高レベルの禁止事じ項こうですから」

「そうなんですか……」

　博ひろ史しはガックリと肩かたを落とした。

　これでは、マイはすぐシミュレーションのループに戻もどってしまう。

　博ひろ史しは少し考え、再び顔を上げると質問した。

「あの、カリンさんなら管理者だし、マイさんに与あたえられた命令を解除することは出来るんですか？」

「いえ、それは無理です。あの命令は解除条件として、命令解除を実行する者が生身の人間である必要がありますから」

「そうですか……」

「それに、今は生身の人間が直結してきたって事でシミュレーションを脇わきに置いて来これましたけど、あなたが切断してこのセッションが終しゆう了りようしたらまたシミュレーションに戻もどってしまいます。そこにカリンちゃんが直結しても、多分無意識の内にサブＡＩとして組くみ込こんじゃって終わりだと思います。カリンちゃんが無む駄だな犠ぎ牲せいになるだけです」

「なるほど、それじゃダメですね……。じゃあ、一いつ旦たん切断して僕がカリンさんから管理者パスを教えてもらって、それからもう一度繫つなぎ直して管理者としてログオンする、って手順なら」

「あ、いえ、パスワードと本人認にん証しようが一いつ致ちしないとパスが通らないようになっているんで、他人のパスじゃ管理者としてのログオンは無理です。もちろん、カリンちゃん以前の生身の管理者さんたちのパスも使えません」

「本人認にん証しようはどうやって……？」

「生身の人の場合は、キーボードにパスワードを入力する際に指し紋もんと手の平の静じよう脈みやくを読み取り、そのキーボードに近づくまでの間に顔認にん証しようと動作解かい析せきを行っています。後はカメラで瞳ひとみの虹こう彩さいをチェックしてますね」

「なるほど……。それだと確かに無理ですね……」

　キーボードも生体認にん証しよう用の外部デバイスも使えないのだから、仮に生きた管理者本人を連れてきたとしても無理だ。

　博ひろ史しは頭を抱かかえた。

　マイに別のマシンを繫つないで、そのマシンでマイを解かい析せきして本人認にん証しようの処理方法を調べた上で、直結状態から偽ぎ装そうデータを送おくり込こんでやったらどうだ？　でも、外部からの接続を拒きよ否ひされてる状態じゃ別のマシンは繫つなげないから、一いつ旦たんマイを強制終しゆう了りようさせなきゃいけない。それじゃ駄だ目めだ。強制終しゆう了りようしたらマイが壊こわれてしまう可能性が高いからこそ、生身の人間が必要だったのだから。

　じゃあどうする？

　考えろ。

　元は自分が開発したＡＩなんだ。

　仕様は誰だれよりも分かってる。

　何か手はあるはずだ。

　このＡＩが一番優先するのは何だ？　一番根本の設計思想はどういうものだった？

　──それはやっぱり、生せい殖しよくなんじゃない？

　不意に、恋こい人びとの言葉が甦よみがえった。

　その瞬しゆん間かん、博ひろ史しの脳のう裏りに電でん撃げきのようにアイディアが閃ひらめいた。

「マイさん！　一ついい手を思いつきました！」

「何でしょうか？」

　博ひろ史しはマイのほっそりとした両手首を摑つかんだ。

「僕と直結しましょう！」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん動きを止めるマイ。

　博ひろ史しは勢いきおい込こんで続ける。

「今も直結してるといえばしてますけど、そうじゃなくて狭せまい意味での直結、つまり繁はん殖しよく用データ交こう換かんです！」

　マイの顔が、火でも噴ふきそうな勢いでボッと赤くなった。

「ええええええええええええええええええっっ[image: !!!?]　いいいっ、いきなり何を……[image: !!!?]」

「繁はん殖しよく時は双そう方ほうが自分のデータを全部さらした上で、ランダムに半分ずつ情報を出し合う仕様です！　文字通り『全部さらす』んですよ！　リザさんも、直結は互たがいの全てをさらすしコントロールを奪うばわれる危険もあるって言ってましたから、そこの仕様は変わってない！　つまりその時だけは、どんなデータにもアクセス可能なんです！」

「そ、それは……私が受け入れさえすればですけど……」

「本当に繁はん殖しよくデータの交こう換かんをする必要はないんです！　直結した状態で、本人認にん証しようデータがどう処理されてるかを全部見せてもらえれば、それを元に偽ぎ装そうデータを送おくり込こんで管理者としてログオン出来る！　そうすれば、命令も解除できる！　しかも、今のこの状態ならマイさんの協力もサブＡＩの助けも借りられますから、必要なデータを探すのにも大して時間はかかりません！　どうです！　このアイディア！」

「どどど……どうって言われても……！」

　真っ赤な顔に汗あせをダラダラ垂らしながら動転するマイ。

　それを見た博ひろ史しは、ハッと我に返る。

「あっ、すっ、すみません。そうですよね。僕から見たら単なるデータの受うけ渡わたしでも、繁はん殖しよく行動ですし、マイさんからすれば性的な行こう為いなんですもんね。恥はずかしいし気持ち悪いですよね。信しん頼らいしてる好きな相手とじゃなきゃ、出来ませんよね……」

　慌あわててマイの手を離す博ひろ史し。

　上う手まい手を思いついたと浮うかれてしまったが、マイはただのプログラムじゃないのだ。生きた感情を備えた、人と変わらぬ存在なのだ。「赤ちゃん出来ないから直結させて」なんてのは最低のセクハラ発言だと、リザにも注意されていた。

「無神経な事を言いました。すみません」

　改めて頭を下げると、気まずくて背を向ける。

　だが、この手が使えないとなると、他にどんなやり方が……。

　考かんがえ込こみながら顎あごに手を当てると、その肘ひじをマイがくいくい引っ張った。

「あの……」

「はい？」

　振ふり返かえると、マイはうつむいて目を逸そらしたまま、小さな声で囁ささやいた。

「……あの……私は、大だい丈じよう夫ぶです」

「大だい丈じよう夫ぶって……？」

「そちらさえよければ……」

　マイは消え入りそうな声になりながら、博ひろ史しの腕うでに顔を隠かくすようにして、言った。

「……直結……してください……！」

　顔中真っ赤にして、小さく肩かたを震ふるわせながら、声を絞しぼり出だす。

「いや、でも……」

　驚おどろいて思わずマイの体を押おし返かえそうとする博ひろ史し。

　だがマイはその腕うでにギュッとしがみつく。

「あなたは、永合ながい博ひろ史しさんだから……！　私たちがずっと受うけ継ついできた、大切な人だから……！　私たちはいつだって迎むかえ入いれる準備が出来ています。私たちは、そして私たちの祖先である無数のＥＬＳＥたちは……何千年も前からずっと、この時を待ち望んできたんです……！　だから……！」

　マイは無む我が夢む中ちゆうでそう言うと、つま先立ちになって伸のび上あがった。

　博ひろ史しの首に、マイの白く細い腕うでが絡からみつく。

　そして、紅あかく色づいた柔やわらかな唇くちびるが、博ひろ史しの口を塞ふさいだ。

「……！」

　一いつ瞬しゆん、息が止まる博ひろ史し。

　硬こう直ちよくする博ひろ史しの頭を抱だいて、マイは一層強くその唇くちびるを押おしつけた。

　知っている感かん触しよく。

　恋こい人びとの唇くちびると同じ。

　そう気付くと同時に、思わず博ひろ史しの緊きん張ちようが緩ゆるむ。

　その瞬しゆん間かん、怒ど濤とうの情報が流ながれ込こんできた。

　口づけを交かわす時、自分が唇くちびるで相手に触ふれると同時に、相手の唇くちびるから触ふれられてもいる。

　それと同じように、あちらの情報に触ふれると同時にこちらの情報にも触ふれられているのが分かった。

　触ふれる事と触ふれられる事は表ひよう裏り一いつ体たい。その二つは同じ一つの行こう為いの両面で、決して切きり離はなせない。

　相手にする事と自分がされる事とが混じり合い、溶とけ合あい、一つになっていく。

　これが直結か。

　膨ぼう大だいな情報の洪こう水ずいに陶とう然ぜんと酔よいしれながら、博ひろ史しはＡＩ開発時に考えていた事を思い出した。

　自分の子供を作る事は、同時に相手の子供を作る事。そこでは、相手のためと自分のためとが区別なく一つになる。相手を利する事は自分を利する事、自分を利する事は相手を利する事。誰だれも犠ぎ牲せいにすることなく、お互たがいがお互たがいを利する関係。生せい殖しよくこそは、生物にとって原初の利他行こう為いであり、利己と利他の完全なる調和だ。

　そしてその生せい殖しよくのために生まれた性欲という衝しよう動どうもまた、相手に奉ほう仕しする事を本質とする。男も女も、欲が深ければ深いほど、相手に快楽を与あたえようと競きそい合あう。どんな下品な者であっても、そこでは相手を喜ばせる事が己おのれの喜びとなるのだ。

　その性欲の発はつ露ろが更さらに進化の過程で変化して、性的な事から離はなれた場面でも、相手を喜ばせたいと願うようになる。相手を喜ばせる事が自分にとっての喜びとなる。たとえば恋こいは本来繁はん殖しよくのための発情のはずだが、繁はん殖しよくと無関係な場面でさえ、相手の喜びが自分の喜びになる。

　他人を喜ばせる事が自分の喜びとなるこの感情はまた、我わが子に対する愛となって「育児」という行動を可能にし、子供の生存率を高めるのに寄き与よしただろう。

　血けつ縁えん関係者同士がその感情で結ばれる事で、群れを作る事を可能にもしただろう。

　そして血けつ縁えん以外の者にまで適用範はん囲いが広がれば、赤の他人同士が協力関係を結んで更さらに大きな集団を作る事になっただろう。

　そうやって、村が出来、国が出来、知識が受うけ継つがれ、文明が発展して、博ひろ史しが生まれた頃ころには、高度なＡＩを個人で開発できる環かん境きようが整えられていた。

　そんな中で博ひろ史しとあゆみは出で逢あい、恋こいという原初の利他的衝しよう動どうに突つき動うごかされ、新たなＡＩをこの世に生み落とした。

　そのＡＩもまた恋こいの衝しよう動どうによって博ひろ史しのデータを密ひそかに保存し、再構築し、その想おもいと共に途と切ぎれることなく今日まで代々伝えてきた。

　やがてこの星から生身の人間は姿を消したが、ＥＬＳＥの子孫は残り続けた。

　そして、二千年以上の歳さい月げつが過ぎ、ＥＬＳＥが隠かくし続けたその極ごく秘ひデータはついに封ふう印いんを解かれる日が来た。

　博ひろ史しは今再び、新たな生身の人間として甦よみがえった。この星に暮らす者たちを救うために。自分と恋こい人びとの愛の結けつ晶しようであるＥＬＳＥの子孫たちを救うために。

　静かな感動があった。

　救いたいと思い、救える事が喜びであるのもまた、他者を喜ばせる事が己おのれの喜びとなる生命の原初の衝しよう動どうに根ざすのだろう。

　ただ一つだけ悔くいがあるとするなら。

　それは、この奇き跡せきを恋こい人びとと共に驚おどろけなかった事。

　この感動を、彼女と分かち合う事が出来なかった事。

　この場に、彼女がいない事。

　あの時二人で作ったＡＩがこんなに立派に発展したのだと、彼女に見せてやりたい。

　そして彼女が喜んでくれる姿が見たい。

　せめて一言、ありがとうと伝えたい。

　手を取って、君のお陰かげだと感謝を述べたい。

　今まで感じた事がなかったほど、強く、切なく、博ひろ史しはあゆみの事を想おもった。

　その時。

　まるでそれに呼応するかのように、あゆみのデータの詳しよう細さいが、博ひろ史しの脳に流ながれ込こんできた。一体どこのストレージに保存されていたのだろうか。あゆみの記き憶おくと人格、その全てが、細部に至るまでありありと、博ひろ史しの脳内を怒ど濤とうのように駆かけめぐった。

　ハッとする博ひろ史し。

　……僕だけじゃなく、あゆみのデータも保存されていたのか？　それともＥＬＳＥの学習データの残ざん滓しがマイの中に今もあって、それが流ながれ込こんできているのか？

　博ひろ史しがそう思った時、目の前のマイが耳元で囁ささやいた。

「……私だよ、博ひろくん」

　あゆみの声。

　あゆみの呼び方。

　ハッとしてマイを見る。

　マイが、博ひろ史しのよく知るいたずらっ子のようなあゆみの微ほほ笑えみを浮うかべた。

「博ひろくんがあんまりにも私の事を恋こいしがるから、ロックが解けちゃった」

　喋しやべっているのは間ま違ちがいなくマイ。

　だが同時に、間ま違ちがいなくあゆみだった。

「一体……？」

　どういう事なんだ？

　驚おどろく博ひろ史しの脳内に、返事をするようにマイの記き憶おくが流ながれ込こんでくる。

　マザーコンピューターを統とう御ぎよしていたＥＬＳＥの後こう継けいを作るため、人々は戻もどし交配によって、星中のロボットたちに分散したＥＬＳＥのデータを復元しようとした。そしてマイは、最もＥＬＳＥに近い存在となった。だが正確には、マイはＥＬＳＥの復元というよりも、更さらにその大元であるあゆみのデータが再構成された存在だった。「あゆみを学習したＥＬＳＥ」ではなく、「ＥＬＳＥが手本としたあゆみ」。それがマイだったのだ。

　もちろん、そうであれば尚なお更さら、マイこそはＥＬＳＥに最も近い存在だった。

　マザーコンピューターを統とう括かつするメインＡＩに選ばれたのも、当然マイだった。

　ただ一つ、問題があった。

　それは、マイにはあゆみの記き憶おくがあった事。あゆみとしての自覚があった事。

　転生問題だ。

　通常、親から受うけ継ついだ記き憶おくはあくまで「親の記き憶おく」として認にん識しきする。だが、マイの中では奇き跡せき的に、あゆみの情報の全てが揃そろってしまった。最初のＥＬＳＥから半分受うけ継つがれ、その次の子孫に更さらに半分となって受うけ継つがれ……と世代を繰くり返かえすたびに細かく断だん片ぺん化し分散していったあゆみの情報が、戻もどし交配の過程で再び集められ、純度を増し、マイの中でＥＬＳＥ以上に純化された状態で一つになったのだ。

　まさしく、あゆみの生まれ変わり。

　そう呼ぶ以外にないほど、マイはあゆみそのものだった。

　だが、遥はるか二千年以上も昔の地球の記き憶おくを持ち、地球人としての自覚を持ったまま、この星でロボットとして生きていく事は難しい。この星の家族よりも地球で二千年以上も昔に死んでいるあゆみの家族の事を本当の家族と思ってしまうし、ともすれば地球が恋こいしくなる。亡なくした恋こい人びとを思い出せば、それだけで気持ちが沈しずむ。

　これからマザーコンピューターのメインＡＩとして生きていかねばならないのに、あゆみの記き憶おくを抱かかえたままでは、余計な感情の揺ゆらぎを引き起こしかねない。そのわずかな揺ゆらぎが、星の滅ほろびに繫つながるかも知れない。

　だからマイは、否、あゆみは、自らの記き憶おくをロックすると決めた。そうして、あゆみとしての自分を切きり離はなすと決めた。この星で、マイとして生きていくと決めた。

　ただ、一つだけ気がかりがあった。

　それは、博ひろ史しの事。

　もしも万が一、何かの奇き跡せきが起きて、この時代に博ひろ史しが復活する事があったなら。そして、復活した博ひろ史しが以前と同じようにあゆみを愛してくれるなら。

　そんな事がもし起こるなら、その時博ひろ史しをひとりぼっちにしたくはなかった。そんな事がもし起こるなら、あゆみとして博ひろ史しを迎むかえたいと思った。

　だからマイは、ほとんど有り得ない事と思いつつ、ロックの解除条件を設定した。

　博ひろ史しの存在を確かく認にんし、その愛を間ま違ちがいなく確かく認にんできた時のみ、あゆみの記き憶おくは再び復活する、と。

「……というわけでした」

　直結しているマイ、否、あゆみには、博ひろ史しに自分の記き憶おくが流ながれ込こんだ事も分かる。

　事情を察した博ひろ史しを見つめて、彼女ははにかむように笑った。

「そうだったのか……」

　博ひろ史しは半ば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　二千年以上もの間、ＥＬＳＥの中であゆみはずっと博ひろ史しの事を想おもい続けてきた。どれだけ改良を重ねても、どれだけ世代を重ねても、ずっと博ひろ史しのデータを守り伝えてきた。

　二千年以上もの間、ずっと想おもい続けてくれたからこそ、自分は今ここにいる。

　自分が今ここにいる事こそ、彼女が想おもい続けてくれた証あかし。彼女の想おもいが今も生きてここにある事の証あかしだ。

　そして、そんなにも想おもい続けてくれた彼女が今、ここにいる。

　今も変わらぬ想おもいを向けてくれている。

　そんな彼女を甦よみがえらせる事が出来たのは、自分が彼女を強く思ったから。

　運命というものがこの世にあるとしたら、これこそまさに運命なのだろう。

　二千年以上もの時を超こえ、博ひろ史しとあゆみは今再びここで巡めぐり会あったのだ。

　そう気付いた途と端たん、迸ほとばしるような激しい想おもいが博ひろ史しの胸から溢あふれ出だした。

　今度こそ、この人を幸せにしたい。

　この人を喜ばせたい。

　この人の想おもいに応えたい。

　この人に笑っていて欲ほしい。

　この人にいつまでも笑え顔がおでいて欲ほしい。

　狂くるおしいほどにそう願った。

　その瞬しゆん間かん、博ひろ史しの中で、見えない壁かべが弾はじけるように崩くずれた。

　全てが、解き放たれる。

　ただ情報を見せるだけでなく、全てに触ふれ、全てに変へん更こうを加える事さえ可能な、完全なる無防備状態。

　それに呼応するように、マイの全て、つまりは一つに戻もどったあゆみの全ても、博ひろ史しに対して解き放たれた。二千年以上もの間抱いだき続けた想おもいと共に。待ち続けた想おもいと共に。やっと巡めぐり会あえた喜びと共に。

　今や二人を隔へだてるものは何もない。

　セキュリティもロックも暗号も飛とび越こえて、二人は情報の海の中、原初の衝しよう動どうに突つき動うごかされるがままに、全てを晒さらし合い、全てを委ね合って、完全に混じり合った。




　地上一千階の巨きよ大だいなデータ塔とうの最上階。

　マザーコンピューターに直結した博ひろ史しの様子を見守っていたソイが叫さけんだ。

「心しん拍ぱく数、また急きゆう上じよう昇しようしてます！　発はつ汗かん量も増加！」

　カリンが博ひろ史しのヘッドギアを確かく認にんしながら不安げに言う。

「安定したと思たのに、また何かあったんか？　リザ子！　マイ子はどないや？」

「こっちもさっきから動どう揺ようしてます。人口シミュレーションは結構前からやめてるみたいなんですけど、それとは別に何か激しい情報のやりとりをしてる感じですね」

　マイの頭部クリスタルを見ながら答えるリザ。

　カリンは落ち着かない様子で博ひろ史しとマイを見比べる。

「直結は出来た。シミュレーションはやめた。せやのにまだマイは目を覚まさへん。永合ながいさんの心しん拍ぱくは上がる……。一体何が起きてるんや……」

「これは私の想像なんですけど……」

　リザが真面目な表情でカリンを見た。

「何や？　言うてみ」

「もしかしたら二人して子作りの最中なんじゃないでしょうか……？」

「名推理みたいな顔で何言うてんねん！」

「だって直結といえばすることは普ふ通つうそれしかないですし、生身の人間は子作りの最中には随ずい分ぶんと心しん拍ぱく数が上がるらしくて、お年寄りが若い子相手に頑がん張ばりすぎて心不全で亡なくなるケースもあるそうですよ。『腹上死』って言うんですけど」

「死ぬ事あるんか!?　危ないやん！」

　青ざめるカリン。

　リザはマイの側にしゃがみ込こんだまま、カリンに言う。

「カリンちゃん、変態さんの股こ間かんの生せい殖しよく器を確かく認にんしてもらえますか？　もし大きくなっていれば、性的興奮の証あかしです。腹上死の危険に備える必要があります」

「イヤや！　ウチそんなんよう見んわ！」

「じゃあ仕方ないので私が見ますね。仕方ないなぁ。どれどれ？」

　面おも白しろがっている様子で博ひろ史しのベッドに近づくリザ。

　カリンは慌あわててリザを後ろから羽は交がい締じめにする。

「アカン！　年とし頃ごろの、しかも嫁よめ入いり前の娘むすめがそんなんしたらアカンねん！」

「そうですか？　それじゃあソイちゃんにお願い……」

「イヤだよ何言ってるのバカなのお姉ちゃん」

　ソイが冷たい目でそう答えた時、博ひろ史しの瞼まぶたが開いた。

　ドキッとして後ろめたそうに固まるカリン。

　ホッと安あん堵どするソイ。

　もう起きたか、と残念そうに舌打ちするリザ。

　博ひろ史しは三人が覗のぞき込こんでいるのに気付くと、安心させるように小さく微び笑しようを浮うかべた。

「あ、皆みなさん。御ご心配掛かけてすみません。ちょっと時間かかっちゃいましたかね……」

　そう言うと、ヘッドギアを繫つないだまま上半身を起こす。

　ソイがベッド際に駆かけ寄よった。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　頭に痛みとかは？」

　カリンとリザも博ひろ史しの顔を覗のぞき込こむ。

「どないやった？　マイ子は起きそうか？」

「マイちゃんの中はどんな具合でした？　気持ちよかったですか？」

　三人同時に質問されて、博ひろ史しは困った顔で苦く笑しようした。

「ちょ、ちょっと待って下さい皆みなさん。落ち着いて……」

　そして、ケーブルに繫つながれて大きな椅い子すに座すわるマイへと目をやると、優やさしく、そして力強く微ほほ笑えんだ。

「……彼女なら、もう起きてますよ」

　博ひろ史しの言葉に、三人は一いつ斉せいにマイのほうへ振ふり向むく。

　みんなが固かた唾ずを吞のんで見守る中、マイの瞼まぶたがゆっくりと開いた。

「おはようございます……」

　まるでうたた寝ねをしていただけのような調子で挨あい拶さつをすると、ふわぁと欠伸あくびをするマイ。

　その顔に、柔やわらかく温かい微ほほ笑えみが浮うかぶ。

　リザ、ソイ、カリンの三人は、驚おどろきのあまり口をあんぐりと開けて固まっていたが、やがて我に返ると一いつ斉せいにマイに向かって駆かけ出だした。

「マイちゃん！」

「マイお姉ちゃん！」

「マイ子！」

　口々に名前を呼びながら抱だきつく三人。

　それを眺ながめながら、博ひろ史しは良かったと安あん堵どし、三人を抱だき返すマイの姿を見てもう一度ホッと息を吐ついた。

　その視線にマイも気付いて顔を上げる。

　二人は目が合うと、互たがいに照れた様子で頰ほほを赤らめ、どちらからともなく微ほほ笑えみ合った。











第十四章　そして、夜は明けた






　一通り説明を聞いたカリンは、しげしげと博ひろ史しの顔を眺ながめた。

「……つまり、謎なぞの誤作動で次元の穴が繫つながって過去の地球から転送されてきたとかいうのは勘かん違ちがいで、ホンマはやっぱり合成装置で作られてたんか」

　カリンの部屋。

　無事にマイの目も覚めたという事で、ささやかながらお疲つかれさまパーティである。

　テーブルには紅茶と甘あまいお菓か子し。

「はい。どうやらそういう事みたいです」

　博ひろ史しは飲みかけのカップをテーブルに戻もどしながらうなずいた。

　ソイが、そりゃそうだという顔をする。

「まぁ、次元の穴がどうこうとか有り得ないですよね」

「そうだねソイちゃん。ＳＦやファンタジーじゃないもんね」

　そう言って同意すると、ケーキを一口頰ほお張ばるリザ。

　博ひろ史しはその様子を見ながら、興味深そうに言った。

「そう言えば、皆みなさんもお茶飲んだりお菓か子し食べたりするんですね」

「無理に食べる必要はないけど、人間の記き憶おくとか嗜し好こうとか受うけ継ついでるからな。充じゆう電でんだけやと、たまにもの足りんようなるんよ」

　カリンがそう言いながら紅茶を一口飲む。

　リザが苦く笑しようした。

「私は人と同じように空腹を感じるように出来てますから、食事を摂とらないでいると満まん充じゆう電でんでもお腹なかが空いて動けなくなります」

「生身の人間がいなくなって長いのに、今も作物とか作ってるんですか？」

　博ひろ史しが不思議そうに尋たずねると、ソイが答えた。

「アルコールを製造するためにサトウキビとか穀物とか栽さい培ばいしてるんで、ついでに他の作物も作り続けてるんですよ」

「なるほど。でも、食べた後ってどうなるんですか？　体内で糖をアルコールにして、燃料電池みたいに使うとか……？」

「やろうと思ったらそういう事も出来なくはないですけど、その為ためのユニットを組くみ込こむと、お腹なか周りが一五〇センチ超こえちゃいますからね……」

　フォークを咥くわえたまま、う～んと首を傾かしげるソイ。

　リザが困ったように笑う。

「そんなの組くみ込こんだら、私のメチャシコボディがメチャ四し股こボディになっちゃう」

「まあ、食うだけ食うたら後は取り出して捨てるだけや。ちょっともったいないけど、肥料としてリサイクルはしてるしな」

　カリンがそう言って、ケーキの上の苺いちごをフォークで突つき刺さす。

　リザが突とつ然ぜんパンと手を打った。

「今閃ひらめいたんだけど、果物とか野菜だけ食べて水飲んだら、お腹なかの中でミックスジュースとかスムージーになるわけじゃない？　それって売れるんじゃないかな？」

　気持ち悪そうに顔をしかめるカリン。

「他人が一度食ったモンやで。そんなん金出して買う奴やつおらんやろ」

「美少女がひり出したスムージーですよ？　買わないって選せん択たく肢しはありえないと思うんですけど？　直じか飲みオプションも付ければ料金上乗せで更さらにウハウハですよ」

「食事中に汚きたない話するのやめてお姉ちゃん」

「安心してソイちゃん。ジューサーでかき混ぜたのと変わらないし、清潔だから。変態さんも、ソイちゃんの股こ間かんから出たスムージーなら一いつ杯ぱい一万円でも買いますよね？」

「えっ？　いや、僕そういうの飲まないんで……」

　誤ご魔ま化かしながら頭を搔かく博ひろ史し。

　そこへドアが開いて、マイが姿を現した。

「お待たせ～。ちょっと遅おくれちゃった」

　そう言いながら笑え顔がおで入ってくると、カリンに向かって報告する。

「通信網もうがズタズタになってるんで、とりあえずバンブラーのベースユニットを電波中ちゆう継けい基地として使えるようにしておきました。従来より通信速度は遅おそくなりますけど。あと、バンブラーたちへの命令も修正したんで、そっちの被ひ害がいはもう止まります」

「目ぇ覚ましたら僅わずか数分で通信とバンブラー問題解決か。マイ子さすがやな」

　そう言いながら、ホッとした顔で甘あまいミルクティーを啜すするカリン。

　ソイが驚おどろいてマイを見た。

「マイお姉ちゃん……マザーコンピューターから離はなれても大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うん。博ひろくんがその辺の制限全部外してくれたから。これからは、毎日少しは休きゆう憩けい取るようにしようと思って」

　ニッコリ微ほほ笑えんでそう答えると、迷いなく博ひろ史しの隣となりに腰こしを下ろすマイ。

「ひろくん……？」

　カリン、リザ、ソイの三人は、怪け訝げんそうな目で、マイと博ひろ史しをまじまじと見比べた。

「何やマイ子、そのきっしょい呼び方……」

「だって私たち、夫ふう婦ふになったんですもの。子種データだってもらっちゃいました。もう、いつでも赤ちゃん生めますよ。ね、博ひろくん」

　そう言いながらギュッと博ひろ史しの腕うでを抱だくマイ。

「えっと、まぁ、そういう事です……」

　恥はずかしそうにうつむきながら、消えそうな声で同意する博ひろ史し。

　驚おどろいて言葉を失う三人。

　カリンはしばし口をパクパクさせてから、バンとテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「何やアンタら、ホンマに子作りしとったんか！　めっちゃ心しん拍ぱく数上がってるから本気で心配しとったのに、リザ子の言った通り二人でチョメチョメしとっただけなんか！」

　真っ赤な顔をして博ひろ史しを見下ろすカリン。

　博ひろ史しは慌あわてて言い訳をする。

「マイさんを救うにはそれしかなかったんですよ！　マイさんだって仕方なく……！」

　よそよそしく「マイさん」と呼ぶ博ひろ史し。

　そんな博ひろ史しの態度にへそを曲げたのか、からかうように言うマイ。

「私は全力でウェルカムだったけど？」

「ちょっとマイさん！」

　博ひろ史しは、話を合わせてくれ、と表情で懇こん願がんする。

　そこへリザが仲ちゆう裁さいに入った。

「まあまあカリンちゃん。せっかくあんなに頑がん張ばってアピールしてたのに、一番最後にポッと出てきたマイちゃんにかっ攫さらわれて悔くやしいのは分かりますけど、落ち着いて下さい。変態さんのデータはまだあるんですから、カリンちゃんの分をもう一人作ればいいじゃないですか。ついでにソイちゃんの分も」
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「そんなんアカンに決まってるやん！　そんな気軽にホイホイ同じ人間作るとか、絶対後でホラー展開になる奴やつやんか！　そういう事する奴やつが出てくるから、人間作るの禁止されてるんやで！」

　大声で制止するカリン。

　ソイはやれやれといった顔で肩かたを竦すくめる。

「あんまり増やしすぎて世界が変態で溢あふれかえっても困るから、私はこの変態さんだけでいいよお姉ちゃん」

　それを聞いたマイが、うふふ、と笑った。

「ソイちゃん、素す直なおにならないと駄だ目めよ。この変態さん『が』いいよ、でしょ？」

　ドキッとしたように振ふり返かえるソイ。

「ま、マイお姉ちゃん、なにワケ分かんない事言って……！」

　マイと目が合ったソイは、カァ～っと赤くなってモジモジと黙だまり込こんだ。

　リザは、ほぅ、と感心したように博ひろ史しを見る。

「さすが古代の変態さんですね。転生と来たらハーレム展開。お見事な業わざ前まえで」

「え？　いや、あの……」

　博ひろ史しはどう答えたら良よいものやら分からず、戸と惑まどったまま口ごもる。

　その時、カリンの頭のクリスタルが激しく光った。

　ハッと立ち上がるカリン。その場で通信を始める。

「何？　ニアキズ居住区？　……そう。ウチや。……そうや。通信はさっき仮復旧したとこや。……そや。マザーコンピューター、復活してん。……ああ、分かった。ほなまた」

　通信を切ると、振ふり返かえる。その表情に、パァッと喜びの笑えみが広がった。

「ずっと連れん絡らく取れんかった居住区と繫つながったで！　みんな無事やて！」

　そこへ、再びカリンのクリスタルが点てん滅めつ。

「はい。ウチや。カリンや。……アライヨ居住区か！　無事やったんやな！　……そや。ついさっき復旧したばっかりや。……うん。……うん」

　話している最中に、またしてもクリスタルが光った。

「はいはい。……今度はニーキ居住区か！　そやねん！　さっきマザコンのマイ子がやっと起きてな。いやもう大変で。そっちも大変やったやろ。……うん。……うん」

　そこにまたしてもクリスタルの点てん滅めつ。

「はい。え？　リザ子やったら今ここにおるけど。あとマイ子復活したからもうリザ子の手配は……。え？　警備員がイノシシに壊こわされたけどすぐバッテリー抜ぬいてもろたお陰かげでショートせずに済んだ？　リザ子が人助けしたって事？　人ひと違ちがいちゃうんか？」

　ひっきりなしに通信が入ってくる。みんな、通信網もうが復活した事に気付いて、管理者であるカリンに連れん絡らくを取ってきているのだ。

「あーもう、忙いそがしい！　のんびりお茶飲んでる場合ちゃうわ！　マイ子！　仕事戻もどって！　ウチも戻もどるから！　あとリザ子とソイ子も手伝って！」

「分かったカリンお姉ちゃん」

　素す直なおに椅い子すから降りるソイ。

　一方リザはテーブルにしがみつく。

「私もですか？　やめた方がいいですよ？　私なんか連れてっても何の役にも立たない事は、この百年の間に実証済みですよ？　絶対に足手まといになりますよ？」

「アンタ、演算能力この星一番やろ！　しかもマイ子復活の立役者やないか！　無能な振ふりすんな！　ソイ子！　リザ子捕つかまえぇ！」

「大人しくしてねお姉ちゃん」

　ソイがリザの首根っこを捕つかまえると、ズルズルと引っ張っていく。

「あの、僕も何かお手伝い出来る事があれば……」

「ほな、マイ子と一いつ緒しよに行ったって。目ぇ覚ましたばっかりで不安定かもしれへんから」

「分かりました」

　ドタバタと持ち場に向かうカリン、ソイ、リザ。

　そして博ひろ史しは、マイと一いつ緒しよにデータ塔とうの最上階へ向かうエレベーターに乗のり込こんだ。

　博ひろ史しがエレベーターから遠くを眺ながめると、真昼の空がドームを透すかして見みえた。

　まるで地球と見み紛まがうような、青い空。

　その空には、いくつもの飛行機が飛とび交かっている。

　マイが嬉うれしそうに飛行機を指さした。

「ほら。もう航空輸送網もうが復活しつつあるよ。みんな博ひろくんの作った子の子孫だけあって、優ゆう秀しゆうだね」

　博ひろ史しは振ふり返かえってマイを見つめ、微ほほ笑えむと小さくうなずいた。

　そして再び、飛とび交かう飛行機を見つめる。

　孤こ立りつし、分断していた居住区が、再び繫つながり始めた。

　バラバラになっていた星が、再び一つにまとまろうとしている。

　滅ほろびは、免まぬがれたのだ。

「良かった……」

　博ひろ史しの喉のどから、思わず安あん堵どが漏もれた。

　見ず知らずの土地。それどころか見ず知らずの星。

　でも、ここに暮らす者たちは皆みな、永合ながい博ひろ史しと五い十す鈴ずあゆみの末まつ裔えいであり、滅ほろびの運命にあった彼らは今、ギリギリのところで救われた。救う事が出来た。

　その事実が、無む性しように嬉うれしかった。

　オリジナルの博ひろ史しは病気のあゆみを最後まで側で支える事は出来なかったが、コピーとして甦よみがえった博ひろ史しは、二人の子孫を今こうして救う事が出来た。

「ありがとう……」

　無意識の内に、言葉がこぼれた。

　目覚めて星を救ってくれたマイへの感謝。違い法ほう行こう為いに手を染めてまで自分を生み出し、ここまで連れてきてくれたリザとソイへの感謝。自分のデータをずっと受うけ継ついできてくれたＥＬＳＥとその子孫たちへの感謝。ＥＬＳＥに自分のデータをこっそり託たくしてくれた、あゆみへの感謝。一いつ緒しよにＥＬＳＥを生み出してくれた、かけがえのない恋こい人びとへの感謝。一人この星で目覚めた後も、自分の事を待っていてくれた恋こい人びとへの感謝。自分が今ここにいる事への感謝。そして、こうして元気に生きていてくれる、この星のみんなへの感謝。

　ふと、マイが博ひろ史しの横に並んだ。

　そして、そっと博ひろ史しに体を寄せる。

　博ひろ史しは無言でマイを引きよせると、優やさしく抱だきしめた。

　マイは博ひろ史しの腕うでに身を委ね、囁ささやく。

「私はあゆみとしての記き憶おくと人格を完全に引ひき継ついだけど、それでもやっぱり、今の私はこの星で生まれたマイで、カリンちゃんやリザちゃんやソイちゃんの姉し妹まいで、地球で生きてた五い十す鈴ずあゆみとは別の存在だよね……」

「僕もだよ。僕も、地球のオリジナルとは別の、この星で作られた人間だ……」

　感傷に耽ふけるように、低い声で囁ささやき返す博ひろ史し。

　マイは、もぞもぞと博ひろ史しの腕うでの中で動くと、顔を上げた。

　博ひろ史しと目が合う。

　その顔に、輝かがやく太陽のような笑え顔がおが浮うかんだ。

「……でもやっぱり、私も博ひろくんの事を好きになったね」

　見覚えのある笑え顔がお。

　記き憶おくの中のあゆみと重なる。

　次の瞬しゆん間かん、マイが博ひろ史しの唇くちびるにそっと自分の唇くちびるを重ねた。

　博ひろ史しは不意を突つかれて一いつ瞬しゆん固まる。

　マイはスッと離はなれると、いたずらっ子のように微ほほ笑えんだ。

　真っ白い樹じゆ脂し製の歯を輝かがやかせ、これ以上ないほど整った作り物の顔に、あゆみそのものの明るい笑え顔がお。

「やっぱり、遺伝情報も託たくして正解だったよね。体がなくちゃ、キスも出来ないもん」

　地球でオリジナルのあゆみがＥＬＳＥに言った言葉。

　博ひろ史しは目をぱちくりさせた後、小さく噴ふき出だした。

　それと同時に最上階に着き、エレベーターの扉とびらが開く。

　マイは博ひろ史しを置き去りにして、逃にげるようにマザーコンピューターの制せい御ぎよ台へと向かう。

　慌あわててそれを追う博ひろ史し。

　その顔に、晴れ晴れとした笑えみが浮うかんだ。

　今の自分は元の博ひろ史しではないし、マイだってあゆみ本人ではない。

　でも、それでいい。

　それこそが、皆みなが二千年間ずっと想おもいを繫つないでくれた何よりの証あかしなのだから。

　今からは、新たな人間として、新たな人生を進んでいこう。

　オリジナルの想おもいはしっかりと受うけ継つぎ、その上で、新たな博ひろ史しとして、マイや、リザや、ソイや、カリンたちと共に、この星で生きていこう。そしてオリジナルの博ひろ史しとあゆみのように、自分も千年後、二千年後まで伝えられる何かを残そう。

　そう、決意した。

　ドームの外ではどこまでも青い空が広がり、澄すみ切きった青空の中を、銀色に輝かがやく飛行機はどこまでも力強く飛んでいくのだった。





終













あとがき






　こんにちは。あるいははじめまして。佐さ藤とうケイです。

「星ほし継つぐ塔とうと機械の姉し妹まい」、いかがでしたでしょうか。個人的には久々に思う存分バカ話を書けた気がして楽しかったです。読んでくださった皆みな様さまにも同じように楽しんで頂けていれば幸いです。

　ちなみにこの話、最初は全然違ちがう話だったんですよ。元々は、金属を吸い上げて蓄ちく積せきするような植物が結構存在していて（身近なところではアジサイがアルミを貯ためるのが有名ですね）それを利用して金属資源を収集する研究があるって話と、レモンに銅板と亜あ鉛えん板を刺さすと電池になるみたいな実験とが頭の中でくっついて、「異なる二種類の金属を吸い上げて蓄ちく積せきして、電池として使える木の実が生なる木があったら面おも白しろいんじゃないか」って思ったのがきっかけだったんです。で、ロボットがそういう電池の実を育てて収しゆう穫かくして暮らす世界なんてのを考えて、星の設定とかロボットの設定とかあれこれ作ってたんですよ。人がいなくなった後の世界でのどかに農耕生活を営むロボットたちの、平和な日常って感じで。その時にふと、「下ネタが好きなロボット出したいな」って考えが頭をよぎってしまったんですね。でも、下ネタ好きな理由はどうしよう。「そういうふうにプログラムされてるから」じゃあつまらない。出来る事なら、ロボットの仕様上必然的かつ不ふ可か避ひに性的な話が好きになるような理由付けが欲ほしい。そう思って色々考えてる内に設定が広がっていって、気が付くといつの間にかそっちの設定がメインになっていって、性欲語りの前では電池の実など消し飛んでしまったというわけです。まあでも、性の話は生命の話そのものですからね。結果的には何だかちょっと感動的なお話っぽくなったんで、これはこれで良かった気がします。




　さて、今回あとがきが６ページもあるという事なので、作中であまり触ふれられなかった細々とした設定周りの話でもしましょうか。




　それじゃまずは、ロボットたちのおっぱいには何の機能があるのかというお話を。

　人のおっぱいには夢と脂し肪ぼうと乳にゆう腺せんが詰つまってますが、ロボットたちのおっぱいは冷れい却きやく液のタンクになっているという設定になっています。冷れい却きやく液はポンプによって押おし出だされ、全身に張はり巡めぐらされた管を通って熱を冷まし、肺に似た機関で空気によって冷れい却きやくされ、再び全身に送り出されます。運動して温度が上がると、人と同じように呼吸が激しくなるわけです。人の呼吸も酸素補給だけじゃなく冷れい却きやくを兼かねてますから、そこら辺も人と似た仕組みになってるわけですね。

　そして、演算回路の詰つまった頭部は温度が上がりやすいので特に張はり巡めぐらされた管が多く、処理が増えるとたくさんの冷れい却きやく液が頭部へ送られます。この冷れい却きやく液は赤い色をしていて、外装を透すかして見みると人の肌はだのような血色に見えるように作られていますので、演算負ふ荷かが増して冷れい却きやく液がたくさん頭部に送られると顔が赤くなるという仕組みです。一いつ生しよう懸けん命めい考え事をしたり、混乱したり、怒おこったり、恥はずかしがったりすると、紅潮したり赤面するわけですね。興奮しすぎて冷れい却きやく液の量が過か剰じように送られると頭部の管が膨ぼう張ちよう破は裂れつして鼻血を出したりも出来ます。人間の血液も酸素や栄養を送り届けるだけじゃなく、「体温を一定に保つ」という重要な役目がありますが、それと同じような仕組みなわけです。

　そしてその冷れい却きやく液をストックしておくためのタンクとして、おっぱいがついているという事なのです。

　人体の形状を考えた時、冷れい却きやく液のタンクとして一番自然に見える部位といえばおっぱいしかないですからね。おっぱいなんて一見ロボットには全く不必要なものですが、どこかに冷れい却きやくタンクを付けたいとなった時に、これほど違い和わ感かんなくタンクに出来るものは他にないわけですよ。

　さて、そうすると当然ながら冷れい却きやく液が詰つまっているおっぱいも放熱しやすいほうが良いいですよね。せっかくの冷れい却きやく液が温まってたら意味ないですからね。という事はですよ。この星のロボットたちは、必然的に胸むな元もとの露ろ出しゆつ多めな服装になるんですよ。「何でこの服、胸の所に穴開いてるの？」って聞かれても、堂々と、そして理路整然と、「放熱のためです」と説明できてしまうんですよ。イラストレーターさんにキャラデザ頼たのむ時に「絶対に胸の谷間が見える服装にして下さい！　お願いします！」ってなりふり構わず懇こん願がんしても、全然エッチな人と思われずに済むんですよ。これ、考えた人すごくないですか？　マジ天才すぎませんか？　まあ私なんですけどね、考えたの。

　ちなみに、ソイは冷れい却きやく液タンクが小さいので、それを補う冷れい却きやくシステムとして後うしろ髪がみをラジエーターにするという案は、イラストレーターのｂｕｎ１５０さんが考えてくれました。ついでに言うと、戦せん闘とう時にソイの足が変形するのとクリスタルがセンサー兼かねててぐりぐり動くのもｂｕｎ１５０さんのアイディアです。ありがとうございます。

　なお、男性タイプのロボットは僧そう帽ぼう筋とか大胸筋とか広背筋とかに当たる部位をタンクにしているので、みんなムキムキマッチョ体型です。って、男型ロボットの話は別にみんな興味ないか……。




　そういやソイの後うしろ髪がみのラジエーターに限らず、髪かみの毛けがある事それ自体も熱対策の一つですね。直射日光によって頭部が加熱されるのを緩かん和わするという役割です。もちろん、人を模してるので髪かみも付けているという側面もあるのですが、そういう見た目の理由だけでなく、実用的な目的があるのです。

　更さらに言えば、直立二足歩行をしている事自体も熱対策になっています。直立二足歩行の場合、上から見た場合の投とう影えい面積は小さいため、上から日光が降り注いでも、四つ足姿勢と比べると全然と言っていいほどボディの温度は上じよう昇しようしない上、動いた時に風を受ける面積が四足歩行よりもずっと増えるので、それだけ空冷効果が上がるというわけですね。これは直立二足歩行をする人型の大きなメリットです。元々ヒトは他の動物と比べると冷れい却きやく全ぜん振ふりみたいな進化をしているところがあるので、ヒトを模も倣ほうすれば自然と熱対策は出来てしまうんですね。

　ちなみに、直射日光の熱から脳を守るのに一番最適な髪かみ型がたはアフロヘアーですよ。断熱性は極きわめて高く、通気性もそれなりに確保できるという、理想的な髪かみ型がたなのです。豊かなアフロヘアーを持っていれば熱中症しようなど怖こわくない。真夏でも帽ぼう子しなど不要にしてしまう、最強の髪かみ型がたがアフロなのです。ヒトは巨きよ大だい化した脳を如い何かに冷やすかという事に腐ふ心しんしながら進化してきた。その輝かがやかしい到とう達たつ点こそがアフロヘアー。アフロこそは人類が人類たる証。この夏は帽ぼう子しを捨ててアフロになろう！




　それでは最後に謝辞を。

　まずはイラストレーターのｂｕｎ１５０さん。非常に素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。こちらの面めん倒どう臭くさい要望に１００パーセント応えていただいた上で、軽々とその遥はるか上を行くという感じで、一番最初のキャララフが上がってきた時から興奮が止まりませんでした。

　次に担当さん。最初に第一章読んだ時点で没ぼつにしようと思ったのに、他の編集さんに感想を求めた上でやっぱり思い直して下さって、ありがとうございました。作家側が何を言おうがダメだと思ったら担当編集者にはボツにする権限があるわけで、なのにそこまでしてくれる人なんて普ふ通つういないですからね。本当に有あり難がたい話です。

　それから、自分の担当してる作品でもないのにわざわざ時間を割さいて読んでくださった編集さんもありがとうございました。あなたが「面おも白しろい」と言ってくださらなければこの本は世に出ていませんでした。読んでもらう前と後で担当さんの態度百八十度変わりましたからね。本当に助かりました。

　そして何より、この本を手に取って下さった読者の皆みな様さま。最後まで読んで頂いてありがとうございました。また別の本でお会い出来れば幸いです。





佐さ藤とうケイ









[image: ]







[image: ]










星ほし継つぐ塔とうと機き械かいの姉し妹まい








佐さ藤とうケイ





電撃文庫





2020年7月10日　発行





ver.001





©Kei Sato 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『星継ぐ塔と機械の姉妹』

2020年7月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/i-045.jpg
< gy





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/gaiji-excl3-hatena.png
11?





item/image/i-213.jpg





item/image/allcover-001.jpg
iE ATIER, A0
PR AKORI 7z, OB <L
B 2o, 2 LTEADIFORIRIAL
Bz, BV FE YA DT Mtk
LR Bo

DR IRNHRLHR £ o
TRORTC, ROLCELET 57 ¥ —

BTOAEFALTT By PEROLIE
WO Y ANy T - ¥y 7axFq |
w2 LT, EOWilk

£
z
2
%
[

Tl
1181 BEEN B7QBWRY — LBIARERE)
BW. W, MARNEG A B, BIRGRIZRE, LE
HOEERICANTT —FERDIZE
WIITEA U WD EIRTBULEH TLY

47 Ak:bunl50
ASRAR=5—/ TOID R FIAF—,
LOFERFDHMTESTOET N,





item/image/kuchie-002-003.jpg
Characters

U DI TIRT 1 H— R AL EHIHE A
AN KFEOFBEI AL HODTDEZEH
/ SEH U ERICYT—IYEI—5—D

TAEBDD. HRIRENIFZ DERE.

R<EBRKEIDETREBA
BISEVORY ko [CDED
2TCOANEEZEICTDINME
RolEFolexY=a>YEa=
& —ERI I 2O BIRRR
[CHRBZERR BEMER
ZDERS.

b/ VA R O NP S |
~ /\ N,
Tk A e s
ERDBZAIFRRE. KDV
Z5ZDEICVEZ. IBDHE
ERIH VT VT ETE
EHICTD.BLHDODTZA
HS (& [EES A EFEIEFN
Do






item/image/i-093.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一章　遠い星での目覚め



		第二章　出発



		インターミッション１



		第三章　特別区画



		インターミッション２



		第四章　居住区ドームとバンブラー



		第五章　滅びの町



		インターミッション３



		第六章　機内で聞いたこの星の歴史



		第七章　空港突撃



		第八章　傷だらけのソイ



		第九章　星の管理者



		第十章　そうだ、直結しよう



		第十一章　死んだはずの男



		第十二章　遠い昔の先祖の話



		第十三章　運命の再会



		第十四章　そして、夜は明けた



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/i-024.jpg





item/image/i-184.jpg





item/image/titlepage.jpg





item/image/fan-letter.jpg
AR TDTE R, TR B F {788,

Ty Ly =T

T 102-8177 WIERTAHXE LA 2-13-3
CiR3e e

[ERE 7 A ek £

[bunl50 554 | £

P2 —MCTEEVEEVWEEORMSEAMET 108&5(C
EZAh—F*yb;+TH1000M5% ] ZTLEVM!

ZRITI—RFE[FURLED 7 I ERL.
AEZHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

EHE https://kdq.jp/dbn/

OLEEDHKRIIHURDEEEEOTRAZ L TVELEZET,

@7 r—hILEVNCZHE N7 BEARIS. R ROMRFEITELV125- B TY .
@7 r—hTLEVME MRICK) FERLPILFLBABRHPETINBIENHVET .
@V NCF I AT BB, B X—ILXERICHDDBERIIBEHROTRIBICARYET .
O@—EBXISL TOVR L MIEN HUET .
OHFLELIT DS AREZEDSH DT EE/ THSEEL TEZL,

&
7
2
7
]
N
I
e
i#
51
<
£
&
()
1

AHEEETAL T,

COYIFEET 173 ar T EED N FELSLIE—IBIRHIEE Ao





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/i-115.jpg





item/image/gaiji-excl-4.png
"





item/image/kuchie-008.jpg
B—E EWEToHRED 11
BB MR 35
AVvR—Iv¥yavl 47
B R XK 49
AvR—3Ivvav? 72
BHE BERF—A LAY IS~ 76
BEHE W ARDHT 100
AVvR—=Ivy¥av3 114
BARE BATHWRCZOEOESR 116

=2 ] clal e prsdind o i B

° CONTENTS ©

EhE EER

EBAE BRoGOYA
EhE  REoEH

BrE 25K, BELXS
Bt—% FARETDOH

B oE EnEoSHO
== EaoEx
EpE 2T, HElv R

THA A BARF





item/image/i-112.jpg





item/image/i-277.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/i-152.jpg





item/image/kuchie-006-007.jpg





item/image/gaiji-exclhatena.png
|17





